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王子はいつでもガチ勝負！




それでも盟友、だろ？








望月もらん
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／松本テマリ







　　　序







　もっと、強くなりたい……。

　長い黒くろ髪かみと、白い衣ころもの袖そでが風になびく。

　その姿からは斎さい宮ぐうに住まう巫み女こ見習いの少女だと分かるが、今は夜よ更ふけで周囲に人ひと気けもない。

　外では篝かがり火びが燃え、神楽かぐら殿でんには雪が舞まい込んだ。

　歳としは十五、六、背も低くなで肩がたの華きや奢しやな体格、顔が小さいわりには瞳ひとみは大きく、引き結ばれた唇くちびるは紅色に染まっていた。

　微笑ほほえみの一つでも浮うかべればさぞかし愛らしいだろうが、その表情は怖こわいくらいに真しん剣けんだった。緊きん張ちようしたように背筋を伸のばし、踏ふみ込めば斬きられそうなピリッとした空気を全身にまとっている。

　握にぎり締しめた草くさ刈かり鎌がまは、巫女見習いの少女が持つにはあまりそぐわない代しろ物ものだ。

　これが御ご神しん体たいであり、神の宿る剣つるぎ、草くさ薙なぎの剣つるぎであると知る者は、斎宮の中にもそういない。

　そして、この少女──緋ひ央おうが火ほ高だかの国くにの王子であり、今はその素す性じようを隠かくして斎王代という役を与あたえられていることを知る者も、ごくわずかしかいなかった。

　火高国の父王の命によって少女の恰かつ好こうをしているのも、草薙剣を守るためだ。

　その刃やいばには、幾いく重えにも封ふう印いんの札が巻かれていた。

（もっと、強く……っ！）

　目を伏ふせ、草刈り鎌を水平にかまえると、右足を滑すべらせるように後方へと引いた。

　雪が風に浮いた瞬しゆん間かん、勢いよく踏み込む。

　床ゆかが鳴り、緋央は身をひるがえして、刃をなぎ払はらった。

　不意に、体に何かがぶつかるような衝しよう撃げきがあり、ドクンと心臓が鼓こ動どうを打った。

　よろめきかけた足に力を込めて耐たえ、握り締めた剣を見る。

　手のひらが熱い。そう感じた時、「緋央！」と呼ぶ声がした。

　誰だれの声なのか意識では分かっていたのに、体が無意識に動く。

　一瞬だけ、瞳が紅くれないに染まった。




　己オノレノ敵ヲ……殺セ……。




　歯を嚙かみ締めて、振ふり向き様に草刈り鎌の刃を振り上げる。

「緋……央!!」

　血が頰ほおに飛び、したたり落ちる。

　腕うでをつかまれて正気に戻もどった緋央は、驚きよう愕がくしたように目を見開いた。

「高こう月づき……先生……？」

　寝ね癖ぐせで撥はねた短い髪を無理やりに後ろで結んでいる相手を、緋央は放心したように呼ぶ。

　医務所の医者で、緋央の師し匠しようでもある高月は、顔立ちは悪くはなく、男前と言っていいだろう。いつもは飄ひよう然ぜんとしている男だが、今は険しい表情で緋央を見つめている。

　高月の頰に斜ななめの傷がつき、血が流れ落ちているのを見て、緋央の腕がビクッと震ふるえた。

「……血が……おれ、今……」

　何を考えていたのだろう？　高月の姿は目に入っていたはずだ。

「こんなもの、かすり傷だ。それよりお前……」

　緋央は触ふれようとする高月の手を振り払い、後ろに下がった。腕をもぎ取られるような痛みに思わず絶ぜつ叫きようすると、高月が「おい、緋央！」と戸と惑まどうように呼んだ。

　緋央は片かた膝ひざをつき、痛みを堪こらえるように腕をつかむ。

　血で汚よごれた草刈り鎌の刃から黒い煙けむりのようなものが滲にじみ出し、意志を持つかのように緋央の腕に絡からみ付いた。

　刃に巻かれた封印の札もすでに黒く染まり、役に立ってはいない。

　高月が手刀で叩たたき落とすと、草刈り鎌は重い音を響ひびかせて床に転がる。

　力が抜ぬけたように、虚うつろな瞳で緋央が高月に寄りかかる。

「先生、今の……」

　感覚の薄うすれた腕には、くっきりと黒い痣あざがついている。

　高月は眉まゆをひそめ、草刈り鎌に目をやった。

　黒い煙は刃に吸い込まれるようにして消え、剝はがれた封印の札が風に散っていた。

　不安そうな瞳で見ると、高月がいきなり緋央を肩に担かつぎ上げた。

「何すんだよ、一人で歩け……」

「黙だまってろ！」

　一いつ喝かつしてから、高月は手て拭ぬぐいを取り、それを草刈り鎌の柄つかにしっかりと巻いてから拾い上げた。

　担がれたまま神楽殿を出た緋央は、雪の中を急いで歩く高月の横顔をぼんやりと見る。

　切れた頰は、まだ血が止まっていない。

（悪い、先生。怪け我がさせるつもりは……）

　手を伸ばした緋央の指が血を拭う。

　高月が顔を避よけると、緋央は意識を失ったのか目を伏せて肩に頭を預けた。
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　祭殿に灯ともる明かりが、正座した女性の顔を照らす。

　その瞳は、祭さい壇だんに祀まつられた青銅の鏡を静かに見つめていた。

　歳は三十には届いていないだろう。巫女の着る小こ袖そでと袴はかまの上に千早ちはやと呼ばれる衣をはおっている。艶つやのある黒髪が床に垂れるほど長い。

　巫女、神官を束ねる斎宮の王、紅奈くれなが大和やまとの行く末を問うために、潔けつ斎さいして社やしろにこもってから十日。

　アマテラス大おお御み神かみの現うつし身みである八や咫たの鏡かがみは、まだ何も応こたえない。

　神しん託たくが見えないなど、今まで一度もなかったことだ。

　だが……。

　鏡の表面に黒い影かげのようなものが浮かび上がり、まるで太陽が侵しん食しよくされていくように全体をおおっていく。

　目を見開いてその様を見つめていた紅奈は、震える手を祭壇の鏡に伸ばした。

　触ふれようとした時、鏡が倒たおれ、カランと音を立てて床に転がる。

「斎王様」

　簾すだれを隔へだてて控ひかえた男が、異変に気付いて呼び掛かけた。

　再度の呼び掛けに、紅奈ははっと顔を上げる。

「ご無礼を」

　短く断り、簾を上げて姿を見せたのは、神官の正装をした高月だった。

「高月」

　小刻みに震えている紅奈を見ると、高月は歩み寄り、そばに膝を折った。

「……神託は、何と」

　硬かたい声で問うと、紅奈の細い手が腕に触れる。

　高月がよく知る少年と似た美び貌ぼうは青ざめ、憂うれいと恐れを浮かべた瞳はうっすらと濡ぬれていた。

「急がなくては。草薙剣が……っ！」

　滅めつ多たに取り乱すことのない紅奈の切せつ迫ぱくした声に、高月は表情を険しくする。

　床に倒れた鏡が、不ふ穏おんな影を落としたまま高月を見つめ返した。
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　人の気配にふっと目を覚ました緋央は、億おつ劫くうそうに視線を少し動かした。

　岩屋の四方では篝かがり火びが燃え、顔を布面でおおった巫み女こたちが控えている。

　斎さい宮ぐうのどこかには違ちがいないが、初めて訪おとずれる場所だけに分からない。

　祭壇が設けられ、祓はら串えぐしを手にした神官が祓はらえ詞ことばを延々と唱え続けている。

　自分はどうやら中央におかれた石いし風ぶ呂ろの中に浸つかっているらしく、長い付け毛がゆらゆらと水に漂ただよっていた。

　岩屋に充じゆう満まんしているのは、ヨモギを蒸むす香かおりだろう。

（高月先生は……）

　重たい頭を無理に起こしてさがしたが見当たらず、急に不安を覚えた。

　祭壇に目をやると、石の台の上に草くさ刈かり鎌がまが祀るようにおかれている。




　ソレハ、オレノ剣ツルギダ……触レルナ……。




　激痛が走り、思わず悲鳴をほとばしらせて飛び起きようとした。

　駆かけ寄ってきた神官たちに手足を押さえつけられ、深く沈しずめられる。

　水が跳はね、緋央は息ができずに石風呂の縁ふちをつかんだ。
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『高月……私たちは神に仕える者。神託とは絶対のものです。ですが……今度ばかりは、神託が外れてくれることを心から祈ります』




　苦く悩のうの色をにじませた紅奈の瞳ひとみを思い出して、高月の表情が険しくなる。

　神託は、斎王と神託を裁定する審神者さにわと呼ばれる神官しか聞くことができない。

　どんな神託が下ったのか、その内容を知る事はできない。

　斎王である紅奈に外れてくれればと願わせるような神託ならば、相当に悪いということだ。

　それが、神が用意した運命だというのなら、人は甘んじて受け入れるしかないのか。

　意識をなくし、敷しき布ふに横たわる緋央の唇くちびるが微かすかに動く。誰だれの名を呼んだのかは、聞こえなくても分かる気がした。

　高月の手が、汗あせに濡れている緋央の前まえ髪がみをすくう。

　付け毛を外した髪は、短すぎるくらいにさっぱりと切ってある。

　目を細めた時、緋央がふっと目を覚ました。

「気分はどうだ？」

　手を引っ込めてきくと、緋央が片手で額を押さえて呻うめく。

「最悪。頭痛い」

「腕うでは？」

　用意していた薬湯を土ど瓶びんから器うつわに注ぎながら、緋央を一いち瞥べつした。

「腕は……そんなに痛くない」

　緋央は自分の手を見てから答える。袖から覗のぞく腕には、相変わらず痣が残ったままだ。だが、耐たえられないほどの痛みはなく、鈍にぶく疼うずくくらいだ。

「邪じや気き払ばらいの術が効いているんだろう」

「草くさ薙なぎの剣つるぎは？」

「もう一度、封ふうじの札を貼はり直しておいた。といっても、気休めだがな」

　身を起こした緋央は、高月が差し出した器を受け取り口に運ぶ。

　苦さに顔をしかめながら、一気に喉のどに流し込んだ。

「この腕の痣、剣にヒビが入ったことと関係があるんだろう？」

　器を握にぎりしめながら尋たずねると、高月は答えるまでに少し間をおいた。

「……それだけが原因というわけでもない。剣に封じられたマガツヒ神の力が強まっている」

「何とか、直す方法はないのかよ？」

　高月は一ひと月つきあまり医務所を離れていた。草薙剣を直す方法をさぐっていたのだ。

「草薙剣はもともと、水みず城しろの国くににあった剣だ。打ち直せる可能性があるとしたら、あの国しかない」

「水城国に……行くのか？」

「ああ。お前の剣はしばらく俺が預かる」

「先生、おれも一緒に行かせて欲しい」

　緋央は正座し直して、声に力を込めた。海神の祟たたりを鎮しずめるためとはいえ、託された剣にヒビを入れてしまった。その事に、責任を感じている。何の役にも立てないのは嫌いやだ。

「そう言うだろうと思ったが、今度は駄だ目めだ。斎王様の許可も得ていない。大人しく寝ていろ」

「寝ていて、治るようなものじゃないだろ。それに、草薙剣はおれが持っていなくちゃ、浄じよう化かしない。絶対に手放すなって、叔お母ば上うえ……いや、斎王様に言われてる！」

　草薙剣に宿るスサノオ神の力は、自分に感かん応のうすると紅奈から聞かされた。

　自分が剣を持ち続ける限り、スサノオ神の力に抑おさえられて、マガツヒ神は封印を破ることができない。邪気によってこの身を取り込もうとしているのは、その存在がマガツヒ神にとって邪じや魔まだからだ。もし、剣を手放せば、マガツヒ神は完全にスサノオ神の力を制してしまうだろう。

　緋央は真しん剣けんな眼まな差ざしを高月に向ける。

「お前が剣を持ち続けることも、今の状態では危険だ。もし、マガツヒ神の邪気に完全にのまれたらどうする？　本当に、災さい厄やくを……」

　高月は言いかけた言葉を飲み込んでから、ばつが悪そうに頭を搔かいた。

　視線を下げた緋央の横顔が陰かげりを帯びる。

「悪い。くだらねえこと言った」

「先生、神託なんて関係ない。そう信じてくれたやつがいるから、おれはマガツヒ神にも、神託にも負けない」

　緋央の迷いのない表情に高月はそれ以上、止める言葉が出なかった。
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　火高国の宮きゆう殿でんの一室には、二人分の影かげが揺ゆらぐ。

　片かた膝ひざを立てて座る青年は、酒で満たされた杯さかずきを見つめながら唇の端はしを上げた。

　背は低くはないが細身で、羽は織おりを引っかけ、洗いたての少し濡れた髪を、肩かたまで流していた。

　端たん整せいと言っていい顔は陰いん影えいを帯び、瞳は明かりを映して赤く染まる。

　火高国の王子、朔さく夜やは行く行くは王となり国を治める身だ。本人を含ふくめ、王や国の重臣たち誰だれ一人、そのことを疑ってはいないだろう。

「そうか、緋央が斎宮を出たか」

　朔夜の声には愉ゆ快かいそうな響ひびきがあった。

　離れて座る相手は、無言のまま、朔夜の表情を見つめる。

　白い神官の祭服が、これ以上なくよく似合う少年だった。

　少年といっても、朔夜より若じやつ干かん歳とし若わかいだけで成人に達する年ねん齢れいである。

　感情の揺らぎのないその瞳は、朔夜に負けず劣おとらず冷ややかだった。

「神を降ろす舞ぶ台たいは整った。後は草薙剣だけだ」

　朔夜はゆっくりと杯を傾かたむけ、床ゆかにこぼれ落ちる酒を眺ながめながら目を細める。

「あいつも哀あわれなやつだ。剣の守護マモリ人ビトになどならなければ、神託どおりの宿命を背負うこともなかっただろうに」

　同情を込めて呟つぶやいた朔夜の手から杯が離れ、カランと転がった。

　魁かいという名の神官の少年は、ゆっくりと視線を上げる。そして、朔夜の顔を正面から見つめた。

「神託は、外れることはありませんから……」

　朔夜の口くち許もとから笑えみが消える。




　──そう、神託は外れない。
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　焚き火の炎ほのおが雪を飲み込んだ。炭となった木が崩れ、火の粉が舞まい上がる。

　飛び起きた緋央は、荒あらい息を吐はきながら自分の衣ころもの襟えりをつかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　かなりうなされてたぞ」

　高月が身をのり出し、緋央の汗あせばんだ額に手を当てた。

「何でもない……ちょっと、嫌いやな夢見ただけ」

　緋央は拒むように高月の手を払はらい除のけ、顔をそむけた。締しめ付けるような痛みに、片かた腕うでをつかむ。

「貸せ」

　高月に引っ張られ、抵てい抗こうする間もなく袖そでがまくり上げられる。

　露あらわになった細い腕には、包帯が巻かれていた。

「平気、だって……痛みなら収まるし」

　袖を下ろそうとしたが、高月に睨にらまれてあきらめる。

　包帯が外されると、封ふうじの術を施ほどこした札が現れる。だが、その札は黒く染まり、効力を失っている。相当に強い邪気を宿しているということだ。

　炎の中に放り込むと、札は見る間に黒くろ焦こげになって消えた。

　傍かたわらにおいていた葛籠つづらから、高月が筆と朱しゆ墨ぼくを取り出す。

「何、するんだ？」

　不安そうにきくと、高月は無言のまま朱墨に浸ひたした筆を緋央の腕に走らせた。

　疼うずきを覚えて、緋央は顔をしかめる。

「呪まじないだ。ま、俺程度の術じゃ、たいして効かんかもしれんが」

　筆をおくと、高月は懐ふところから新しい札を取り出してその上に貼はり付け、さらに包帯を丁てい寧ねいに巻き直す。

「先生、水城国まで、あとどれくらい？」

「明日の昼ごろには着くだろう」

　斎宮を出て十五日ほど経たった。雪のせいで旅程が遅おくれているものの、水城国の都である須す賀がまではもうじきだ。

　水城国の宮殿には知らせを送っている。斎宮の使者が到とう着ちやくするとなれば、迎むかえを寄こすはずだ。緋央も斎王代として水城国に来たのだから、いつまでも男の恰かつ好こうというわけにはいかず、山に入る前に立ち寄った集落で、付け毛と白い小こ袖そで、緋ひ袴ばかまという巫み女こ見習いの恰好に着き替がえている。
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「剣つるぎを打ち直すことができたら、この痣あざも消えるかな」

「ああ、多分な。もう少しの辛しん抱ぼうだ」

　高月はそう言い、水の入った竹たけ筒づつを差し出した。

　緋央はそれを受け取り、栓せんを引き抜ぬいて口に運ぼうとした。

　殺気を感じて、反射的に竹筒をかざす。

　矢に射い貫ぬかれた竹筒が足元に転がり、水を流した。

　すでに戦う態勢を整えていた高月が、襲おそいかかる正体不明の敵に向かって剣を突き立てる。

「高月先生！」

　緋央も腰こしの剣を引き抜いた。草くさ薙なぎの剣つるぎではなく、護身用にと高月に渡わたされた細身の剣だ。

「お前は下がってろ！」

　振り向いた高月が、怒ど鳴なるように命じる。

　一いつ瞬しゆん、迷ったが、相手の気配から察するに高月一人で相手にできるような数ではない。

　緋央は剣を鞘さやから引き抜く。

　腕の痛みが消えたわけではないが、剣を握にぎれば顔つきが変わる。

「ったく、本当にお前は」

　高月は舌打ちして、敵の方に意識を戻もどした。

　ジリジリと間合いを詰つめる敵は、毛皮をはおり、顔には朱しゆ色いろの模様を描えがいている。

「こいつら……」

「山さん賊ぞくってわけじゃ、なさそうだな」

　緋央と背中合わせになりながら、高月が答えた。山賊にしてはあまりにも異様だ。

「アメノムラクモノツルギヲ、ワタセ……」

「アメノムラクモノツルギハ、ワレラノモノダ……」

　男たちの口から、低く不気味な声が発せられる。

「高月先生！」

　緋央が声を上げ、襲いかかってきた相手に向かって焚たき火を蹴けった。

　火の粉が散り、男が反射的に腕で顔をかばう。

　高月は身をひるがえして、緋央とともに駆かけ出した。

「いったい、何なんだよ？　あいつら！　アメノ……何とかって」

　緋央は斜しや面めんを下りながら、声を上げる。

「水城国の兵というわけじゃなさそうだがな。お前、腕は!?」

「平気だって、言ってるだろ！」

　緋央は襲いかかってきた相手の剣を、利きき手とは逆の手で受け止めた。

　得体の知れない相手は思ったよりも腕が立ち、統とう率そつされた動きをとる。兵士として相当に訓練された者の動きだ。

　緋央が組み合っていた相手を足で蹴り飛ばす。

　背後から斬きりかかる相手に反応するのが、わずかに遅れた。いつもならかわせているはずだが、腕の痛みに気を取られたのだ。

「緋央！」

　振ふり向いた高月が、焦あせったように呼んだ。

　足を引こうとしたが遅おそい。斬られると、歯を食いしばった時だ。

「ヒヨコさん！」

　男の声が戦いの中に割り込む。

　次の瞬間、投げ付けられた剣が緋央を襲う男の首を貫いていた。

　飛び退いたが、頰に血がかかる。

　倒れた男がすでに息絶えているのを確かめてから、緋央は荒い息を吐いて頰を拭った。

　長身で精悍な顔立ちの青年は、襲い掛かる敵の剣を奪い取り、「邪魔だ、退け！」と蹴散らしながら一直線に緋央の元に駆け寄ってくる。

『ヒヨコ』というのは、緋央が凪なぎの国くにの王子である颯はや人とに名乗った偽名だ。

「颯人様、どうして……ここに」

　凪国から遠く離れた水城国の国境の山中に、颯人がいる理由が思い付かない。それをきいている余裕も、今はなさそうだった。

「無事か!?」

　頷くと、颯人は安堵の表情を見せてから緋央の肩に腕をまわし、グイッと引き寄せた。

（あ、こいつ……また、どさくさに紛れて！）

　普段なら突き飛ばして平手打ちをくれてやった所だが、今は正直、足にも腕にも力が入らず、立っているだけで精一杯だ。

　それに、颯人が来なければ、無傷ではすまなかっただろう。

「何者か知らんが、俺が相手になる。命が惜おしくないやつはかかってこい！」

「颯人様、高月様！」

　呼ぶ声に振り向くと、青年が馬を引きながら駆け付けてくる。

「常磐ときわ殿どの」

　颯人の側近、常磐の姿を見て、高月も胸をなで下ろしたようだった。

　常磐とは凪国に赴おもむいた時、顔見知りになった。体格は細身で、穏おん和わな雰ふん囲い気きの青年だが、今はさすがに緊きん迫ぱくした表情だ。

（高月のおっさんの言う通り、女の恰好になっておいて良かったな）

　この二人は、緋央のことを巫女見習いの少女だと思っているのだ。男の恰好だったら面倒な事になっていただろう。火高国の王子の『緋央』と颯人は、因縁の間柄だ。

　颯人が二人を斬り伏ふせたところで、男たちはさすがに形勢不利だと見たのか、闇やみに紛まぎれて姿を消す。

　深追いすることもないので、颯人は剣を収めて緋央の方を振り返った。

　戦いの緊きん張ちようが解けた途と端たんに、堪えていた痛みが反動のように襲ってきて、緋央は思わず膝をついた。

「ヒヨコさん！」

　側に屈かがんだ颯人が、肩かたに手をかけようとする。だが、緋央が身を強ばらせたので、戸惑うようにその手を引いた。

「どこか、怪け我がをしたのか!?」

「大丈夫ですから。ちょっと、驚いただけで」

　動どう揺ようする颯人に、緋央は苦く笑しようを浮うかべる。

「大丈夫という顔ではないだろう。見せてくれ」

「いいえ、本当に！」

「ヒヨコさんの玉の肌に傷が残っては一大事だ。幸いなことに、怪我によく効く薬も持ち合わせている。遠えん慮りよなど無用だ」

　寄ってくる颯人を、緋央はさりげなく手で押し退のけた。

「本当に、お気持ちだけで。それより……なぜ、凪国の王子が水城国に？」

「いや、少々用事がな。ヒヨコさんたちこそ、水城国に何用だ？」

「それは……」

　緋央は戸惑って、高月に視線を向ける。

「俺たちもまあ……使いでな。さっきは危ないところを助けられた」

　前に進み出た高月が、かわりに答える。

　颯人は不ふ審しんそうに目を眇すがめたものの、それ以上は深くきかなかった。

「須賀まで向かうのだろう。先ほどのような不快な輩やからが再び出しゆつ没ぼつしないとも限らないからな。共に向かった方がよさそうだ」

「そいつはありがたい。その言葉に甘えて、同行させてもらう」

　高月はそう言い、笑えみを作った。

　緋央と目が合うなり、颯人は赤面して咳せき払ばらいをする。

「ヒヨコさんは具合が悪そうなので、俺の馬に乗るといいだろう」

「遠慮します。自分の馬がありますから」

　緋央は即そく答とうしたが、高月が「いいから、乗せてもらえ」と、肘ひじでつついて囁ささやいた。

「何で……」

「また、襲われたら、その腕じゃ役に立たねえだろ」

　そういわれると、反論できない。

　高月は背を向けて、離はなれたところに繫つないでいた馬をとりに向かう。

「ヒヨコさん」

　呼ばれて振り向くと、自分の馬にまたがった颯人が手を差し出していた。

（気は進まないけど、仕方ないか）

　今の状態で強ごう情じようを張っても、足手まといになるだけだ。

　颯人の手をとると、馬上に引っぱり上げられる。

　背筋を正した颯人の緊張が背中越ごしに伝わってくるのが、ひどく居い心ごこ地ちが悪い。

　不意に、「ヒヨコさん」と呼ばれてドキンとする。

「は、はい！」

　妙みような具合に声が跳はね上がった。

「その、あなたの……」

「はい？」

「兄は、ご健在か？」

「朔夜、兄上のことですか？」

　首を傾かしげてきき返すと、颯人は「いや、もう一人の方の……」と歯切れの悪い言い方をする。

　凪国で素す性じようがばれそうになり、『ヒヨコさん』の兄だとごまかした事を思い出して、緋央は警けい戒かいするように颯人に視線を向ける。

（何で、いきなりおれのことなんか……）

　目が合った瞬間、緋央と颯人は別々の方向に顔を向けた。

「ええ……ご健在、ですとも」

「そうか。それならいいんだが。ちょっと、どうしているかと思ってな」

「あの、やっぱり……私、高月先生の馬に」

　歩を進める馬から下りようと動いた拍ひよう子しに、体がグラリと傾かたむく。

「ヒヨコさん、危ない！」

　颯人の男らしく筋肉のついた腕が腰こしにまわり、緋央の体を支えた。

　落ちかけて焦った緋央は、動どう悸きを静めようと詰つめ物の入った胸に手を当てる。

　さりげなく確かめようとしたが、唇くちびるを一文字に引き結んで正面を向いた颯人に、変わった様子はない。ただ、ほんのりと顔が赤かった。

　思い切ってきくわけにもいかず、緋央は顔を戻もどして密ひそかにため息を吐いた。
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　水城国の都、須賀はあちこちに工こう房ぼうが立ち並ぶ大きな都だった。

　製せい陶とうの窯かまや、製鉄、機はた織おりの工房などが区画ごとに集まっている。鉄を打ち鍛きたえる音や、窯の煙けむりなどが立ち上っており、大路にはそれらを売る大きな市が立っていた。

　緋央が活気ある市の様子に気を取られていると、颯人に「ヒヨコさん、何か欲しいものでもあるのか？」と、尋たずねられた。

「いいえ、水城国の都は初めてなものですから」

　大和一の大国、凪国の颯人からしてみれば、須賀ですら大した都ではないのだろう。

「水城国は銀細工や石細工も有名だからな。我が凪国でも高値で取引されている」

「剣けんを鍛える技術も一流なのでしょう？」

「凪国の鍛か冶じ師しも、多くは水城国で修しゆ行ぎようを積んだ者たちだ。門外不出の技術も多い」

　鉄器の性能は、そのまま国力の差になる。

　凪国は鉄の原料となる砂鉄は豊富だが、技術では水城国には及およばない。

「ヒヨコさんは、変わっているな。女おな子ごというものは剣などより、宝ほう飾しよく品ひんの方に目が行くものと思っていたが」

　颯人の言葉に、緋央はギクッとする。

「神に仕える巫み女こ見習いですし、宝飾品は身につける時がありませんから！」

「ヒヨコさんらしいな。だが、そんなところが、俺は気に入っている」

　目を細めて緋央を見ながら、颯人が笑った。

（気に入られても、困るんだよ）

　素性がばれただろうかと心配したが、颯人にその様子はなかった。

　安あん堵どしたものの、油断はできない。

　水城国に来たのは、草くさ薙なぎの剣つるぎを打ち直すためだ。とはいえ、神剣である草薙剣を打ち直すことができる鍛冶師が本当に、水城国にいるのか。

　高月は常磐と馬を並べて、何か熱心に話し込んでいる。

　緋央の視線に気付いたようだったが、無視して常磐の話に相あい槌づちを打つ。

　いつもの通り、詳くわしいことは教えてくれない。緋央は「おっさんめ」と不満げに呟つぶやいて顔を戻した。

「どうした？　ヒヨコさん」

「いいえ、何でも。それより、颯人様が直々に水城国まで赴おもむいたのは、よほどの事情があるのではありませんか？」

　振ふり向いて上目づかいに見れば、颯人は分かりやすい動どう揺ようを浮うかべた。

「それは……凪国と水城国の問題で、斎王やヒヨコさんの耳に入れるようなことではないのだ」

　颯人は言葉に詰つまりながら答え、勘かん弁べんしてくれというように顔をそむけてしまった。

　つまり、颯人が水城国を訪おとずれたのは、両国の政まつりごとに関かかわる問題だということだ。

　大路の向こうから、数頭の馬が駆かけてくる。水城国の衛え士じたちだ。

　先頭の馬に乗っているのは、麗うるわしいという言葉がぴったりな、細身ですらりとした体型の美形だった。

　その美形が、花開くような笑みをみせて手を振ってきたので緋央は困こん惑わくする。

「ヒヨコさんの知り合いか？」

「え……さあ？」

　誰だれなのか、こちらが聞きたいところだ。

　颯人が馬を止めると、その美形も手た綱づなを引いて自分の馬からヒラリと飛び下りる。

　顎あごの汗あせを拭ぬぐうその横顔をまじまじと見つめた緋央は、「あっ！」と声を上げた。

「もしかして、音おと葉は!?」

「嫌いやだ、私の顔を忘れてしまったの？」

　形のよい細い眉まゆをひそめる音葉に、緋央は颯人の馬から下りて駆け寄った。

「でも、その髪かみ」

　音葉の艶つややかな黒髪に目をやる。長かった黒髪をばっさりと切ってしまっている。

　音葉は自分の髪に手をやり、恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「やっぱり、変かしら？」

「いや、変じゃない。変じゃないけど、何で!?」

「身も心も禊みそぎして、心機一転、やり直したいって思ったの。この髪はけじめよ！」

　音葉は顎を少し上げ、毅き然ぜんとして答えた。

　斎王代だった音葉は、半年前の夏に行われた御み劔つるぎ神しん事じで、草薙剣を奪うばおうとする者たちに操あやつられ、剣を持ち出した。

　草薙剣を奪われ、音葉を危険な目に遭あわせたのは、この自分の責任でもある。

　音葉が責任を感じる必要はないが、何の責任もとらずに、斎宮に残ることはできなかったのだろう。

「綺き麗れいな髪だったのに」

　女にとって、長く美しい髪の毛は自じ慢まんのものだと聞く。

　それを惜おしげもなく切り、男のような恰かつ好こうになっているのだ。

「髪はまた、すぐに伸のびるもの。それに、結構気に入ってるのよ。楽だし、軽いし」

　斎王にお仕えする巫女になることが、音葉の夢で、そのために努力し続けてきた。

　それを知るだけに、気き丈じように微笑む音葉に胸が痛む。

「音葉」

　手を出しかけた時、颯人が馬から飛び下りて駆け寄ってきた。

「ヒヨコさん、この俺という許婚いいなずけがいながら……い、い、い、いったい、そやつは誰だ!?」

「私と同室だった音葉です。水城国の姫ひめ君ぎみで、斎王代だった」

　動揺して声を上ずらせる颯人に、緋央は音葉を紹しよう介かいした。

「姫君？　ということは、女おな……子ごか？」

　颯人の視線が、自然と音葉の胸むな元もとに向かう。

「正しよう真しん正しよう銘めいの女の子で、私の友人です！」

　緋央は音葉と颯人の視線の間に割り込んだ。

「なんだ、女子の友人か。俺はてっきり……」

「音葉様、水城国の姫君直々にお出で迎むかえいただけるとは、光栄です」

　高月が馬から下りて挨あい拶さつをする。常磐がそれに続いた。

「いいえ。遠路遥はる々ばるご苦労様でした。宮きゆう殿でんの方には私がご案内いたします」

　音葉は表情を引き締しめる。どこから見ても、立派な姫君の顔だった。







　颯人と常磐は、凪国の使者として王に謁えつ見けんしなければならず、緋央と高月は音葉に連れられて、離はなれの建物に案内された。

　そこで二人を出迎えたのは、音葉の兄で、水城国の王子の一人である瑞みず貴きだった。

　夏の御劔神事の時に水城国の使者として斎宮を訪れていた瑞貴は、緋央に度たび々たび、文ふみを寄こしてきた。中身は大たい抵てい、女がらみの相談か、妹の音葉がつれないという愚ぐ痴ちで、最後には決まって妹の自慢が延々と書き綴つづってある。鼻紙にするしかないような内容だ。

　妹溺でき愛あいっぷりには辟へき易えきするものの、音葉が水城国に戻ってから元気にしているかどうか気になっていたので、たまに文を返して、音葉の様子などを尋ねていた。

　いくら、同室で友人だったとはいえ、音葉には男だという素す性じようがばれている。それなのに、こちらから文を送るというのも、憚はばかられたのだ。

　正面に膝ひざを崩くずして座った瑞貴は、爽さわやかな空色の地に赤の椿つばき模様という、華はなやかな衣ころもを着ている。それが、端たん麗れいな容姿の彼には、実によく似合っていた。

　だが、不ふ貞て腐くされたその両りよう頰ほおには、くっきりと痛々しい手形がついている。

「どう、したんだ？」

　緋央が小声で尋たずねると、音葉までも眉を吊つり上げて、不ふ機き嫌げんな顔つきになった。

「また、女の人に手を出そうとしてぶたれたのよ。いい気味だわ」

　音葉は聞こえよがしに言って、同情の余地もないとばかりにふんっとそっぽを向く。

「私がその程度のことで、怒おこるとでも思っているのかい？」

　瑞貴は頰ほお杖づえをついたまま、口を開いた。

「他ほかにどういう理由があるのよ？」

「お前のその髪のことに決まってるだろう！　私に一言の断りもなく、髪を切ってしまうなんてひどいじゃないか」

　憤ふん懣まんやるかたなしというように瑞貴が言い返すと、音葉は心底呆あきれ果てた表情になった。

「私の髪を、私がどうしようと勝手じゃないの。兄さんに断る必要なんてないわ」

「私はお前がチンチクリンだろうと、禿はげだろうと、シメジみたいな髪型だろうと、愛してみせるさ。だけど、お前にはやっぱり長い髪が一番、似合うんだ。そうだろう、緋央ちゃん」

　いきなり話を振られても、咄とつ嗟さに返答できない。

「緋央、あなたはこの髪型、変じゃないって言ってくれたわよね!?」

　音葉まで、怒ったような口調できいてくる。

（おれに兄妹きようだい喧げん嘩かの矛ほこ先さきを向けてくるんじゃねえよ！）

　瑞貴にも男だという素性はばれているので女のふりをする必要はないのだが、音葉は兄までが緋央の素性に気付いているとは思っていない。

　ややこしいことに、瑞貴は──大方、面おも白しろがってのことだろうが──緋央の素性に気付かないふりをしている。気付かれてはまずい身としては、その方がありがたいと言えばありがたいのだが、混乱しそうになるのが困る。

　高月は助け舟ぶねを出してくれる気はないらしく、目の前の高たか坏つきに盛られた干ひ菓が子しを頰ばって、茶をすすっている。

「君も言ってやってくれ。髪を切ってしまってから、この子ときたらやたらに女の子にばかりもてるようになってしまって、最近じゃ恋こい文ぶみまでもらっているんだぞ」

「あら、女の子に恋文をもらって何が悪いのよ。少なくとも、兄さんのような不ふ埒らちで不誠実で、女の人に八はち股またもかけていることが発覚して、八つ裂ざきにされそうになるような馬ば鹿かな男に恋文をもらうよりは、はるかにましだわ」

　妹に言い返されて、瑞貴は動揺をみせた。

「どうして、お前がそのことを……い、いや、そうじゃなくて、どうしてお前はそんなに男が嫌きらいなんだ!?」

（そりゃ、お前って見本が側にいるからだろう）

　緋央は心の中で呟き、密ひそかにため息を吐ついた。

　そうなのだ。音葉は大の男嫌いだ。そんな大嫌いな男の一人なのに、友人として音葉が接してくれるのも、この女装のおかげではある。

「緋央ちゃん、妹が見ての通り、すっかり男前になってしまったんだよ。これじゃあ、水城国一モテモテだった私の地位も危なくなるじゃないか。何とかしてくれ」

　涙なみだぐみながら、瑞貴が緋央の膝にすがってくる。

「緋央に触さわらないでちょうだい。馬鹿と穢けがれがうつるわ！」

　音葉は兄を押し退のけ、シッシと手を払はらう。

　軽けい蔑べつしきった態度にすっかりしょげた瑞貴は、部屋の隅すみに移動する。

　膝を抱かかえ、「いいさ、いいさ。私には音葉の抜ぬけ殻がらがあるから」と懐ふところから取り出したものに頰ずりした。よく見れば、紐ひもで束ねた髪の毛だ。

「兄さん！　どこからそんなものを、集めてきたのよ」

「お前のために、付け毛をこしらえてやろうと思ったんじゃないか」

「変態みたいなことをしないでちょうだい。それに付け毛も不要だわ。さっさと返して！」

　音葉は怒いかりの形相で、兄に手を突つき出して要求する。

「捨てたものは、お前のものではないから、私がどうしようと、私の勝手だろう？　それに、お前が斎宮に戻もどりたくなった時には、必要になる」

　瑞貴に言われて、音葉は返す言葉に詰つまる。

「兄さん……」

「私の兄心を分かってくれたのかい？」

「それとこれとは別よ。没ぼつ収しゆうします！」

　音葉は兄の手から、自分の髪の毛をふんだくる。

　瑞貴は「あっ！」と、声を上げて奪うばい返そうとしたが、音葉に睨にらまれて手を引っ込めた。

「あの、そんなことよりも、凪国の……颯人様は遅おそいようですね！」

　緋央は二人の口論に割り込むように声を上げた。

　颯人が王に謁見していったい何の話をしているのか気になったのだ。

　大国である凪国と水城国の話し合いとなれば、それは大和全体の先行きに関かかわる。

「ああ、それなら多分……」

　瑞貴が真ま面じ目めな顔つきに戻った。
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　謁見を終えた颯人は、眉まゆをくっつきそうなほど寄せて、殿を後にする。

　腹はらわたが煮にえくり返り、一刻も早く『ヒヨコさん』の顔を見に行きたかった。

　広場を抜ける足も、無意識のうちに速くなる。

「颯人様！」

　常磐が呼びながら後を追ってくる。

「草ぞう履りをお忘れに！」

　言われて自分の足を見れば、足袋たびが土で汚よごれていた。

「すまん……頭に血が上りすぎた」

「いえ、よく、あの場で我が慢まんなさいました」

　常磐は颯人に追い付くと、身を屈かがめて草履をはかせる。

「腐くされ頭どもめ！　わざわざ水城国まで出向いてやったというのに、これほど愚ぐ弄ろうされるとは、我が国も舐なめられたものだ」

　鬱うつ憤ぷんを晴らすように、颯人は吐き捨てた。

「完全に、こちらの言い分など聞く気はないようでしたね」

　正面に座した水城国の王、そして脇わきに控ひかえた王子と重臣たちの見下し切った目を思い出し、常磐も眉をひそめ、不快感を表す。

　以前なら、即そく座ざに水城国の全面的な禁輸を打ち出し、宣戦布告に持ち込んでいたところだ。強硬手段に出ることを、ぎりぎりまで踏ふみ止とどまっているのは、和平によって大和の安あん寧ねいを維い持じするという草くさ薙なぎの剣つるぎの理念に準じたからだ。

　剣けんの誓せい約やくを、大和一の大国である凪国が率そつ先せんして破るわけにはいかない。そんなことをすれば、他の小国たちも次々に戦いくさにのり出すだろう。

　誰だれもが、本心では戦いたくてうずうずしている。

　水城国もそうだ。こちらが『戦』という切り札を持ち出すのを、手ぐすね引いて待ち構えているのだ。先に凪国が動けば、水城国には大義名分ができる。

　戦になっても、凪国に勝てるだけの準備は、すでに整えているということなのだろう。

（ヒヨコさん、大和の安寧はこんなにも脆もろい。それでも、あなたは誓約を守れと？）

　濁にごり空には雪が舞まい、それを見上げた颯人の頰ほおに落ちた。

「颯人様」

　常磐が気き遣づかうように呼ぶ。

「行くぞ」

　颯人は瞳ひとみから迷いの色を消して、歩き出した。
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「オロチ族？」

　緋央は眉をひそめてききかえす。

「大和に恭きよう順じゆんしない土着の一族だよ。以前から我が国と対立していてね。とはいっても、先々代の頃ころに和解して、お互たがいに干かん渉しようしないように取り決めがなされていたから、大人しくしていたんだ」

　瑞貴は深刻な顔をして話を進める。

　オロチ族が、ここ最近になって急に水城国の村を襲しゆう撃げきするようになったというのだ。道中で襲おそってきた、朱しゆ色いろの模様を顔に描かいた男たちのことを緋央は思い出した。

「その件に凪国は関わりがないのでしょう？」

「オロチ族を背後で動かしているのが、凪国だという噂うわさが立っているんだよ」

「それは事実なのですか？」

「父上や兄上たちは、事実だと思っているようだね」

　瑞貴は含ふくみのある言い方をした。

（だから、颯人は水城国に……）

　凪国の王子自ら、兵も連れずに訪おとずれたのは、噂が事実無根だということを証明するためだろう。水城国側が信じなければ、捕とらえられ、戦に利用されないとも限らない。まかり間ま違ちがえば、身が危ないのを分かった上で、自ら使者として立ったのだ。それだけ、凪国側もこの事態を重く見ているという事だ。

「私はてっきり、斎宮がこの一件に介かい入にゆうするつもりで、君たちを寄こしたのだと思っていたけどね。違うのかい？」

「あんたはたしか、末席の王子だったな？」

　高月が瑞貴に視線を向けてきく。

「一応、そうだろうね」

「この国で、一番ましな頭を持っているやつは誰だ？」

「私と音葉だろう。それ以外はクズだと思ってもらって差し支つかえない」

　瑞貴は自分を指差してにっこりと微笑ほほえむ。それから、真顔に戻った。

「今の王や他ほかの兄たちに話を持っていくのは勧すすめないな。知っての通り、今は凪国ともめている。そのことで頭がいっぱいになっている連中ばかりだ。下手へたをすれば、斎宮も巻き込まれかねないよ」

「斎宮で何かあったの？　まさか、斎王様の身に……」

　音葉の表情が不安そうに曇くもった。

「斎王様はお元気なのだけど、その……」

　緋央は高月と視線を交かわす。高月が小さく頷うなずいた。

　音葉は幼い頃から斎王に憧あこがれ、巫み女こになるために修しゆ行ぎようしてきた。その心は斎王代を辞やめた今でも変わっていないだろう。それに、音葉なら草薙剣の重要性を知っている。

　緋央は意を決して口を開いた。

「実は……」







　目の前に剣を収めた木箱をおくと、音葉と瑞貴は息を吞のんでそれを見つめた。

「草薙剣にヒビが……」

　音葉が箱に手を伸のばそうとしたので、緋央は「触さわっては駄だ目めだ！」と咄とつ嗟さに手首をつかんだ。

　それから、はっとして手を引く。

「剣が穢けがれてしまっているんです」

　慌あわててそう言い、音葉から手を放す。

　音葉まで剣に触ふれて邪じや気きを受けるような事になっては大変だ。

　封ふうじの術のおかげで多少はましになったが、腕うでの疼うずきは消えない。

「剣を打ち直さなければ、いつまた封印が解かれて、マガツヒ神の力が復活するか分からない。その事が、どれほど大和の脅きよう威いになるか、斎王代だった姫ひめには分かってもらえるだろう」

　高月の言葉に、音葉の表情が硬かたくなる。

　音葉は夏の御み劔つるぎ神しん事じの時、マガツヒ神を復活させるための生いけ贄にえにされそうになったことがある。その時の記き憶おくが蘇よみがえってきたのだろう。

「そういうことなら、父や兄たちではなく、この私に打ち明けたのは正解だよ」

　瑞貴が神しん妙みような顔で、顎あごに手を当てた。
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「草薙剣を、打ち直すことができるのですか？」

　緋央がきくと、瑞貴は「もちろん」と自信を込めて答えた。

「水城国の技術は大和一だよ。それに、工こう房ぼうを取り仕切っているのは私だからね」

「そうなの……か？　じゃなくて、そうなのですか？」

「嫌いやだなあ。君にあげたその簪かんざしも、私が作ったものだと言ったじゃないか」

　そういえば、そうだったと緋央は思い出す。髪かみを束ねる時に便利なので付けているヒヨコの簪は音葉からもらったものだが、製作者は兄の瑞貴だ。

　工房を任されているとなると、ただの手先の器用な男ではないということだ。

「そのかわり、協力するのにただ一つだけ、条件がある」

「兄さん、剣を打ち直すのは、斎王様の密命なのよ！　それなのに……」

　音葉が咎とがめるような目で兄を睨にらんだ。

「分かっているさ。だからだよ」

　片手で妹の言葉を制してから、瑞貴は高月に視線を向ける。

「条件を吞のむなら、私はどんな協力も惜おしまない。兄や父たちにも極ごく秘ひにしておくことを約束する。後はそちらの返答次し第だいだ」

　緋央は瑞貴と高月の間に流れる緊きん迫ぱくした空気を感じて、膝ひざの上で手を握にぎり合わせた。

　答えるべきは、自分ではないと分かっている。

　瑞貴が求めているものを与あたえられるのは、斎王とそして、神しん託たくだけだ。
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　何なん棟むねも立ち並んだ建物から、職人たちの活気ある声が聞こえてくる。

　窯かまの煙けむりが立ち上り、鉄を鍛きたえる音がよく響ひびいた。

「この辺りは、製鉄の工房が集まっているんだ。すべての職人を合わせれば千人以上はいるよ」

　後ろで手を組んだ瑞貴が、歩きながら誇ほこらしげに言った。

　緋央は「すごいな」と、本心から感かん嘆たんの声をもらす。規模では大和一と言ってもいいだろう。これらの工房をすべて束ねることは容易なことではない。

　工房の前を素す通どおりして人ひと気けのない山際の方へと向かう瑞貴に、「どこまで行くんだよ？」と尋たずねる。音葉がいなければ、瑞貴の前で女のふりをする必要はない。

「ついてくれば分かるよ」

　竹林を抜ぬけると、一いつ軒けんの小屋が建っているのが見えてきた。

　職人たちの姿もなく、枝に積もった雪がサラサラとこぼれている。

「一かず磨ま、いるかい？」

　瑞貴が呼びかけると、木戸が少しだけ開く。

　中から顔だけをのぞかせたのは、色黒で、頭に手て拭ぬぐいを巻いた青年だ。

　瑞貴と歳としも背恰好も同じくらいだろう。男らしい顔立ちだが、機き嫌げんが悪いのか、むっつりと黙だまっている。瑞貴を見てから、胡う乱ろんげに緋央と高月に視線を向けた。

「ここに女を連れてくるな」

　青年はいっそう不快そうな顔になって吐はき捨て、戸を閉めようとする。

　だが、瑞貴が足を無理やり戸の隙すき間まにねじ込んだので、完全には閉まり切らなかった。

「そう言うなよ。君を水城国一の鍛か冶じ師しと見込んで話が……」

「余よ所そへ行け」

「草くさ薙なぎの剣つるぎ、見たくないのかい!?」

　瑞貴が戸を両手で押さえながら言うと、青年が戸を閉めようとする手をわずかに緩ゆるめた。







　中に入ると、むっとするほど暑かった。窯では炎ほのおが燃え、道具が散乱している。

　失敗作なのか、何本もの折れた剣けんが隅すみに無造作に投げ捨てられていた。

「無ぶ愛あい想そうでかわいげの欠片かけらもない男だけどね。こう見えて、水城国一の鍛冶師なんだ。腕はこの私が保証する」

　瑞貴は親しげに、一磨という名の青年の肩かたに腕をかける。

「草薙剣は？」

　一磨は緋央に目もくれず、瑞貴に尋ねた。

「剣のこと以外にまったく興味を示さないその性格は、何とかならないのかい？」

「剣がないんだったら帰れ。仕事の邪じや魔まだ」

　一磨は背を向けて作業の続きに戻もどろうとする。

「草薙剣は、ここです」

　緋央が進み出て、腕に抱えていた木箱を差し出す。

　一磨は緋央を一いち瞥べつしてから、木箱を受け取った。蓆むしろに胡坐あぐらをかき、蓋ふたを開く。

　本当にこの青年に草薙剣を打ち直せるのだろうかと半信半疑で見守っていると、青年は木箱の中に納まっていた草くさ刈かり鎌がまを見ても驚おどろく様子はなく、柄つかを手に取った。

「一磨は口が堅かたい。心配ないよ」

　瑞貴が緋央にニコリと微笑んだ。

「剣は見ての通りだ。直せるか？」

　緋央の傍かたわらに腰こしを下ろした高月が、一磨の様子を観察しながらきく。

　布を解いた一磨は、刃はのヒビを確かめてから目の前で水平に構えた。

　刃やいばは窯で燃える炎を映し、表面が赤く輝かがやいていた。

　緋央は痛みの走った腕を、「っ！」とつかむ。

　一磨は緋央に視線を向けてから、木箱に草刈り鎌を戻した。

「……無理だろうな」

「この剣は大和の和平の要。私はどうしても剣を直さなければならないのです！」

　緋央は青年の前に両りよう膝ひざをついて訴うつたえた。

　剣がこのまま戻らなければ、マガツヒ神の力を抑おさえられなくなる。

「草薙剣は神剣だ」

「何百年も前に、剣は打ち直されたと聞いたことがあります。人にできないことではないのでしょう？」

「草薙剣はオロチ族が打ち鍛えた剣だ。その技わざは今の水城国にはない」

「オロチ族の人たちなら、剣が打ち直せると？」

　緋央は一磨を見つめたまま尋ねる。

「打ち直せたとしても、彼らが剣を渡わたすかどうかは分からないよ」

　そう答えたのは瑞貴だ。

「大和や水城国と敵対しているからですか？」

「天あめの叢むら雲くもの剣つるぎは元々、オロチ族の宝ほう剣けんだ」

　一磨の言葉で緋央は思い出した。

　山中で襲おそってきた男たちが口にしていた言葉。

（あれは草薙剣のことだったのか）

　オロチ族の男たちは、最初から剣を狙ねらい、待ち伏ぶせていたのだろうか。だとすれば、なぜ草薙剣を持った自分たちが水城国に向かうことが分かったのだろう。

「今、連中に接せつ触しよくするのは危険だと、私も思うよ」

「では、打つ手は……ないのですか？」

「水城国の技術は大和一だという自負がある。オロチ族の技術がどれほどのものであろうと、やってできないことはないだろう？」

　腕うでを組みながら、瑞貴が一磨にきいた。

「草薙剣は神剣だと言ったはずだ」

「神の御み霊たまが宿らなければ、剣は神剣にはならないということか」

　それまで黙っていた高月が、眉根を寄せて呟く。

　草薙剣に宿るスサノオ神の力を、もう一度、剣に依よりつかせなければならないということだ。

「高月先生、その方法は？」

　緋央がきくと、高月は小さく首を振ふった。

「秘伝の方法だからな。水城国の文ぶん献けんを調べることができれば、記録が残されているかもしれんが……」

「昔、師し匠しようから聞いたことがないわけじゃない」

　一磨の言葉に、緋央たちは一いつ斉せいに彼の方を見た。

「だったら、その方法を試ためしてみればいいじゃないか！　君だって、草薙剣を打ち直すなんて、鍛冶師としてこれ以上、名めい誉よな仕事はないだろう」

「簡単に言うな」

「それでも、可能性はあるのでしょう。お願いです、その方法を教えてください！」

　緋央は真しん剣けんな瞳ひとみで一磨に頼たのみ込む。

「私からも頼むよ。引き受けた以上、もしできないとなれば、水城国の沽こ巻けんに関かかわる」

　一磨は考え込むように黙っていたが、ふっと息を吐いてから重い口を開いた。

「…………大おお神がみ山やまのどこかに、神の魂たましいが宿った勾まが玉たまがあるという話だ」

「その勾玉があれば、剣を打ち直すことができるのですね？」

　そうきくと、一磨は相変わらず無表情のままコクリと小さく頷うなずく。

「待ってくれ。大神山に、あるのか？」

　瑞貴が片手をあげ、もう片方の手で前まえ髪がみを搔かき上げる。

「だから、簡単なことじゃないと言った」

「あの、どういうことですか？」

　緋央は瑞貴と一磨の顔を交こう互ごに見た。

「大神山といえば、オロチ族の聖山だよ。立ち入れば、首を斬きられて晒さらされる。今までに、うっかり足を踏ふみ入れて生きて帰った者はないんだ」

「他ほかに方法はないのでしょう？」

「無む茶ちやだよ。オロチ族は、理り屈くつの通じるような相手じゃない。残ざん忍にんで、血を好む連中だ」

「それでも、誰だれかが行かなければならないなら私が行きます」

　剣を守るのが自分の役目だ。勾玉が必要だというのなら、たとえ黄よ泉みの国だろうが、根の国、底の国だろうが、行くしかない。

「お前、剣をまともに振れないことを忘れてないだろうな？」

　高月が緋央をじっと見つめる。その声には、怒おこったような響ひびきがあった。

「剣を振れない？」

　瑞貴が驚いたように緋央の顔を見た。

「大したことはありません。ちょっと、腕を痛めただけですから」

　緋央は包帯を巻いた細い手首を片手で握にぎり締しめた。

「しょうがないね。関わりたい連中じゃないけど、これも音葉のためだ。私が行こう」

　瑞貴がため息混じりに言った。

「水城国の王子が、オロチ族の聖域に足を踏み入れるのはまずいだろう。俺が行く」

　高月が言う通り、水城国とオロチ族は一いつ触しよく即そく発はつの状態にある。

　瑞貴が捕とらえられて殺されることになれば、戦いくさになるのは避さけられない。

「たとえ、勾玉を手に入れたとしても、秘伝の方法が分からなければ、剣つるぎを打ち直すことはできないんです。高月先生は残って文献を調べる必要があるでしょう？」

「だからって、お前一人で行かせられるか」

　論外だというように、高月は首を振った。

「当てならあります！」

　片手の拳こぶしを握りながら、緋央は声に力を込める。

　高月も瑞貴も同行は無理だ。女の子の音葉を危険な山に伴ともなうわけにはいかない。

　思い付く人物は、一人しかいなかった。

　頼むなら剣のことを話さなければならないが、この際仕方がない。それに、護衛として伴うならこれほど頼たよりになる人間は他にいない。

　緋央の考えを察したのか、高月は無ぶ精しようヒゲが少し伸のびた顎あごに手をやって思案する。

「高月先生、他の者に任せられるようなことではないでしょう？」

「分かった……行ってこい。そのかわり、使命は必ず果たせよ」

　頭に高月の手が触ふれると、緋央はしっかりと頷いてみせた。







　　　三







　水城国の国境にある大神山は、人の立ち入りを拒こばむような険けん峻しゆんな山だった。

　道らしき道もなく、勾こう配ばいも急な山中を、緋央は息を弾はずませながらのぼっていく。

　折しも雪が降り始め、見る間に辺り一面が白く染まった。

　足元がよく見えず、木の根に引っかかって滑すべりそうになった緋央をつかんだのは、颯人の手だ。雪と土が一いつ緒しよになって落ちていく。

　遥はるか下に見える川の流れは急で、大きな岩が転がり、飛沫しぶきを上げていた。

「大だい丈じよう夫ぶか、ヒヨコさん」

　颯人が緋央を引っ張り上げる。

「は、はい」

　ほっとして吐はき出した息が白く霞かすんだ。毛皮の羽織物も、雪に塗まみれている。

「あの、颯人様……ありがとうございます」

　事情を話すと、颯人は二つ返事で同行を承しよう諾だくしてくれた。

「凪国にかけられた嫌けん疑ぎを晴らすためでもあるからな。だが、ヒヨコさんが……俺を信じて打ち明けてくれたことは、嬉うれしかった」

　言い淀よどみながら、颯人は緋央の手を引いて歩き出す。

　足が雪に埋うもれて緋央がよろけると、振り返った颯人の手が抱だき留とめた。

　思わず衣ころもをつかんだ緋央は、腕うでに痛みを覚えて息を止める。

（っ……こんな時に！）

「どうした？　だいぶ、顔色が悪いが……熱が？」

　額に触れようとした颯人の手を、片手で拒んだ。

「私のことならお気き遣づかいいりませんから。行きましょう……日が暮れる」

　無理に笑えみを浮うかべて立ち上がり、先を急ぐように歩き出す。

　早く勾玉を手に入れて、帰らなければならない。

　腰こしに帯びている草くさ薙なぎの剣つるぎの邪じや気きが、聖山に入ってから余計に強まっている気がした。

　山の中にある何かに反応しているのは確かだ。このまま、もし剣に封ふうじられたマガツヒ神の力が蘇よみがえれば……。

　ゾクッと背中が震ふるえ、腕をつかむ手に力がこもる。

「ヒヨコさん、少し、岩の陰かげで休もう」

　追い付いた颯人が、緋央の肩かたを叩いた。

「あまりグズグズしているとオロチ族の者たちが……」

「焦あせったところで、勾まが玉たまはすぐには見つからないだろう。雪が収まるのを待つ方がいい。遭そう難なんしては、面めん倒どうなことになる」

　颯人に怖こわい顔で言い聞かされ、緋央の瞳ひとみが迷いを浮かべる。

　冷静に考えれば、颯人の判断の方が正しいだろう。

　自分の心臓の音がやけに大きく聞こえ、緋央は膝ひざから崩くずれるようにその場にへたり込んだ。

　心配そうに呼び掛かける颯人の声は、やけに遠くてはっきりと聞こえない。

「この、山には……呼び起こしてはならないものがいるんです……」

　身を屈かがめた颯人の腕にすがりながら、緋央は無意識のうちに口走っていた。

「呼び起こしては、ならない、もの？」

　颯人は緋央を支えながら、眉まゆをひそめた。

　雪混じりの風が吹ふき付けてくる。

　腕に今までにない激痛が走り、緋央は声を上げそうになって唇くちびるを嚙かんだ。

「ヒヨコさん、やはりどこか怪け我がを!?」

　颯人が急いで自分のまとっていた毛皮の羽織物を脱ぬぎ、緋央の身を包んだ。

　岩の陰で少しは雪がしのげるが、寒さは変わらず身が凍こごえる。

「ちょっと、辛しん抱ぼうしてれば平気、ですから」

　掠かすれ気味の声で答えてから、大きく息を吸い、吐き出して、痛みが治まるのを待つ。

　颯人は青ざめた緋央の顔を見つめた後で、その腕をつかんだ。

　振ふり払はらおうとしたが、颯人は手を緩ゆるめようとはしない。

「確かめるだけだ。誓ちかって何もしない」

「かまわないでください。何ともありませんから」

　袖そでを引っ張って手首を隠かくしながら、緋央は身をよじって逃のがれようとした。

　拍ひよう子しに颯人と一緒になって雪の上に倒たおれ込む。

「頼たのむから、大人しく……」

　荒あらい息を吐きながら緋央を見下ろした颯人が、急に我に返って動どう揺ようする。

「すまん、今のは故意ではないのだ！」

「分かっていますから、退どいてください」

　押さえ付けられたまま睨にらむと、颯人は慌あわてて飛び起きて背を向ける。耳や首が真っ赤だ。

「ヒヨコさんは怪我人だというのに、俺としたことがっ！」

　緋央はため息を吐いてから、自己嫌けん悪おに陥おちいってうな垂れている颯人の背中に、毛皮の羽織物を投げ返す。

「私なら、平気ですから。痛みも引きましたし」

　痛みが消えたわけではないが、歩けないほどではない。

「本当に大丈夫か？　もう少し、休んでいった方が……」

　立ち上がった緋央を、颯人が心配そうな目で見上げる。

「そんなことを言っていたら、遭難してしまいます。雪の中で心中するなんて嫌いやでしょう？」

　緋央が雪を払って言うと、颯人は「いや、俺はヒヨコさんと一緒なら」と口ごもる。

「一人でどうぞ。私は急ぎますから！」

　毛皮を引き寄せて吹雪ふぶきの中に出た。これ以上天候が荒あれれば、余計に身動きが取れなくなる。

「待ってくれ、ヒヨコさん！」

　颯人が毛皮を羽織り、後を追ってきた。

「勾玉の在あり処かは分かっていないのだろう？　闇やみ雲くもに歩いても見つからないのではないか？」

　まして、視界が悪く木の影かげ以外何も見えない。

「目印になるような木や岩があるかもしれません」

　巨きよ木ぼくや巨岩には神が宿るとされる。勾玉を隠すか、祀まつるかするならば、そういったものの近くを選ぶはずだ。勾玉の神聖な力を保つことができる上に、邪気を寄せない。

　木の枝をつかみながら、緋央は斜しや面めんを上がろうとした。だが、颯人に腕を引っ張られて後ろに倒れかけた。

　殺気立った人の気配……。

　緋央の背中を、颯人の胸が受け止める。

　緋央は一いつ瞬しゆんにして気を引き締しめ、護身用の腰の剣けんに手をかける。

　暗くら闇やみの先を見み据すえる颯人は、すでに抜ぬき身の剣をかまえていた。

「出てこい、いつまでつけてくるつもりだ!?」

　颯人の怒ど声せいが辺りに響ひびく。

（つけられてた!?）

　普ふ段だんなら気付けたはずだが、周囲に対する感覚がよほど鈍にぶっているらしい。

　明かりが吹雪の中で揺ゆれる。その数が徐じよ々じよに増え、周囲を赤々と照らし出した。

　とりかこむのは、朱しゆ色いろの模様を顔に描えがいたオロチ族の者たちだ。剣と松たい明まつを手に、ジリジリと寄ってくる。

　緋央は引っ張られて、颯人の背中にかばわれる。

（颯人……）

「動くなよ、ヒヨコさん」

　颯人が白はく刃じんを閃ひらめかせ、正面から放たれた数本の矢を薙なぎ払う。その間に距きよ離りを詰めた男たちが飛び上がり、両手で剣を振り上げた。

　相手の動きに反応しようとした颯人の足が雪で滑る。

　体勢を崩した直後、緋央が颯人の背中にトンと手をついて飛び越こえた。

　振り下ろされた剣を、護身用の細身の剣が受け止める。

　目が合った瞬間に鳩みぞ尾おちを膝で蹴けり上げると、男が呻うめいて崩れるように倒れた。

　だが、緋央の瞳にはすでにその姿は映っていなかった。

　松明を手に、冷めた瞳で見つめている少年の姿を捉とらえると、硬こう直ちよくしたように動けなくなる。

「魁…………何で、お前がここに」

　雪と同化したような真っ白な神官の祭服。

　冴さえ冴ざえとした雰ふん囲い気きをまとった端たん整せいな顔立ちの少年が、こちらを無言で凝ぎよう視ししている。

　雪の化け身しんと言われれば信じてしまいそうな、体温を感じさせない表情に、緋央はゾクッとした。

　幼い頃ころから知っているはずの相手だ。

　凪国ではともに海神の化身と戦い、八や咫たの鏡かがみを手に入れた。それなのに、今、目の前にいるのは、その時の魁ではない気がした。

　近づけば斬きると言わんばかりに、静かな殺気をまとって佇たたずんでいる。

　颯人の表情も警けい戒かいするように硬かたい。

　魁は颯人によって凪国の神官に取り立てられた。それなのに許しもなく凪国を離はなれ、よりにもよってオロチ族の者たちと行動を共にしている。聞かなくても、これは明白な裏切りだ。

「何やって……っ！」

「ここは我々の聖域です。今すぐに立ち去りなさい」

　魁が口を開く。

　男たちは魁を守るようにその周りを固め、緋央と颯人に剣を向けていた。

　斎宮に祀られていた草くさ薙なぎの剣つるぎ、凪国近海に沈しずんでいた八咫鏡。魁が動くのは、三種の神器が絡からんだ時だ。

　だとすれば……。

「お前がここにいるのは、八や尺さか瓊にの勾まが玉たまのためか」

　颯人も緋央の言葉に、さすがに驚おどろきをみせた。

　凪国の神官でありながら、魁を動かしているのは別の者の意志だ。

　今にも殴なぐりかかりそうな目で睨む緋央を、魁は平然と見返す。

「緋央、勾玉は渡わたさない。この場で死ぬか、立ち去るか選ぶのですね」

　魁が松明を投げ捨てて、腰こしに帯びていた剣を引き抜く。

（本気で、お前は……）

　草薙剣には大和全体の安あん寧ねいがかかっている。

　斎王の紅奈から剣を受け取った時、自分はすでに選んだのだ。

　何に代えようとも、この大和を守ると。

「ヒヨコさん、ここは俺が」

　颯人が袖をつかむ。それをはね除のけ、緋央は剣をかまえた。

　魁もまた、選んだのだ。

　どれほど願っても、互たがいの道はもう一つにはならない。

　心のどこかで、とっくに分かっていたことなのに。

　雪を蹴って魁の間合いに飛び込み、歯を嚙かみ締めながら刃やいばを振り下ろす。だが、魁の神官の衣ころもをかすめただけだった。

　魁の一いち撃げきを反射的に受け止めると、刃が共鳴したように鳴った。

　自分の剣の刃に手を当てながら、魁がグッと押し込む。

　細い首筋に刃が触ふれると、切れた肌はだから血が流れ落ちていく。

　緋央の衣や足元の雪が赤く染まるのを目にしながらも、魁は眉まゆひとつ動かさない。力を少しでも緩めれば、躊躇ためらわず斬るだろう。

「俺ごときと甘く見ない方がいいですよ」

　緋央と剣を交えたまま、魁が耳元で囁ささやく。

「お前……っ！」

　手首をつかまれた瞬間に、痛みが腕うでを貫つらぬいた。

「まして、こんな腕では」

　喉のどまでせり上がった呻き声を無理やり飲み下したが、膝ひざが震ふるえて立っていられず、ガクッと雪の上に崩くずれた。

「ヒ……」

「来るな！」

　加勢しようとした颯人に向かって怒ど鳴なる。

　自分で決着をつけなければならないのだ。自分のこの手で……。

　剣を引いた魁は、包帯が巻かれた緋央の片腕をつかんだまま見下ろしている。

「そういや、剣けん術じゆつの稽けい古こにお前を付き合わせていたんだっけな」

　雨や雪の日以外は、ほとんど毎日のように近くの社やしろで稽古をしていた。

　父がつけた師し範はんなど相手にもならず、面おも白しろくなかったからだ。

「おかげで、人並みには使えますよ」

　どこが人並みだと微かすかに笑ったが、痛みのせいで顔が強こわ張ばる。

　押さえた腕が、焼けるように疼うずいた。

「ふさわしくない者が手にするから、剣に祟たたられるんです」

　なぜ、剣のことを……腕のことを気づかれたのか。

　それとも、魁には最初からこうなることが分かっていたのだろうか。

　幼おさな馴な染じみの、感情の見えない瞳ひとみに自分が映る。

　魁が剣をかざすのを見ながらも体が動かず、覚かく悟ごしたように目を伏ふせる。

　振ふり下ろされる剣の風を感じた直後、キンッと鋭するどい音が鳴り、気付いた時には体が宙に浮ういていた。

「何をぼんやりしている。死ぬ気か!?」

　緋央を抱かかえた颯人が、踵きびすを返して走り出す。

　剣を下げた魁の姿が吹雪ふぶきの中、小さくなっていくのが見える。

　名を呼ぼうとした自分の唇くちびるを、緋央は強く嚙み締める。







　重なりあった枝が、寒さに震えるように雪を落とす。

　その間を縫ぬうように走る颯人の息が荒あらい。流れた汗が、抱えられた緋央の上に落ちてきた。

　オロチ族の男たちは、統とう率そつされた動きで執しつ拗ように追いかけてくる。しかも、巧こう妙みように逃にげ場をふさがれ、崖がけの方へと誘ゆう導どうされている気がした。水音が次し第だいに近くなっている。

　両手がふさがっている状態では、颯人も反はん撃げきのしようがない。
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「颯人様、下ろしてください。もう、大だい丈じよう夫ぶですから！」

「心配するな。無事に連れて帰る。勾まが玉たまも一いつ緒しよにな」

　木の幹の陰かげにまわり込んで矢を避よけると、颯人は幹に背を押し付けながら息を整える。その顔には、さすがに疲ひ労ろうの色が浮かんでいる。

　颯人に同行を頼たのんだのはこの自分だ。

　役に立たない腕をつかんで、緋央は歯を嚙み締めた。

　剣けんさえ振るえれば……。

「いい加減に、観念して出てくるんですね。逃げ場はありませんよ」

　腹立たしいほど落ち着き払はらった魁の声が響ひびく。

「つくづく、敵になると厄やつ介かいな男だな」

　様子をうかがいながら、颯人が忌いま々いましそうに呟つぶやく。

（同感だよ）

　緋央は身をよじって颯人の腕から下りた。

「ヒヨコさん、危ないから俺に……」

「私を抱えたまま、逃げ切れるような相手ではないでしょう」

　緋央は懐ふところから取り出した襷たすきで、剣を握にぎった手をしっかりと縛しばり上げた。これで、手に力が入らず取り落とすことはないだろう。

「……俺から絶対に離れないでくれ」

　頷うなずくと、颯人は緋央の手を引いて駆け出した。

　大岩が見えてくると、合図を送るように二人は視線を交かわした。

　同時に岩いわ陰かげに飛び込んだ直後、足あし下もとから地面が消え、雪とともに体が落ちる。

　二人の叫さけぶ声が穴の中に響き、小さくなっていった。
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　殿でんには、水城国の王子や重臣たちが集められていた。

　火ひ鉢ばちの中で炭が静かに燃える。

　正面の高座には簾すだれがかかり、奥には王があぐらをかいている。

　末席に正座した瑞貴は、議論を聞きながら静かに唇を嚙んだ。

「姫ひめ一人差し出して、大人しくなるものならば、それに越こしたことはありますまい」

　扇おうぎを広げた背の高い細身の青年が、少し甲かん高だかい声で言った。水城国の王子の一人だ。

「兄上の言う通りだ。あれは斎王代を廃はいされて戻もどってきた水城国の面つら汚よごしだ。むしろ、要求してきたのが、他ほかの姫でなかったことが幸いだろう」

　大おお柄がらで顎あご鬚ひげを生やした別の王子が、大きな声を上げる。

「今となっては、使い道もない。それで水城国の安寧が保たれるのですから、安いものではありませんか。無む駄だに兵を出すこともない。戦いくさなど……野や蛮ばんな者がやること」

　扇を広げた王子は、露ろ骨こつに顔をしかめてみせる。

　瑞貴は目を伏せ、膝の上で拳こぶしを握る。

　お膳ぜんにおかれた杯さかずきの透とう明めいな酒に、険しい自分の顔が映っていた。

「もともと、あれの母は……なのですから、水城国に住まうよりは、あちらの方が馴な染じむのかもしれませぬ」

（勝手なっ！）

「お待ち下さい！」

　瑞貴の声が殿に響くと、視線が一いつ斉せいに向けられた。

「音葉は我々と同じく水城国の王の血を引く姫！　それを、オロチ族にやるなど、正気とは思えません！」

「黙だまりなさい、瑞貴。あれも王族であるならば、国のために喜んでその身を捧ささげるのは当然のこと。お前はこのままオロチ族に、我が国を好き放題荒あらされてもかまわないと？」

「しかし、音葉にはあまりにも酷こくです。どうか、お考え直しを！」

　瑞貴は前に進み出て、床ゆかにつくほど頭を深く下げた。

「お前は工こう房ぼうの管理だけしていればよいこと。余計な口を挟はさむでない」

　唇が切れ、血がポタリと落ちる。拳を強く床に押し付けたまま、瑞貴は頭を上げなかった。

「父上、情けがおありならば、音葉をお助けください！」

「では、オロチ族は何とする。瑞貴よ」

　簾の向こうで、王が重い口を開く。

「この私に、兵を」

　場がざわつき、扇を広げた一人の王子が笑い出した。

「銀細工をこしらえることしかできぬお前が、兵を率いて何ができる」

「必ずやオロチ族を退け、二度と我が国を侵おかすことなきよう、思い知らせてやります。ですから、どうか父上。この私に兵をお与あたえください!!」

　声を張り上げると、殿に沈ちん黙もくが落ちた。







　退出した瑞貴は、その足で井い戸どに向かった。水をくみ上げて顔を洗うと、凍こおるような冷たさだった。

（どいつもこいつも都合のよいことばかり……反へ吐どが出る！）

　なぎ払った桶おけが地面に転がり、水が広がった。

「兄さん？」

　遠えん慮りよがちに呼びかけられて、瑞貴はギクッとした。

　ゆっくりと振り返ると、離はなれたところに音葉が佇たたずんでいた。

　不安そうな表情で、胸に拳を押し当てている。

　瑞貴は前まえ髪がみを払って、いつもの軽い笑いを浮かべた。

「いやあ、水も滴したたるいい男って、まさしく私のことだと思わないか？　音葉」

「兄さんったら。ごまかさなくてもいいわ」

　音葉が歩み寄ってきて、水の垂れる瑞貴の頰ほおを袖そでで拭ぬぐった。

「私なら平気よ」

「かわいい私の音葉を、どこにもやるもんか。お前は心配することなんてないよ」

「でも、私が行かなければ」

「私はそんなに、頼たよりにならないかい？」

　そうきくと、音葉が小さく首を振ふる。

「忘れてはいけないよ。私はお前の願いのために、どんなことでもする」

　瑞貴は音葉の頭を引き寄せて、自分の胸に抱だいた。







　高月は足あし踏ぶみする馬の首を叩たたき、落ち着かせる。

　荷をのせて、鐙あぶみに足をかけようとした時、「高月様！」と呼ぶ声がした。

　振り返ると、旅装姿の常磐が馬を引きながらやってくる。

「緋央様を迎むかえに行かれるのでしょう。黙っていらっしゃるなど、水くさいではありませんか」

　穏おだやかに微笑ほほえまれて、高月は頭を搔かきながら笑った。

「いや、抜ぬけ駆がけするつもりではなかったのだが、常磐殿どのには敵かないませんな」

「いてもたってもいられぬのは同じです。颯人様をお守りするのは、この私の役目。どうか、同行をお許し願いたい」

　常磐は笑えみをしまい、真しん剣けんな顔になって頭を下げた。

「お互たがいに……」

　ため息をもらすと、常磐が顔を上げ、クスッと笑った。

「そうですね」
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「……ヒヨコさん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　颯人が身を起こしながらきく。間ま抜ぬけにも、一いつ緒しよに穴に落ちたらしい。

　緋央は返事のかわりに呻うめき声を短くもらし、冷たい岩がん盤ばんの感かん触しよくを手でさぐる。

　暗くて何も見えない。ぬめりとした細長い紐ひものようなものをつかんだ緋央は、よくよく目を凝こらしてみる。

　威い嚇かくするように口を開いたそれを、「うわあっ！」と声を上げて放り投げた。飛び上がり、足首に絡からみ付く数匹ひきを蹴け散ちらす。

「蛇へび!?」

　緋央が声を上げると、興奮したように蛇が一斉に鎌かま首くびをもたげた。

「颯人様！」

　腕うでを叩いて呼んだが反応がない。見れば、白目を剝むいてガクッと首を傾かたむけている。

「何、気絶してんだよ、お前は！」

　思わず素すに戻って揺ゆさぶると、颯人がはっと意識を取り戻した。その途と端たんに、緋央を腕に抱かかえ上げる。

「ヒヨコさん、お、お、落ち着け、だ、大丈夫だ、へ、へ、へ、へ、蛇ごとき、ど、ど、ど、ど、ど、どうということはない。地上を移動するウナギだと思えばこんなもの！」

　足も歯も、ガチガチと震ふるえているのが伝わってくる。下を見れば、数匹の蛇が颯人の足を這はい上がろうとしていた。

「蛇の巣穴か」

　緋央は雪の舞まい落ちてくる穴の口を見上げる。

　暗いために、どれくらいの高さがあるのか分からない。落ちた感触からして、簡単に這い上がれるような高さではないだろう。

　壁かべにはりついた蛇が、しきりに威嚇していた。

「颯人様、あそこ」

　緋央は岩があるのを見つけて、颯人を促うながす。二人が腰こしかけられるほどの大きさだ。

　よじ上って岩の上にいた蛇を蹴けり落とし、座る場所を確保する。

「すまん。あなたに情けないところを、見せてしまったな」

　颯人は膝ひざを抱えて座ると、恥はずかしそうにうつむいた。

　いつも尊大で、自信満々な颯人にも苦手なものがあるらしい。意外には思ったが、笑う気にはなれなかった。

「颯人様に頼るしかない私の方が、よっぽど情けないですから」

　隣となりに座り、自分の膝を引き寄せる。颯人の視線を感じたが、振り向くのはやめた。

　情けない顔をしているのはお互い様だ。

「俺は、嬉うれしいが」

　颯人はぼそっと呟つぶやいて、赤面した顔をそむけた。




　コノ男ハ、大和ヲ手ニ入レルノニ、邪ジヤ魔マニナル……。




　頭の奥で、乾かわいた声が聞こえる。

　緋央の目が黒く濁にごり、手が草くさ刈かり鎌がまの柄つかを静かに握にぎり直した。

（違ちがう、やめろ）

「ヒヨコさ…………んっ!?」

　振り向いた颯人を緋央が強い力で押し倒たおし、草刈り鎌を振り下ろす。

　刃やいばの先から、赤い血が広がっていく。

　緋央の肩かたにかかっていた長い付け毛が滑すべり落ち、息を詰つめている颯人の頰に触ふれた。

「蛇が」

　長い沈黙の後で緋央が口を開くと、颯人は顔を少し動かした。

　斑まだら模様のマムシが、胴どう体たいを断たち切られて息絶えている。

「あ、ああ、すまん。助かった……のだが、この体勢はいかんとも、しがたいな」

　覆おおい被かぶさっていた緋央が、戸と惑まどう颯人の胸にもたれかかる。

　颯人は動どう揺ようして、真っ赤な顔で辺りを見回した。

「ヒヨコさん！　い、い、いくら二人きりだといっても大だい胆たん過ぎるんじゃ……こ、こ、こんな、大勢のへ、へ、へ、蛇が見ている前で!!」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる颯人の衣ころもを、緋央は強くつかんだ。

　手にした草刈り鎌が小刻みに震える。

　腕が焼けるように熱い。




　オマエハ、国ニ災サイ厄ヤクヲモタラス者。

　大和ニ戦乱ヲ引キ起コスノハ、オマエダ。

　ソノ男ヲ、殺セ……。




（こんなところで……のっとられて、たまるかっ！）

　歯を食いしばり、草刈り鎌を握り締しめた手を岩いわ肌はだに叩き付けた。

　颯人が異変に気付いて、必死に呼びかけてくる。

　その声は別の声によって打ち消された。




　ナラバ、貴様ガ死ヌガイイ。




　腕から這い上がってきた黒い痣あざが、緋央の細い喉のどを絞しめ上げる。

（息が……）

　あえぎながら、ドクドクと脈打ち、熱を帯びている喉に手をやった。

　颯人が蒼そう白はくになって、肩をつかみながら揺さぶる。

「ヒヨコさん！」

「お、れ……から……は……れろ……颯人！」

　声を絞しぼり出し、颯人の体を押し退のける。

　すでに、『ヒヨコ』のふりを続ける余よ裕ゆうすら、なくなっていた。

　颯人に気付かれてはまずいという事も念頭から消し飛び、自分を抑おさえることに必死だった。

　少しでも気を緩ゆるめれば、黒く禍まが々まがしい呪のろいのような感情に支配され、もう二度と、自分自身を取り戻もどせなくなる。そんな予感が恐きよう怖ふを呼ぶ。

「ヒ……ヨコ……」

「お前をっ！」

　息苦しさに顔を歪ゆがめながら、緋央は自分の襟えりをつかむ。

　そこにある、確かな石の感触にすがるように。

「……暁あかつきなのか？」

　颯人は緋央の氏うじ名なを、呆ぼう然ぜんとしたまま口にした。

　緩んだ腕の間から、緋央の体が滑り落ちそうになる。

　意識を失った緋央の顔を見下ろし、颯人は拳こぶしを握った。

「起きろ、暁」

　呻くような声で呼ぶ。

　緋央の呼吸が細くなっていき、首が傾いた。髪かみの毛が頰ほおにかかる。

「よくも、俺を散々……勝手に人の腕の中で死ぬやつがあるか。どうせなら、俺との勝負を最後まで果たしてから死ね！」

　強く揺さぶるが、緋央の反応はない。その表情を見つめて、颯人は声を詰まらせた。

　信じられないように、恐おそる恐る頰に触れて確かめる。

「…………コ……さん」

　うな垂れ、唇くちびるを嚙かみ締めながら手を放す。

　緋央の襟の中から光がこぼれていることに気付いて顔を上げた。その光は徐じよ々じよに強くなり、二人の顔を照らし出す。







　松たい明まつを手にした男たちが集まっている。

　そばに駆かけ寄ると、魁は身を屈かがめて雪と草をかきわけ、穴の中を松明で照らす。

「縄なわを」

「この深さなら、上がってはこられないでしょう」

　冷れい淡たんに言って、立ち上がる。

　男たちを促してその場を去ろうとしたが、突とつ然ぜん、自分の胸むな元もとから発した光に驚おどろいて足を止めた。

　男たちが何事かと振ふり返る。

　首からさげた勾まが玉たまを咄とつ嗟さに握り締めたが、光が指の間から漏もれ出して広がった。




『だから、もし危機の時には、その勾玉を握って念じろ！　そうすれば、また草くさ薙なぎの剣つるぎがおれに教えてくれるはずだ』




（緋………………央………………）







「どう、なってる」

　颯人は息を吞のみ、岩の上に横たえた緋央を凝ぎよう視しする。

　ゴクンと唾つばを飲み下して、恐る恐る襟に手をかけた。

「御ご免めん！」

　顔を背そむけながら一気に襟を開くと、光が四方八方に拡散する。

　眩まぶしさに目をすがめながら、颯人はチラッと視線を戻した。

「どさくさに紛まぎれて、何やってんだ！」

　身を起こした緋央が、足技を繰くり出す。

「何をする!?」

　一度転がってから起き上がってきた颯人の顔面には、草ぞう履りの痕あとがくっきりとついていた。

「それは、お前の方だ。人が気絶してるからって……それ以上、近付いてくるなよ。おれに指一本でも触れてみろ。その腐くされ頭を、かち割ってやるからな！」

　緋央は颯人に指を突つき付けながら、威い勢せいよく啖たん呵かを切った。

　形なりは『ヒヨコ』のままなのに、声も態度も男に戻っている。しかもはだけた襟からは、詰め物の布にくるまれた──非常食用の握り飯──がこぼれ落ちそうになっている。

　颯人は真っ赤になって、緋央に背を向けた。

「ともかく、その襟の中のものをどうにかしろ！」

　怒おこった口調で言われて、緋央は自分の胸元に視線を向ける。

　首にかけていた勾玉が、淡あわい光を四方八方に広げているのを見て仰ぎよう天てんした。

「何だよ、これ!?」
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「俺はただ、その怪かい異いの原因を追求しようとしただけで、断じて覗のぞこうとしたわけではないからな。誤解するな！」

「魁の勾玉が」

　勾玉を手で包むと、仄ほのかに温かい。

　首を絞め上げていた力は消え、腕うでを苛さいなみ続けていた痛みも薄うすれている。

（これに救われた、のか？）

　勾玉は邪を避さける力があるのだと、魁から聞いた覚えがある。

「ヒヨコさん！」

　颯人が不意に呼んだので、「は、はい!?」と少し声を高くして返事をする。

（今さら、女の振りしても仕方ないだろ！）

　素す性じようは斎王の紅奈のためにも、火高国のためにも隠かくしておかなければならなかったはずなのに、気付けば音葉にも、瑞貴にも、その上颯人にまで知られてしまった。

　緋央は顔をおおって、思わず苦く悩のうの声をもらした。

（叔お母ば上うえ、悪い。戻ったら、おれを打ち首にしてくれ）

「………暁」

「何だよ？」

　顔から手を離はなしてきき返すと、颯人が穴の奥を指差した。

「光だ」

　目をこらせば、確かに穴の奥から光が漏れている。

「出口、か？」

「いや、分からん」

　緋央は颯人と顔を見合わせ、岩の上から飛び下りる。

「おい、待て。一人で行くつもりか!?　毒どく蛇へびもいるんだぞ」

　地面一面に散らばっていた蛇たちは、勾玉の光を嫌きらうようにさっと逃にげて物もの陰かげに隠れてしまった。緋央は岩の上で躊ちゆう躇ちよしている颯人を見上げる。

「びびらなくても、もういない」

「誰だれがびびってっ！」

「おいて行くぞ」

　緋央がさっさと歩き出すと、颯人は転げるように岩の上から下りてきた。

　慎しん重ちように光の方へと足を進めると、出口ではなく穴の突き当たりだ。

「勾玉か？」

　颯人が光を浮うかべるそれを目にして、信じられないというように呟つぶやいた。

　翡ひ翠すいだろうか。両りよう腕うでで抱かかえるほどの大きさがあり、石の台座の上で輝かがやきを放っている。

　それに応じたように、緋央の首から下がる瑪め瑙のうの勾玉の光も強くなった。

「おれたちがさがしてた勾玉、だよな」

「これが八や尺さか瓊にの勾まが玉たまだとすれば、三種の神器が揃そろったというわけか」

　颯人の声は、緊きん張ちようのせいか不自然に硬かたい。

　三種の神器がこの世にすべて現れたのは、先の大戦以来数百年ぶりのことだ。

「これが、戦乱の幕開けにならねばいいが」

　険しい表情で颯人が呟く。

　緋央はその不ふ吉きつな予感に眉まゆをひそめてから、改めて勾玉に視線を戻もどした。

　身を屈め、背中に括くくり付けていた荷を解ほどいて広げる。中に入っていたのは、高月が持たせた切り傷や擦すり傷に効く塗ぬり薬、それに腹痛や毒消しの飲み薬、水の入った竹たけ筒づつなどだ。それを地面にばらまいて、立ち上がった。

「どうする気だ？」

「草薙剣を打ち直すために、持ち帰らなきゃならないんだ」

　魁も勾玉を手に入れようとしている。渡わたすわけにはいかない……。

　手を伸のばそうとすると、颯人に腕をつかまれ止められる。

「不用意に触さわるやつがあるか。祟たたられたらどうする!?」

「ああ、そうか」

　凪国で見つけた八や咫たの鏡かがみは、海神の化け身しんである大ザメが守っていた。

「この勾玉も、大だい蛇じやか何かが守ってるかもしれないよな」

「縁えん起ぎでもないこと、言うな！」

　颯人の顔面が引きつるのを見て、さすがに脅おどかしすぎたと緋央は身をすくめた。

「祟られないように祈いのっておくか」

　緋央は裾すそをさばいてその場に正座し、表情を引き締しめる。

　自然と、背筋が真っ直すぐに伸びた。

　柏かしわ手でを二回打ち、さらに一礼した。

（八や尺さか瓊にの勾まが玉たまを生みし、トヨタマ神よ。どうか、勾玉の力をおれに貸してくれ）

　深く頭こうべを垂れて、祝詞のりとを口にする。

　唱え終わってから頭を上げると、隣となりに正座した颯人と視線がぶつかった。

「何だよ？」

「貴様が間ま違ちがえないよう、見張っていただけだ！」

　なぜか赤い顔をしながら、颯人はあさっての方向を向いた。







　岩の上で、緋央と颯人は背中合わせになりながら、頭上を眺ながめていた。

　穴に落ちてから、どれくらい経たったのか。壁かべをよじ上る試みも失敗に終わった。声を上げて助けを呼ぼうにも、外をうろついているのはオロチ族の男たちだ。

「このまま、骨になるまで出られなかったら……」

　颯人が悲観的な呟きをもらす。

「よせよ。お前と心中なんて、冗じよう談だんじゃないからな」

「俺とて同じだ。よもや、ヒヨコさんの中身がこんなものとは」

「こんなものとか言うな。そもそも、おれが女の恰かつ好こうで斎宮に突っ込まれたのも、お前と騒さわぎを起こしたのが原因だったんだからな」

「そうなのか？」

「そうだよ！」

（それだけ、じゃないけどな）

　颯人は何か、考え込むような顔をしていたが、一言だけ「そうか」と呟いた。

「だけど、だましたのは悪かった」

　緋央は改まったように颯人と向き合う。

「颯人、おれを……殴なぐれよ」

　覚かく悟ごを決めてそう言うと、颯人の眉がピクリと動いた。

「今はこんな状じよう況きようだし。おれは他ほかにお前に謝る方法を知らない」

「そうか、なら遠えん慮りよはいらないな。歯を食いしばれ」

　颯人に言われた通り、緋央はギュッと歯を食いしばって目を瞑つぶった。

　しばらく待っても殴られる気配がないので、片目をうっすらと開く。

　颯人は険しい表情で、拳こぶしを握にぎりしめたまま動かない。

「どう、したんだよ。おれがいいって言っているんだから……」

　颯人は拳を解くと、ふんっと顔をそむけた。

「女の恰好をした女め々めしいやつなど、本気で殴ったところでつまらん」

「それなら、男の恰好になればいいんだろう」

「お前など、今いま更さら殴なぐれるかと言っているんだ！」

　付け毛を取ろうとした腕が、つかまれる。

「おれは、お前を利用したんだ。だけど、草くさ薙なぎの剣つるぎを守れたのも、八咫鏡を手に入れられたのも、お前が力を貸してくれたからだと思ってる」

　都合のいい言葉なのは分かっている。悪気はなかったとは言わない。だが……。

「感謝、してるんだ。これは噓うそじゃない」

　声を小さくして言うと、颯人が緋央から手を放す。

　沈ちん黙もくがやけに長く感じられた。

「緋央というのが、お前の本当の名前か」

「え？　ああ……」

（そういえば、こいつには言ってなかったな）

　男の恰好の時には、颯人はいつも『暁』と氏うじ名なの方を呼んでいた。

「ヒヨコさんなどと、よくもそんな適当な名前を」

　背を向けた颯人の口調には、自じ嘲ちようの響ひびきがあった。しばらくの間、黙だまってうな垂れていたが、急に何かを思い出してバッと頭を上げる。

　様子をうかがっていた緋央の肩かたが、驚おどろいたように小さく跳はねた。

「ということは……俺は貴様と、せ、せ、せっ！」

　颯人は両手を見ながら、ワナワナと身を震ふるわせる。

「馬ば鹿か、違ちがうからな。あの時のあれは、タコだからな！」

「タ……コ？」

　向き直った颯人が、呆ほうけたような顔でききかえす。

「そう！　だから、安心しろ」

　言い終えた瞬しゆん間かん、緋央は降ってきた刃やいばを両手で挟はさむように受け止めた。

「危ないな！」

「俺の純情な心を弄もてあそぶとは、許せん！」

「お前が勝手に襲おそいかかってきたんだろうが！」

　迫せまる刀が額に触ふれそうになる。険悪な雰ふん囲い気きの中、二人の腹が場違いに空腹を訴うつたえた。

　不意に颯人が力を抜ぬき、剣けんを引いて鞘さやに収める。

「貴様と言い合うだけ、労力の無む駄だだ！」

　颯人は背を向けてあぐらをかく。

（そういや、おれ……）

　懐ふところをさぐると、非常食用に詰つめていた握り飯が入っている。

　どうしようかと迷うように颯人の後ろ姿を見てから、緋央は取り出した握り飯の一つを「ほら」と、差し出した。

「それは、貴様が乳のかわりに……」

「言うな！」

　緋央は颯人の手に押し付けて、顔をそむけた。

「文句があるなら、食うなよ」

「文句など言っていないだろう。ありがたく、頂ちよう戴だいする」

　颯人はそう言い、包みの布を解ほどいて笹ささにくるまれた握り飯を手に取った。

　それを見てから、緋央は自分の握り飯の包みを解く。すっかり冷えて硬かたくなっているが、贅ぜい沢たくは言っていられない。無言のまま、握り飯を頰ほお張ばった。

「……このまま助けが来なければ、どうするつもりだ？」

「蛇へびをつかまえて、蒲かば焼やきにするしかないだろ」

　緋央が答えると、颯人が顔を引きつらせる。

「食うつもりか!?」

「飢うえ死にするよりましだろ？　あ、そうだ。蛇をとっつかまえて結べば、縄なわみたいにならないかな？」

「やめろ、気色悪い！」

「お前、本当に蛇が苦手なんだな」

「得意ではないだけだ。言っておくが、このことを口外してみろ。貴様のことも黙ってはいないからな」

「黙ってって、お前、おれのこと……」

「馬鹿にするな。吹ふい聴ちようしてまわったところで、何の自じ慢まんにもならん。貴様との決着は、勝負でつける」

　緋央は颯人を見つめてから、「ああ、そうだな」と口くち許もとに笑えみをこぼした。

　穴の口を見上げると、雪が舞まい落ちてくる。

「なあ、今」

　風の音に耳を澄すませていた緋央が、不意に颯人の袖そでをつかんだ。

「な、何だ？」

「人声がしなかったか？」

「いや、オロチ族の連中ではないのか？」

　颯人も眉まゆをひそめながら、様子をうかがう。

　今度は先ほどよりも、はっきりと聞こえた。

「この声……」

　立ち上がった緋央は、「高月先生！」と穴の口に向かって声を張り上げた。

　何度か呼んでいると、松たい明まつの明かりが、穴の中を照らし出した。

　雪の塊かたまりが落ちてきて高月が顔を覗のぞかせる。

「緋央、無事か!?」

「颯人様！」

　高月と一いつ緒しよに、常磐も顔を見せた。

「待ってろ、今、縄を下ろす」

　高月が一度頭を引っ込め、しばらくしてから戻ってくる。縄が投げ下ろされた。

　上までよじのぼると、高月の手を借りて地面に這はい上がり、雪の上に転がる。

「先生、どうしてここに。オロチ族の連中は？」

「見張りのやつが数人いたが、他の連中は見なかったな。引き揚げたんだろう」

　穴に落ちて死んだと思ったのだろうか。魁の姿が頭を過よぎり、緋央は我知らず唇くちびるを嚙かんだ。

　遅おくれて颯人がのぼってくると、常磐が地面に手をついた。

「颯人様、よくご無事で！」

「これしきのことで泣くな。大げさなやつめ！」

　ふんっと顎あごをしゃくる颯人に、常磐は安あん堵どしたように笑みをみせる。

「聖山というわりには、薄うす気き味み悪い山だな」

　高月が山の頂の方を眺ながめながら、不ふ穏おんな気配を感じてか眉み間けんに皺しわを寄せた。

「勾まが玉たまは……」

「手に入れた。これで剣を打ち直せる」

　長く留とどまっていると、いつオロチ族の男たちが戻ってくるか知れない。

「そうか。よくやった」

　高月の手が緋央の頭をクイッと引き寄せる。その手が離はなれると、緋央は顔に当たる雪を拭ぬぐってから振ふり返った。

　雪と闇やみに閉とざされた林の向こうに人ひと気けはない。

（魁……）

　迷いを断たち切るように、緋央は固く瞼まぶたを閉じた。
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　山やま間あいに作られた集落は、物見櫓やぐらが立ち、柵さくが設けられて厳重な警けい戒かいがなされている。

　オロチ族の男たちとともに戻って来た魁を見て、武装した男が門を開いた。

　集落の中に入ると、女たちが怯おびえたように離れていく。

　魁は違い和わ感かんを覚え、眉をひそめた。やけに静かで、張り詰めた空気が漂ただよっている。

「勾玉は、手に入ったか？」

　肩かたに真っ白な毛皮をはおった朔夜が歩いてくるのを見て表情を消し、深く頭こうべを垂れる。

「申し訳ありません。邪じや魔まが入り……」

　言い終える前に武装した男に両りよう腕うでをつかまれ、その場に跪ひざまずかされた。

「上かみ守もり」

　歩み寄った朔夜の白銀の衣ころもを見つめたまま、魁は返事をしなかった。

　顎がつかまれ、無む理りやりに上を向かされる。

　決して逆らうことを許さない、冷れい酷こくな瞳ひとみがそこにあった。

　肩まで伸のびた黒くろ髪かみには、雪がまとわりついている。

「驕おごるなよ。貴様ごときの考え、私に読めないとでも思っているのか？」

「私ごときの考えなど、とるに足らぬもの。ただ、朔夜様のご意志に従うのみ……」

　朔夜は顔を歪ゆがめ、魁の頰ほおを容よう赦しやなく平手打ちした。

　片手を雪の上につき、傾かたむいた体を支える。

「貴様がいつ私の意志に従った？　八や尺さか瓊にの勾まが玉たまを緋央に手に入れさせるために、誘ゆう導どうしたんだろう。八や咫たの鏡かがみも、そして草くさ薙なぎの剣つるぎも……三種の神器をそろえて、どうするつもりだ？　まさか、あの疫やく病びよう神がみを大和の王にするなどと、本当に考えているんじゃないだろうな？」

　身を屈かがめた朔夜が、魁の顔をつかんで問い詰つめる。

　朔夜を見返した魁は、血のにじんだ唇の端はしを微かすかに上げた。

「…………だとしたら？」

　急に声を立てて笑い出した朔夜に、まわりの男たちが戸と惑まどうように視線を交かわす。

「死なない程度に、生かしておけ……」

　朔夜が笑みを消し、吐はき捨てるように言い残して立ち去ると、男たちが魁の襟えりをつかんで引っ張り上げた。
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　都の須賀に戻ると、颯人は常磐と話があるというので、寝しん所じよの方へと戻っていった。

　緋央は瑞貴と高月とともに、一磨のいる工こう房ぼうへと足を向ける。

　工房の奥の板間に上がり、全員が腰こしを下ろすのを待って、緋央は荷を解いた。一磨と瑞貴の前では素すに戻るわけにはいかないので、巫み女こ見習いの装いだ。

　翡ひ翠すいの勾玉が放っていた光も収まり、今は艶つややかな光こう沢たくを浮うかべるだけだ。

「これほど大きな翡翠の石は、そうあるものじゃない。それに、加工も見事なものだね」

　感かん嘆たんしたように、瑞貴が石の表面に触ふれる。

「これは、三種の神器の一つ、八尺瓊勾玉なのではないでしょうか？」

「八尺瓊勾玉!?　いや、だが……」

　高月が思わず驚おどろきの声を上げてから、なぜか釈しやく然ぜんとしない表情で黙だまる。

「たしかに、これほど見事な勾玉はそうないだろう。オロチ族の手にあったとはね」

「オロチ族が伝える、鍛たん鉄てつの技法は分かったのですか？」

　高月と瑞貴が文ぶん献けんを調べていたはずだ。

「断だん片ぺん的にだがな。肝かん心じんなことは口伝になっているらしい」

　高月が袖そでに手を入れながら答える。

「大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「草薙剣は我が国の威い信しんにかけて、直してみせるさ。そうだろう？　一磨」

　緋央の肩に手をかけ、瑞貴は横目で一磨を見る。

　無表情で黙っていた一磨は、緋央と目が合うと頷いた。

「肝心なのは、この勾玉だ」

「大和のためと思い、どうかお願いいたします」

　緋央は腰に帯びていた草薙剣を前におくと、床ゆかに手をついて深く頭を下げる。

「打ち直している間は、絶対に覗のぞくな」

　一磨が勾玉を抱かかえて立ち上がったので、緋央は顔を上げる。

　板間を下りると、一磨はさっそく剣つるぎを打ち直すための準備を始めた。後はここにいても、邪魔になるだけで役に立たない。瑞貴に促され、緋央と高月は工房を後にする。

「機き嫌げんを損そこねた、かな？」

　緋央が気にして尋たずねると、瑞貴が笑い出した。

「一磨の無ぶ愛あい想そうは、生まれついてのものさ。作業中、一いつ切さい誰だれにも立ち入らせないのは、昔からの流りゆう儀ぎなんだよ。私だって、あいつが剣を打つところを見たことがないんだ」

（見るなと言われると、気になるよな）

　歩きながら、顎あごに手をやって考えていた緋央は、瑞貴の視線に気付いて顔を上げた。

「大人しく、出来上がるのを待っているんだね」

　どうやら、考えていたことを見み透すかされていたらしい。

「どのくらい、かかるんだよ？」

「普ふ通つうの剣なら十日もかからないとは思うけど、神剣だからね」

　ゆっくりと雪の落ちてくる空を見上げて、瑞貴は真顔に戻った。

　高月は何か思うところがあるのか、無言のまま緋央と瑞貴の後ろを歩いている。

「あの勾玉、どうするんだ？」

「多分、砕くだくんだろうね」

　緋央は驚いて、自分より背の高い瑞貴を見上げた。

「砕く!?　八尺瓊勾玉だぞ」

「そうしなければ草薙剣は打ち直せないんだ。三種の神器といっても、永久不ふ滅めつのものじゃない。草薙剣も、勾玉も、今までに何度も作り直されてきたはずだよ。そのために、技術を伝える一族というのがいるんだ」

「そう、いうものなのか」

「そういうものだろうね」

　瑞貴がクスッと笑う。

「そういや、音葉はどうしたんだ？」

　戻もどって来てから、一度も姿を見ていない。瑞貴の表情が険しくなるのを見て、緋央は嫌いやな予感を覚えた。

「何か、あったのか？」

「音葉なら、禊みそぎの最中じゃないかな」

「禊？　何で？」

「野や暮ぼだねえ。温泉だよ、温泉。水城国には美容に効く温泉があちこちに湧わいているんだ。だから、この国には美人が多いのさ！」

　いつもの軽い口調に戻って、緋央の肩をポンと叩たたく。

「言っておくけど、覗いたら股また裂さきの刑けいにするよ」

「誰が覗くか！」

　瑞貴の手を振ふり払はらって、足を速めた。







　夕ゆう餉げの後、緋央は高月とともに寝所へと戻った。

　寝ね床どこを敷しき終えると、緋央はやはり言うべきだと意を決し、高月の側に寄る。

「高月先生……」

　緊きん張ちようしたように呼び掛けると、火ひ鉢ばちの炭をつついていた高月の方が先に口を開いた。

「あの勾まが玉たまの事だがな。なんで、八尺瓊勾玉だと思ったんだ？」

「魁もあの勾玉をさがしてたんだ。だから三種の神器じゃないかって……」

「上守と会ったのか？」

　炭が静かに燃えるのを見つめていた高月が、視線を上げる。

　聖山であったことを話すと、高月は釈然としないように眉まゆをひそめた。

「上守が、八尺瓊勾玉だと言ったのか？」

　魁との会話を思い出しながら、緋央は首を少し捻ひねった。

「はっきりとは言ってなかったかも。だけど、あいつは違ちがうとも言わなかったんだ」

　三種の神器でなかったのなら、魁がわざわざオロチ族と結けつ託たくして、勾玉をさがす必要はないはずだ。それとも、草薙剣を打ち直させないために、ただ邪じや魔まをしようとしていただけなのだろうか？

「あの勾玉、八尺瓊勾玉じゃないのか？」

「八尺瓊勾玉も、行方ゆくえが知れなくなって久しいからな。翡翠というのが気になっただけだ」

　難しい表情のまま、高月は火ひ箸ばしを握にぎっている。

「八や尺さか瓊にの勾まが玉たまじゃなかったら、草くさ薙なぎの剣つるぎは打ち直せないのか？」

「剣を打ち直すために必要なのは、お前が持ち帰ったあの勾玉だ。俺が言いたいのは、それが八尺瓊勾玉ではないということだ」

「それなら、何で魁は……」

「オロチ族が、音葉様の身み柄がらを要求しているそうだ」

　高月の言葉に驚いて、緋央は顔を上げた。

「水城国のやつらは、音葉を引き渡わたすつもりじゃないだろ？」

「だとしても、口は挟はさめん」

「そんなこと、させられるかよ！　瑞貴だって……」

　思わず腰を浮かせたが、高月に袖を引っぱられ円えん座ざに戻された。

「落ち着け。まだ、はっきりとした事は分からん」

「オロチ族は、音葉を手に入れてどうするつもりなんだ？」

　以前のように、音葉を依より代として、草薙剣の封ふう印いんを解かせるつもりなのだろうか。

　音葉はもう斎王代ではない。それに、一度失敗している。

「水城国が戦いくさを起こすのを待っているのかもしれんな」

「そんなことになれば、オロチ族だって被ひ害がいを受けるんじゃないのか？」

「やつらは本気で水城国とやり合うつもりはないだろう」

「凪国と水城国を戦い合わせるのが、目的ってことか」

　オロチ族と凪国が結託しているという噂うわさを、水城国の王や重臣たちは信じている。だが、本当に結託しているのは、凪国ではない。

　その者の狙ねらいは、水城国と凪国を互たがいに潰つぶし合わせ、大和全体を戦乱に巻き込むこと。

　音葉をそのために利用しようとしている。

（誰が、あいつの思い通りになんてさせるか）

　音葉は御み劔つるぎ神しん事じの時に草薙剣を盗ぬすみ出すため利用され、傷つき、自分を責めているのだ。

　緋央はうつむいて、緋ひ袴ばかまを握った。

「緋央、早まったことをするなよ。下手へたに動けば、斎宮も巻き込まれる」

「分かってる！」

　大和の安あん寧ねいのためにも、草薙剣を直さなければならない。それが、自分に与あたえられた役目だ。

　だが、音葉のことも、魁のことも、どうにもならなくて、もどかしさに苛いら立だちが募つのる。

　立ち上がり、寝しん所じよを出て行こうとすると、高月が「どこに行くんだ？」と呼び止めた。

「剣けんの稽けい古こしてくる。頭、冷やしたいんだよ」

　振り向かず、木戸を開いて外に出る。高月もそれ以上は引き止めなかった。
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　草薙剣を打ち直すために、一磨が工こう房ぼうにこもってから七日ほどが過ぎた。

　オロチ族との間に緊張が高まっているせいで、宮きゆう殿でんの中は物々しい雰ふん囲い気きに包まれている。瑞貴も、王や他の王子たちと連日のように話し合いの場に駆かり出されていて、このところ顔を合わせていない。

　緋央は一人、巫み女こ見習いの姿で工房へと足を運んだ。

　料理や酒の入ったお櫃ひつを手に工房の前まで来ると、金かな槌づちで打ち鍛きたえる音が聞こえる。

「絶対に、覗のぞくなって言われたしな」

　緋央は木戸の前で迷っていたが、思い直したように、お櫃だけを残して踵きびすを返した。

（やっぱり、邪魔するわけにはいかないよな）

　引き返そうとした時、後ろから伸のびた手が緋央の口を押さえる。反射的に肘ひじを引き、相手の腹部を強打した。

「ま、待てっ！」

　腹部を押さえながら、颯人が苦く悶もんの表情で片手を上げる。先ほどの一いち撃げきが、思いのほか効いたらしい。

「何やってんだよ、お前！」

　声を抑おさえながらきくと、腕うでをつかまれて繁しげみの中に引っぱり込まれた。

「おい、どういうつもりだ!?」

　身を屈かがめてきくと、颯人が「静かにしろ！」と頭を押さえ付ける。

「まさか、剣をぶん捕どろうとしてたんじゃ」

「俺はそんなせこい手は使わん。様子をさぐっていただけだ」

「だったら、コソコソ隠れなくたっていいだろ？」

「ここで剣を打ち直していることを知っているのは、水城国の中では成なる瀬せと、元斎王代の妹、それに中で剣を打ち直している男だけだ。もし水城国の王や、他の王子たちの耳に入れば面めん倒どうな事になる」

　颯人は周囲を気にして、一段と声を小さくした。

「瑞貴や音葉が、誰だれかにもらすはずない」

「欲よくにとりつかれれば、人は分からん。まして、水城国の今の状じよう況きようならば余計にな」

「……一番怪あやしいのは、お前だと思うけどな」

「俺はそこまで、無分別ではない！」

　颯人の声が大きくなったので、緋央は「シッ！」と唇くちびるに指を当てた。

「一磨に聞こえるだろ。打ち直す間は近付かないように言われてるんだからな」

「貴様がっ！　まあ、いい。それより、怪しくはないか？」

「何が？」

「あの鍛か冶じ師しの男、どれほど当てになるのか」

「水城国一番の鍛冶師だって、瑞貴は言ってただろ」

「それが本当だとは限らん。成瀬が気付かないだけで、他の王子に通じている可能性もある。やろうと思えば、今のうちに偽にせの剣とすり替かえることもできる」

「まさか」

　一磨という青年は、たしかに無ぶ愛あい想そうではあるが、腹黒そうには見えなかった。とはいえ、人は見かけだけでは分からないのも確かだ。

「疚やましいことがなければ、別に覗かれたとしてもかまわんだろう。人に見られたくはない、何かの理由が絶対にあるはずだ」

　颯人の声には確信がこもっている。

「気が散るって理由かもしれないだろ。神剣を打ち直すなんて、相当大変だろうし」

「ならば、確かめるまでのこと」

　颯人は身を屈めたまま、繁みから這はい出た。

「待てよ、颯人。やめろって！」

　小声で引き止めたが、颯人は工房の建物の方へと近付いていく。

　緋央は「人の話、聞けよ」と、ため息を吐ついて繁みから出た。

　二人は建物の横手にまわり、音を立てないようにしゃがみ込む。

「本気か？」

「ああ、当然だ。嫌いやなら、先に戻もどっていろ」

　そう言われて、はいそうですかと戻れるわけがない。剣のことは気にかかっているのだ。

　颯人は音を立てないように気を遣いながら窓を開く。

　横から覗こうとすると、颯人がすぐ側にある緋央の顔を見て動どう揺ようしたように身を離はなした。

　中身は男でも、姿恰かつ好こうはどこからどう見ても『ヒヨコさん』だ。

「あまり、寄るな！」

「見えないんだから、仕方ないだろ」

　二人は顔を寄せ合ったまま、工房の中に目を向ける。

　そしてどちらとも、凍こおり付いた。

　赤々と火の燃える炉ろの前に片かた膝ひざをついた一磨が、一心不乱に金槌を振ふるっている。

　額に手て拭ぬぐいを巻いている以外は、一糸まとわぬ姿で、色黒の逞たくましい背中を汗あせが水を浴びたように流れている。

　緋央と颯人は無言のまま、そっと窓を閉とざしてその場を離れた。

（確かに、あれじゃあ、人に姿を見せられないよな……）

　颯人が危き惧ぐしたようなことはなかったものの、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「緋央！」

　呼ばれて顔を上げると、音葉が笑え顔がおで手を振っている。

　立ち止まると、颯人もつられて足を止めた。

　禊みそぎに入って以来、顔を見なかったが、音葉の表情はいつも通り明るかった。

「一磨さんの所？」

　歩み寄ってきた音葉に、緋央は「ええ」と女のふりに戻って笑みを返す。

　そんな緋央を、颯人が珍めずらしいものでも見るような目で、じっと見つめた。

「本当にヒヨコさん…………」

　緋央の鉄てつ拳けんをくらった颯人が、うっと呻うめいて後ろによろける。何をすると睨にらまれたが、敢あえて無視をした。

「差し入れをしようと思って」

「中には入れなかったでしょう？　渡わたせた？」

「声をかけるのもお邪じや魔まになると思って、戸口に」

　緋央は肩かたをすくめ、音葉と並んで歩き出す。一歩遅おくれて、颯人がついてくる。

「作業の時は、食べることなんてまったく念頭にない人だから」

　苦く笑しようする音葉の横顔を見て、緋央は「あの、音葉」と遠えん慮りよがちに呼びかけた。

「何？」

「オロチ族のところに行こうなんて、考えてないでしょう？」

　思い切って尋たずねると、音葉の顔から笑みが消える。

　やはり、平気ではないのだ。それを表に出さないだけで……。

「でも、私が行かなければ、瑞貴兄さんが戦いくさに赴かなければならなくなるもの」

　音葉が冷えた自分の両手に息を吹きかけると、白くなって広がった。

「音葉が犠ぎ牲せいになることなんて、瑞貴……様は望んでいないのでは？」

「緋央。私ね、オロチ族の血を引いているの。聞いてるでしょう？」

「それは……でも、そんなこと」

「ええ、関係ないって兄さんも言ってくれる。でもね、父様や他ほかの兄様たちはそうは思っていないわ。こんな私が水城国のために役に立てるなら、私は喜んでどこへでも行くわ」

　空に向けた音葉の瞳ひとみは、穏おだやかに澄すんでいた。

　夢をあきらめ、斎王代を辞して国に戻らなければならなかったのに、今度は国の都合でオロチ族の元に行くなど、あまりにも音葉が不ふ憫びんだ。

「そんな顔しないで。私は大だい丈じよう夫ぶだから」

　眉まゆを寄せた緋央の頰ほおに触ふれ、音葉は健けな気げにも微笑ほほえんでみせた。

　オロチ族の元へなど行けば、どんな目に遭あわされるかも分からない。

　もとより、命はないものと覚かく悟ごを決めているだろう。

「音葉は守る。戦にもさせない」

　緋央が自分に誓ちかうように、声に力を込めた。

「私のことはいいの。でも、この国を守って」

　音葉はそう言い、緋央の頰から手を離した。

　笑みを残し、身をひるがえして立ち去る音葉を、緋央と颯人が見送る。

（ああ、約束する）

　緋央は密ひそかに手を握にぎり締しめた。
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　闇やみの中で息を潜ひそめたそれの、赤い双そう眸ぼうが静かに睨み付けている。

　緋央は本能的な恐きよう怖ふに駆かられて、身をひるがえそうとした。

　だが、足が動かない。見れば、地中から這い出した黒い影かげが絡からみ付いていた。

　必死に振り払はらおうとするが、腕を捕とらえ、首を絞しめ上げようとする。

　息ができず、あえぎながら片膝をついた。

　はっとして顔を上げると、黒い影はよく知る相手の姿に変わり、草くさ薙なぎの剣つるぎを振りかざす。




『あなたに、この剣つるぎを持つ資格はないんだ……』




　風の音に混ざって聞こえた呼び声に目を覚ます。

　身を起こそうとしたが、腕うでに走った痛みに声を押し殺した。

「高月様、緋央様！」

　寝しん所じよの外から、常磐が焦あせった声で呼びかけている。

　緋央の傍かたわらに寝ねていた高月も気付いたのか、身を起こして戸口へと向かう。

　木戸を開いた途と端たん、凍るような風が舞まい込んできた。

「どうした？」

「工こう房ぼうがオロチ族の襲しゆう撃げきに遭っていると、颯人様がお二人に……」

　聞こえた常磐の声に、緋央は上うわ掛がけをはね除のけて立ち上がる。

「緋央、待て！」

　外に飛び出そうとすると、高月が前に立ち塞ふさがった。

「あいつらが手に入れようとしているのは、草薙剣だ！」

　工房は宮きゆう殿でんのすぐ側にあり、警備も厳重だった。気付かれず王都に入り込むなど容た易やすいことではない。

「せめて、上に何か着ろ。それと剣を」

　高月に言われて、緋央も少し冷静さを取り戻して頷うなずいた。

　羽織を引っかけ、高月から受け取った細身の剣を携たずさえて外に出る。

「私は颯人様の元に。すぐに、工房に向かいます」

　常磐の言葉に高月が頷く。

　まだ夜も明けておらず、篝かがり火びが燃える中、雪が乱らん舞ぶしていた。







　炎ほのおが上がり、職人たちが荷を運び出そうと右往左往している。馬に跨またがったオロチ族の男が、その背中に容よう赦しやなく剣を振り下ろした。

　悲鳴と怒ど声せいが入り乱れ、血臭と焦こげ臭くさいにおいが立ち込める。その目を覆おおいたくなるような惨さん状じように、緋央と高月は足を止めた。

「緋央！」

　武具を身にまとった瑞貴が、数名の兵を連れて駆け付ける。

「草薙剣は!?」

「私たちも今到とう着ちやくしたところだ。高月殿、あなたは確か医者だったな？」

　瑞貴にきかれて、高月は「そうだが」と答える。

「ならば、怪け我が人の手当てを頼たのみたい。宮殿内の医者だけでは、手が足りない」

　次々と運び出される負傷した職人や兵士たちを、高月の瞳が迷うように追う。

「高月先生、瑞貴の言うように怪我人を見てやってくれ。おれのことなら、心配いらないから」

　草薙剣は心配だが、瀕死の者もいる以上、放ってはおけない。

「私も行こう。一磨のことだ。騒さわぎに気付いていないかもしれない」

　瑞貴がそう言うと、ようやく高月が「分かった」と頷いた。

「緋央、剣は任せたからな」

　高月の大きな手が、緋央の頭を押さえた。

　緋央と瑞貴は数名の兵を連れ、一磨の工房へと向かって走り出す。

　炎が空を赤々と染め上げる中、高月がその姿を見送った。







　竹がバリバリと音を立てて燃え、黒こく煙えんが広がる。

　勢いを増した炎が、小屋全体を包み込んでいるのを目にして、緋央と瑞貴は愕がく然ぜんとした。

　すでに襲撃された後らしく、矢が幾いく本ほんも茅かや葺ぶき屋根や木戸に突つき刺ささっている。

「一磨……」

　駆け出そうとする瑞貴の腕を、緋央は反射的につかんだ。

「無理だ、火がまわり過ぎてる！」

「私は工房で起きた全すべての事に対して責任がある。それに、草薙剣を預かりながら敵に渡わたしたとあっては、水城国の名折れだ」

「だけどっ！」

「それに、一磨は私の親友なんだ」

「お前は音葉の兄貴だろ。行かせられるか。お前はおれの友達でもあるんだ！」

　同じ志を持ち、これから先……競きそい合いながら、ともに成長していく。

　そういう関係を言葉で表すとしたら、『友』以外の何があるだろう。

　少なくとも、自分の中では、颯人や瑞貴はそういう存在なのだと思えた。

　必死な目で見つめる緋央に、瑞貴がふっと笑えみをこぼす。

「だったら、余計に行かなきゃならないな。君は動くなよ」

　突き飛ばされ、緋央は「瑞貴！」と叫さけんだ。倒たおれかけた体を、水城国の兵士が支える。

「その子を、押さえてろ！」

　瑞貴は兵士たちにそう命じ、躊ちゆう躇ちよなく燃え盛る小屋の中へと飛び込んでいく。

「瑞貴……」

　緋央は兵士を押し退のけて立ち上がった。

（そうだ、水……）

　小屋の横手に井い戸どがあったことを思い出し、兵士を促うながして駆け出した。

　兵士たちが見つけてきた木き桶おけや麻袋など、手当たり次し第だいのものに水を汲くみ入れる。

　炎が大きくなり過ぎており、多少の水では鎮ちん火かできないのは分かっている。だが、何もしないでいるよりはましだ。

　木戸は焼け崩くずれ、炎に包まれた小屋の奥が見えた。

　炎の熱さにあてられながら、緋央は木桶の水をぶちまける。

「瑞貴！」

　声を張り上げ、兵士が運んできた水を立て続けに放り込んだ。

（早く……）

　屋根の梁はりがもたない。もし崩れれば、瑞貴も下した敷じきにされてしまうだろう。

　歯を嚙かみ締めた緋央は、兵士から木桶を受け取ると、頭から水を被かぶった。

　兵士が止める間もなく中に飛び込む。

　煙けむりを吸い込みそうになって、口を押さえた。

「瑞貴!!」

　声を張り上げ、奥に進もうとした時、瑞貴が一磨を抱かかえながら姿を見せる。

　安あん堵どの表情を見せると、瑞貴が苦く笑しようした。

「まったく……君ってやつは。動くなって言っただろう」

「お前が遅おそいからだ！」

　駆かけ寄った緋央に、瑞貴が布にくるまれたものを投げ渡す。

　金属の重みと柄つかの感かん触しよくに、緋央は瑞貴の顔を見た。

　炭となった木が火の粉と一いつ緒しよに降ってくる。

　緋央と瑞貴は、一磨を両側から抱えながら炎をくぐり、外へと飛び出した。

「王子！」

　兵士が安堵の声と歓かん声せいを上げる。危あやうく焼け焦げるところだったというのに、瑞貴は煤すすで汚よごれた顔に笑みを湛たたえ、片手を上げて兵士に応こたえてみせる。

　小屋を離はなれた直後、屋根が崩れ落ちた。

「間かん一いつ髪ぱつ……だな」

「ああ、だがどうやら、喜んでいる暇ひまはなさそうだ」

　剣を手にしたオロチ族の男たちが、竹林の中から現れる。

「アメノムラクモノツルギハ、ワレワレノモノダ……ワタセ！」

　気を失っている一磨を兵士に預け、瑞貴は腰こしの剣を引き抜ぬいた。

　緋央は布にくるまれていた草くさ刈かり鎌がまを取り出す。

　鋭するどく研とぎ澄すまされた刃やいばは、炎に照らされて琥こ珀はく色いろに輝かがやいていた。

（ヒビも、直ってる）

　柄を握にぎり締しめると、黒い痣あざがまるで草刈り鎌に吸い込まれるように引いていく。

　痛みが消えるのを感じて、緋央は驚おどろいた。

　スサノオ神の力が戻もどったせいなのか、マガツヒ神が抑おさえられている。

「緋央ちゃん」

　呼ばれて、瑞貴の方に視線を動かす。

「その草くさ薙なぎの剣つるぎは、一磨が命をかけて打ち直した渾こん身しんの一ひと振ふりだ。奪うばわれてはすべて無む駄だになる」

　言っている意味が分かるだろうとばかりに、瑞貴は目配せした。

　草薙剣を持って先に行けということだ。

　緋央は迷うように周りを見回す。水城国の兵は十人、対する敵は十五人ほどだ。

「任せて、いいんだな？」

「ああ、当然だ！」

　瑞貴が敵に斬きり込むのを合図に、水城国の兵と、オロチ族の男たちが勇ましい声を上げながら互たがいに斬りかかった。

　緋央は突とつ進しんしてきた男の間合いに躊躇なく飛び込み、体当たりする。

　よろめいた相手の腹部に、草刈り鎌の柄を叩たたき込んだ。

　倒れた男の体を飛び越こえて、後ろを振ふり返らず駆け出す。







　竹林の中を走り抜けようとしたが、松たい明まつと剣けんを手にしたオロチ族の男たちに行く手を阻はばまれて足を止めた。

　待ち伏ぶせされていた……。

　密ひそかに舌打ちし、身構えながら足を一歩引く。

　斬りかかってきた男に向かって雪を蹴けると、男の動きが一いつ瞬しゆん止まる。すかさず身を屈かがめ、背後から襲おそいかかった相手の胸むなぐらをつかんで投げ飛ばした。

　護身用の細身の剣を引き抜いてかまえたが、男たちは視線を交かわし合い、距きよ離りを保ったまま動こうとしない。

「来ないのかよ。だったら、こっちから行くぞ」

　緋央は静かに宣言して、踏ふみ込もうとした。

「動くな。その手のものを捨てろ」

　男のものにしては少し高く、高こう慢まんさを含ふくんだ声に緋央は動きを止める。

「朔夜」

　松明の明かりが進み出た青年の顔を照らす。華きや奢しやな体格で、肩かたまで伸のびた黒く艶つやを帯びた髪かみ、整った容姿だが、緋央を見る目には侮ぶ蔑べつの色が浮うかんでいる。

　できるならば、二度と会いたくはないと思っていた相手だ。

「聞こえなかったのか？　それとも、頭が悪くて言っていることが理解できないのか？」

「黙だまれ、お前のしていること、許されると思うなよ！」

　剣を突つき付けると、朔夜は愉ゆ快かいそうに声を立てて笑い出した。

「相変わらず、愚おろかなやつ。誰だれに許しを請こう必要がある。私はこの世で唯ゆい一いつ無二の絶対的支配者になるんだ。誰もが跪ひざまずいて命いのち乞ごいするようになる。お前もな」

「お前なんかに命乞いするくらいなら、この首を搔っ切って死んだ方がましだ！」

　嫌けん悪おを込めて吐はき捨てると、朔夜が笑うのを急にやめて冷ややかな眼まな差ざしを向けた。

「ならば、この場で死ね。花を手た向むけてやるつもりはないが、お前という愚かな弟がいたことは記き憶おくの片かた隅すみに留めておいてやる」

　朔夜が片手を上げて合図を送る。

　一いつ斉せいにくるかと思い身を緊きん張ちようさせたが、取りかこんだ男たちは動かない。

　かわりに、数名の男たちが竹林の奥から姿を見せた。

　緋央は目をみはり、「魁！」と声を上げて足を踏み出しかけた。

「動くと、こいつの首がないぞ」

　男たちに引きずられてきた魁の喉のど元もとに、朔夜が剣を押し当てる。

　縄なわで縛しばられた魁は、蒼そう白はくな顔色で、今にも昏こん倒とうしそうな様子だった。

　雪の上に立つ足は赤く腫はれ、神官の衣ころもには赤黒い血が広がっている。

「好き勝手にしやがって」

　すでに消えたはずの腕うでの黒い痣が疼うずくような気がして、緋央は無意識に腕をつかむ。

「魁は、お前に協力してたんだろう。それなのに、何でだっ!?」

　緋央は怒いかりに満ちた瞳ひとみを朔夜に向ける。

　魁が協力する限り、朔夜は手を出さない。そんな思いが心のどこかにあった。

「裏切り者に制裁を科しただけのことだ。本来ならば、手足を切り落として野良犬にでも食わせてやったところだが、私の温情によって生かしてやっているんだ」

　目を細めた朔夜が、剣の先で魁の喉をクイッと押し上げる。刃を血が伝った。

「魁を放せ。お前がおれの兄であろうと、容よう赦しやしない」

　剣の柄を震ふるえる手で強く握り直しながら、緋央は声を低くした。

「こいつを解放する機会を、一度だけお前にくれてやろう。草薙剣を渡わたせ。そうすれば、お前にも、こいつにも、もう用はないからな」

「緋央、俺にかまわないで……」

「黙っていろ。口をきく許しは与えていない」

　朔夜が苛いら立だたしげに、剣の柄で殴なぐり付ける。

「魁に手を出すな！」

「たかが剣だろう。お前の大事な親友の命に代えられるほどのものか？」

　朔夜は緋央を眺ながめながら、薄うす笑わらいを浮かべた。

「緋央、草薙剣を守れ。それが、君の役目だろう！」

　突き飛ばされた魁の頭が、足で踏み付けられる。

「草薙剣を渡すなら、お前もこいつも、命までは取るまい。渡せ」

　朔夜が片手を差し出して要求する。




『緋央、剣は任せたからな』

『その草薙剣は、一磨が命をかけて打ち直した渾身の一振りだ。奪われてはすべて無駄になる』




　高月と瑞貴の顔が脳のう裏りを過よぎる。

　草薙剣は何を犠ぎ牲せいにしても守らなければならない。

　覚かく悟ごなく、剣を手にしたわけではない。

　守るべきものの代だい償しようが、自分の命であるなら躊ちゆう躇ちよはしない。だが……。

　魁の瞳が、訴うつたえるように見つめていた。

（魁……っ！）

　緋央は歯を食いしばり、目を伏ふせた。朔夜に迷いをみせるわけにはいかない。

「剣は…………渡さない」

「そうか。ならば、こいつは生かす価値もない」

　朔夜が目を眇すがめて剣をかざす。

　覚悟を決めたように、魁は静かにうな垂れた。

「魁にも、手を出させない。お前の思い通りにさせるかっ！」

　間かん髪はついれずに飛び込んだ緋央の剣が、朔夜の剣を押さえ込む。

「ああ、そうさ。お前はそういうやつだよ。結局、こいつを見捨てられない。それがお前の、命取りになるんだ」

　朔夜の瞳に同情の色が浮かぶ。はっとした瞬しゆん間かん、腹部に重い衝しよう撃げきがあった。

　ゆっくりと視線を下げると、朔夜の短刀に貫つらぬかれている。

　崩くずれるように膝をついた緋央の腰こしから、草刈り鎌が引き抜ぬかれた。

　倒たおれる緋央を、魁が反射的に抱だき留とめる。その瞳が震えるように揺ゆらいだ。

「これで、私は神になる」

　勝ち誇ほこったような朔夜の笑い声が辺りに響ひびく。

　朔夜はオロチ族の男たちを促うながし、緋央に目もくれず歩き出した。







　血だまりの中、魁は緋央の体を抱かかえて座り込んだままでいた。

「緋央……」

　恐おそる恐る揺さぶると、力をなくした緋央の腕が垂れる。

「なんで……こんな……違ちがうんだ。こんなこと、望んだわけじゃない…………緋央……」

　血のこびり付いた唇くちびるを嚙かみ、意識をなくした緋央の腕を肩に担かつぐ。

「こんなところで、君を死なせない…………」

　震える足に力を入れて立ち上がると、魁は緋央を引きずるようにして歩き出した。







　　　五







　治ち療りよう所となった府やくしよの建物の中には、次々に怪け我が人が運ばれてくる。

　高月は、火傷やけどを負った職人をすぐに茣ご蓙ざの上に寝ねかせ、手当ての指示を飛ばしていた。

　工こう房ぼうの下働きの少年や、宮きゆう殿でんからやってきた宮女たちが、薬湯を飲ませてまわったり、湯を運んできたりと忙いそがしそうに移動する。

「次！」

　矢傷を受けた男の腕を包帯で縛り終えると、声を上げて振ふり返る。

　戸口に現れた魁の姿を見て、高月は無意識に立ち上がっていた。

　よろめくように中に入ってきた魁が、腕に抱えているのは……。

　魁が膝から崩れるのを見て、「緋央！」と声を上げながら駆かけ寄る。

　側に身を屈かがめて傾かたむく体を支えると、魁が縋すがるような瞳で見上げた。

「お願いです。緋央を……緋央を助けてくださいっ！」

　血で汚よごれた震える手が、高月の袖そでをつかむ。

　高月は魁が抱えている緋央に目をやった。

　外を見れば、雪には血の跡あとが点々とついている。

　魁のまとった神官の祭服も赤く染まっていた。

　拳こぶしを痛いほど強く握にぎり締しめ、魁の腕から緋央を受け取って抱きかかえた。

「手を貸せ」

　途と方ほうに暮れたような顔をしている魁を、高月は「助けるんだろう！」と叱しかり付ける。

　魁の瞳に力が戻り、柱に手をついて立ち上がった。
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　音葉は膝をつき、兄が武具を着るのを手伝いながら涙なみだを堪こらえる。

「兄さん、ごめんなさい」

「どうして、音葉が謝るんだい？　これは私自身が父上に望んだことだ」

「だけど、私さえっ！」

　泣いては駄だ目めだと自分に言い聞かせたのか、音葉は唇を嚙んでうつむいた。

　その頭を瑞貴の手が軽くなでる。指の間から、短く切った髪かみがこぼれた。

「すぐに戻もどってくるさ。オロチ族の連中を追い払はらうだけなんだから」

　音葉は無理に微笑ほほえんで頷いた。

「兄さんのことだもの。美人な恋こい人びとがたくさん待っているんだから、必ず帰ってくるわね」

「何を言っているんだい。私は美人は大好きだけど、他ほかの誰だれのところよりも最初に、お前の元に戻ってくるよ」

　瑞貴は音葉をギュッと抱き締める。

「瑞貴様、凪国の王子が」

　戸の外に控ひかえた側そば女めが、遠えん慮りよがちに声をかける。通すように伝えると、待つこともなくすぐに颯人が姿を見せた。音葉は大事な話だと察し、颯人に挨あい拶さつをしてから出て行く。

「武具がまったく様にならない男だな」

「君や暁と違って、剣けんを振るうのは性に合わないんだけどね」

　あぐらをかいた瑞貴の向かいに、颯人が腰を下ろす。

「妹のためか」

「これで手て柄がらを立てられれば、私の立場も今より少しはましになるだろう？」

　側女に酒を運ぶよう命じると、しばらくして酒とお膳ぜんが運ばれてきた。

　二人だけになるのを待ってから、瑞貴は銚ちよう子しを手にとって颯人に勧すすめる。

「権力欲よくがあるとは思わなかったが？」

「ないさ。正直、王位なんてどうでもいい。工房の監かん督とくを任されているだけで十分なんだ。だけど……それだけでは、守れない。君にも分かるだろう？」

　瑞貴は少し目を細める。颯人は返事をせず、杯さかずきを口に運ぶ。

「広場に集まっている兵を見た。数が少なすぎる。それに、明らかに雑ぞう兵ひようが大半だろう。相手を侮あなどると手痛い目に遭あうぞ」

「父上は、最初からオロチ族と本気で対立するつもりはないのさ」

　侮っているのか、それとも恐れているのか。

「…………俺も出よう」

　空になった杯を床ゆかにおいて颯人が言った。瑞貴が意表を突つかれたように、顔を上げる。

「それは心強いけれど、君には我が国に協力する理由がないだろう？　まして、戦いくさだよ」

「裏で動いているのは火高国だ。下手へたをすれば大和全体に飛び火する。和平の誓せい約やくを立てた以上、捨ててはおけん」

「火高国……それは、本当か？」

　知らなかったのか、瑞貴は深刻な表情をみせる。

「王が関知しているかどうかは分からんがな。それに……」

　颯人は言い難にくそうに、「個人的事情もある」と答えた。

「別に悪くはないさ。国のため、大和のため、と大義を並べるけれど、結局、人は大切な者のために殉じゆんずるものだ」

　颯人は瑞貴を見てから、膝ひざに手をついて静かに立ち上がった。

「借りがあるだけだ。凪国でのな」

　颯人が立ち去ると、瑞貴は一人、静かに酒を飲みながら微笑を浮うかべた。

「誰たがために剣をとるのか……それは、人それぞれでいいさ」
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　……緋央。

　…………緋央。




　揺ゆすられて、眠ねむたげに瞼まぶたを上げる。

　日の光が飛び込んできて、眩まぶしさに顔をしかめた。

　瞬まばたきするうちに、霞かすんでいた視界がはっきりとしてくる。

『緋央、そろそろ戻らないと、王君に怒おこられるよ』

『あれ……何で、お前……』

　身を起こすと、頭にとまっていた蝶ちようが逃にげ出す。頭から滑すべり落ちてきたのは、白しろ詰つめ草くさの冠かんむりだ。

『どうしたの？』

　魁が怪け訝げんそうに首を傾かしげながら、顔を覗のぞいてくる。

　幼いその顔をまじまじと見た後、緋央は魁の頰ほおをいきなりムギュッとつまむ。

『痛い、何するんだよ』

『やっぱり……』

　緋央は呟つぶやいて、手を放した。

　立ち上がり、木の棒を拾って土手を上がると、魁が後を追いかけてくる。

『緋央、すごく変だよ？』

『お前が悪い』

　木の棒を肩かたに担かつぎながら顔をしかめると、隣となりに並んだ魁はますます訝いぶかしそうな顔になった。

『どうして、僕が悪いの？　何もしてないじゃないか』

『お前のせいで、変な夢を見たからだよ！』

『何だ、夢の話か。それなら、僕にはどうしようもない』

　ほっとしたのか、魁に笑え顔がおが戻る。

『最悪の夢だったんだぞ』

『王君にこっぴどく怒られる夢？』

『違ちがう、お前がっ！』

　魁の顔を見た緋央は言葉を切る。土手沿いの道を戻りながら、歩調を速めた。

『僕？』

『とにかく、最低最悪の夢なんだよ。ぜったい、ありっこないような』

『なら、いいじゃないか。だって、目が覚めたんだもの』

　魁が柔やわらかく笑う。

　足を止めた緋央を、草の香かおりを含ふくんだ風がなでていった。

　そうだ。ありっこない。

　すべて、夢。

　だから、忘れていいのだ。

　それなのに、なぜだろう？

　大事なものを残してきた気がするのは。

　振ふり返ると、桜並木が延々と続き、薄うす紅べに色いろの花弁が風に流されていた。

『緋央』

　呼ばれて顔を戻すと、魁が子供の体には似つかわしくない、大人びた表情で見つめていた。

『魁、おれ……』

『駄目だよ。考えては……すべて、忘れてしまうんだ。そうすれば、君と僕はこの世界でずっと一いつ緒しよにいられる。それこそが、君の望みだろう？』

　魁が緋央に手を差し出す。

　誰かの必死に呼ぶ声が、微かすかに聞こえた。

『そうだな……ここにずっといられたら、言うことなんてなかったんだ』

　魁と一緒に走り回って、悪ふざけをして、退たい屈くつなほど平へい穏おんな日々の中で生きていく。

　心の底から願ったのは、それだけだったのかもしれない。

『だけど、約束が残っているんだ。おれだけここにはいられないんだ』

　束つかの間でも、昔の自分たちに戻れた気がした。

『仕方がないなあ』

　魁はうつむき、寂さびしげに微笑む。

　緋央は『悪い』と言い残し、背を向けて駆かけ出した。

「緋央…………緋央……っ！」

　呼び声がはっきりと耳に届いた。

　戻らなければ。

　桜並木も、幼い魁の姿も消え、いつしか自分の体も子供の頃ころのものではなくなっていた。

　その事に気付かないまま、ひたすらに走る。

「魁！」




『緋央…………は…………君の…………あるから……忘れては…………よ』




　手が温ぬくい……。

　ぼんやりと天てん井じようを見つめていた緋央は、気だるげに視線を動かした。

　薄うす暗ぐらい室内に寝ねかされている自分に気付き、続いて側に座っている魁に気付いた。

　夢で見た幼い頃の魁の姿が、成人となった今の姿に一いつ瞬しゆんだけ重なる。

　魁は緋央の手を両手で包み、祈いのるように額に押し当てていた。

　疲ひ労ろうの色を濃こく浮かべた顔を見ると、胸が締しめ付けられるように苦しくなる。

　うたた寝しているのか、目を伏ふせたまま動かない。

　唇くちびるが「……央」と、小さく動いた。

　緋央が身を起こそうとした瞬間、腹部に痛みが走り唇を嚙かむ。

　呻うめき声をもらすと、魁が気付いて頭を起こした。

「緋央！」

「…………よかった」

　ぎこちなく笑みをみせると、魁は虚を突かれたような顔をした。

「何がいいんですか。無む茶ちやなことを。死んでいたかもしれないのに！」

　緋央は枕に頭を戻して、疲つかれたように目を伏せる。

「お前の夢、見たよ」

　上うわ掛がけをかけ直そうとした魁の手が止まった。

「子供の頃の夢だ。懐なつかしかった」

「昔のことなんて……」

　魁は上掛けから手を放し、顔をそむける。

　口調の素そっ気なさは相変わらずだが、なぜかほっとした。

「高月殿どのを呼んできます」

「高月？　ああ、そうか。また、怒られるかな」

「当たり前です！　どれだけ周りに心配をかけたと思っているんです。少しは、反省すべきだ」

　不ふ機き嫌げんに言い捨てて、魁はそれ以上緋央を見ようとせず、部屋を出て行く。

　手のひらには、まだ魁の手の温もりが残っていた。

　どんな思いで……。

　緋央は手を握にぎり締めた。
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　身を起こした緋央の腹部に、高月が包帯を巻き直す。

「ったく、もう少し深く入ってたら、本気であの世行きだったぞ」

「悪……かったよ」

　白い小こ袖そでを羽織り、小さく身をすくめる。

　三日ほど高熱で寝込んでいたらしいが、まったく記き憶おくがない。

「やけに素す直なおだな。大だい丈じよう夫ぶか？　また、熱でも上がったんじゃないだろうな？」

　額に手を当てようとする高月を押し退のけ、顔をしかめた。

「魁にも怒おこられたんだよ。無茶して、周りにも心配かけたって」

「一番心配してたのは、上守だろうけどな」

　高月は桶おけの水で手を洗い、手て拭ぬぐいで拭ふく。

「魁が？」

「当たり前だろう。お前を治ち療りよう所まで抱かかえて運んできたのは、あいつなんだ」

「そうだ。高月先生、朔夜のやつは!?」

　緋央が思い出して尋たずねると、高月の手が止まった。

「動くと傷口が開くから、大人しくしてろ」

　桶を手に立ち上がろうとする高月の裾すそを、緋央の手がつかむ。

「草くさ薙なぎの剣つるぎを奪うばわれた。あいつはっ！」

「今さら行ったところで、どうにもならねえだろう。お前が出来ることは寝てることだけだ」

「朔夜のやつは、まだオロチ族の村にいるはずだ」

「無む駄だだ」

「怪け我がなんて大したことない！　剣けんなら……」

「もう、遅おそいと言ったんだ。草薙剣の封ふう印いんが破られた」

　立ち上がろうとした緋央は絶句して、高月を見つめた。

「うそ……だろ？」

「朔夜がオロチ族と結けつ託たくしたのは、草薙剣の封印を解き、ヤマタノオロチを呼び覚ますためだ」

「ヤマタノオロチって、スサノオ神が退治した、八つの頭を持つ大だい蛇じやのことだろう？　草薙剣に封ふうじられているのはマガツヒ神じゃなかったのか？」

「マガツヒ神は災さい厄やく神という意味だ。その正体がヤマタノオロチなんだよ。草薙剣はオロチの尾おから生み出された剣だ」

　スサノオ神は、ヤマタノオロチが地に混乱と災厄をもたらさないように、己おのれの魂たましいの一部を剣に込めて封じた。剣が大和の王に代々受け継つがれてきたのは、オロチ族が再び手にすることがないように守らせるためだったということだ。

　だが、剣は今再び、オロチ族の手に渡わたってしまった。

　朔夜はオロチ族と、その神であるヤマタノオロチの力を利用して、大和に破は滅めつをもたらそうとしている。




『これで、私は神になる……』




　朔夜のもらした言葉が、脳のう裏りを過よぎる。

「あいつは……」

「瑞貴殿どのが兵を率いてオロチ族とヤマタノオロチの討とう伐ばつに出る。今のお前にできることはない。足手まといになるか、余計に事態を悪くするだけだ」

「朔夜は、おれの兄貴だ。あいつの始末はおれがつける！」

　腹部を押さえながら、声を大きくした。包帯にじわりと血が広がる。

　朔夜の行動を、火高国の王の意志だと見なされるわけには絶対にいかない。

　他国に対して示しをつけるためにも、父である火高国の王か、身内である自分が、剣を取らなければならないのだ。それくらいの事は、政まつりごとに疎うとい緋央にも分かる。

　だが、父は火高国から兵を率いて水城国にやってくるわけにはいかない。そんな事をすれば、水城国の王たちは、火高国が攻せめ込んできたと思うだろう。

「重傷の体で、ノコノコ出て行って無む駄だ死じにするつもりか？　まして、今のお前は火高国の王子じゃない。斎王代だ」

　冷静に諭さとされ、緋央はうつむいて唇を嚙み締めた。

「お前は養生してろ。助かったのも、奇き跡せき的なんだ。命を無駄にするな」
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　高月がため息を吐つき、緋央の頭に付け毛をかぶせる。

「その通りだな」

　腰こしの剣を取って板間に上がってきた颯人が、高月を一いち瞥べつしてから、緋央の傍かたわらに正座した。

　わずかに顔を上げると、長い黒くろ髪かみが頰ほおにかかる。

「あー……それじゃあ、俺はちょっと、用事があるから……ごゆっくり」

　余計な気を利きかせて、高月が桶を手に立ち上がった。

「傷の方は、大丈夫なのか？」

　高月が出て行くと、颯人が気き遣づかうように尋ねる。

「ああ、多分」

　緋央は確かめるように、襟えりを開いて包帯の巻かれた自分の腹部を確かめる。

　颯人が赤面し、パッと視線をそらした。

「簡単に見せるやつがあるか！」

「……っ！」

　痛みを堪こらえるように前まえ屈かがみになると、颯人が顔を戻もどす。

「痛むのか？」

　すぐに声が出ず、首を横に振ふる。

「無理をするな。あの者の言う通り寝ねていろ」

　差し出されたお椀わんを手にとり口に運ぶと、冷たい水が喉のどを心ここ地ちよく通りすぎていく。

「オロチ族討伐に、俺も加勢することにした」

　空になったお椀を受け取り、颯人は静かに傍らにおいた。

　緋央は痛みを堪えて身を起こし、颯人の顔を見る。だが、颯人は視線をそらしたままだった。

「瑞貴と一いつ緒しよに、行くのか？」

「ヤマタノオロチが復活した以上、もはや水城国だの、凪国だのと言ってはおれんからな。これも、大和のためだ」

　颯人がようやく、瞳ひとみを緋央の方に向けた。

　命がけの戦いになることは、颯人も分かっているだろう。

「お前は、凪国の王になるって言っただろ。どうするつもりだよ？」

「俺にもしもの事があったとしても、兄上がいる。あの人は、誰だれよりも国の事を案じている人だ」

　海神の民たみの一族とともに孤こ島とうに残った颯人の兄、蒼あお人とは颯人が誰よりも慕したい、尊敬する人物だ。颯人のために身を引いてはいるが、凪国が窮きゆう地ちに陥おちいれば、見過ごすことはないだろう。

「お前には一言、伝えておこうと思ってな。それだけだ」

　出て行こうとした颯人を、緋央は「待てよ」と思わず呼び止めた。

「おれも、行く」

「動ける体ではないだろう」

「お前や瑞貴も戦うのに、おれだけ寝てるなんてできるかよ。火高国のやつは腰こし抜ぬけだって、またお前に笑われたくないからな」

「そんなことを、言ったか？」

　すっかり忘れているようで、颯人は眉まゆをひそめた。

　痛みを堪えながら正座し直し、頭を下げようとすると、颯人が緋央の肩かたを押さえて遮さえぎった。

「頼たのむ、颯人。おれも一緒に行かせてくれ」

「今のお前は、斎王代だ」

「火高国の王子として戦わなきゃ、意味がないんだ！」

　颯人と緋央の間に、沈ちん黙もくが流れる。その間、どちらも互たがいに視線を外さなかった。

「……ならば、俺もお前を守ることはしない」

「ああ」

　それでいい。誰かに守られるつもりはない。

　自分の手で、自分たちの手で、大和の未来を、平和を創つくらなければ意味がない。
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　手に剣を携たずさえて外に出た緋央は、鞘さやから抜ぬいた剣を静かにかまえる。

　正面を鋭するどく見み据すえて振り下ろすと、雪が散る。

　身を翻し、足を運びながら刃やいばを返した。だが、手に力が入らず、柄つかが抜けて降り積もった雪の上に転がった。

　拾い上げようと身を屈かがめたが、腹部に痛みが走って歯を食いしばる。

　膝ひざと片手を地面について、反対の手で赤い染しみの広がる衣ころもをつかんだ。

　いつも、当たり前のようにやっていた動きすら、ままならない。

「……っ、くそ！」

　小さく毒づくと、目の前に落ちた剣を誰かの手が拾い上げる。

「……魁」

　緋央は衣をつかむ手に力を入れてから、密ひそかに息を整えて身を起こした。

「このところ、女の恰かつ好こうばかりしてたからな。体がなまったみたいだ」

　ごまかすように笑ってみせると、不意に魁が剣を振った。

　頭で考えるより早く、殺気に反応した体が後方にかわそうとする。

　傷をかばおうとする無意識の動きのせいで足がもつれた。尻しり餅もちをつくと、喉のど元もとに剣けん先さきを突つき付けられる。緋央は息を吞のんで、魁を見上げた。

「そんな状態で、討伐に加わるなど無理です」

「聞いたのか。言っとくけど、止めても無む駄だだ」

　魁の剣を押し退のけて立ち上がった。

「あなたは、どうしてそう、自分の身の事になると、疎うとくなるんですか!?」

「この程度の傷、大したことない。腕うでの痣あざだって消えたんだ」

「三日も高熱にうかされていた人が何を言っているんです。死ななかったのは、たまたま運が良かっただけだ。だけど、次は……」

　魁は唇くちびるを引き結び、手にした剣を下げた。

「おれの命なんてどうだっていいんだよ！　大和を守らなきゃ……」

　パンッと容よう赦しやのない音が響ひびく。

　不意打ちの一発に、緋央は反応できなかった。赤くなった頰が疼うずく。

　顔を戻すと、魁が拳こぶしを微かすかに震ふるわせていた。

「どうだっていいもののために、俺はすべてを賭かけたわけじゃない」

　感情を押し殺した声で言い、魁は剣を投げ捨てて身をひるがえす。

　立ち上がり、「待てよ！」と魁の袖そでをつかんだ。

　振り返りざまに、魁が手を振り払はらう。その顔を見て、続く言葉が出なかった。

　魁は頰を伝う涙なみだを恥はじるように拭ぬぐい、顔をそむける。

「…………悪い、魁」

「…………それでも、行くんでしょう」

「ああ……おれが、この手で終わらせなきゃならないんだ」

　その決意を変えるわけにはいかない。

「あなたに、再会などしなければよかったんだ」

　魁は自じ嘲ちよう混じりに呟つぶやいた。

　半年前の夏、魁に再会することがなければ、大和をめぐる戦いに身を投じることはなかったのかもしれない。そのかわり、今も行方ゆくえの知れない魁をさがしつづけ、鬱うつ屈くつした日々を火高国で過ごしていただろう。

「おれは、後こう悔かいなんか少しもしてないからな。魁」

　緋央の言葉を嚙かみ締しめるように、魁は静かに目を伏ふせた。

　雪が二人の衣に当たって溶とけていく。

「俺も、行きますから」

「お前は神官だろう。戦うのはおれの役目だ！」

「神官だから、なおさらです。ヤマタノオロチを世に解き放つわけにはいかない。止めても、無駄ですからね」

　言い出したら聞かないのは魁も同じだ。お互いに、それだけ大切なものが胸の中にあるから。

「魁、心配するなよ。おれは死なないから……お前との約束を果たすまでは。だから、お前も絶対、無む茶ちやするな。いいな」

「死にそうになっていた人に言われたくありませんよ」

　素そっ気ないいつもの口調に戻もどり、小さく微笑ほほえんだ。

「おれは血の気が多すぎるから、少しくらい抜けた方がいいんだよ！」

　緋央は顔をしかめて痛みを堪こらえながら、強がってみせる。

　その頭が、後ろからムギュッと押さえられた。

「高月のおっ……先生！」

　いつからそこにいたのか。

　今の魁と自分の会話を聞かれたかと思うと、恥ずかしさが込み上げてきて顔が赤くなる。

「人がどれだけ苦労して看病してやったと思ってんだ、この馬ば鹿か！」

　いきなり、傷口に一いち撃げきを食くらって、あまりの痛さに涙が出そうになった。

「な…………に……すん……だ。このクソ医者！」

　腹を抱かかえながら、声を絞しぼり出して睨にらむ。

「大人しくしてろって言っただろ！　見ろ、せっかく俺が治ち療りようしてやった傷口が、開いちまっただろうが」

「おっさんが、殴なぐるからだろ！」

「手間かけさせんなっていつも言ってるのに。ほら、来い！」

　抱え上げられて、緋央は足をばたつかせて暴れる。草ぞう履りが雪の上に落ちた。

「このくらい全然平気なんだよ。放っとけば、勝手に治る！」

「緋央、腹を縫ぬうのと、火で炙あぶるのとどっちがいい？」

　意地悪く聞いてくる高月に、肩に担かつがれた緋央は青ざめる。

「どっちも嫌いやに決まってるだろ！」

「荒あら療りよう治じでもしなけりゃ、剣も持てねえだろうが！」

　怒おこった顔で言い返されて、緋央は急に大人しくなった。

「…………いいのかよ」

　部屋に連れ戻されながら、小声できく。

「自分で決めたんだろ」

「ああ……」

「なら、俺が言ったって聞きゃしねえじゃねえか」

　高月は板間に緋央を下ろし、腰こしに手を当てながら諦あきらめたようにため息を吐つく。

「そのかわり、俺も行くけどな」

「高月先生」

「斎王様も、父君も、お前が無事に戻ることを望んでいる。その事を、決して忘れるな」

　緋央は正座をし直して、「はい」と少し畏かしこまって返事をする。

「よし」

　高月の手が、ポンと頭にのる。

　戸が遠えん慮りよがちな音を立ててしまったことには、気づかなかった。







　魁は濁にごり空を見上げて、息を吐く。

「父上、母上……私は必ず、神守としての務めを果たします」

　決意を込めた表情で正面を向き、雪の舞まう中を歩き出す。

　そのために、生かされた命だ。

（緋央……ごめん、俺は君を利用し続ける）
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　女装を解き、男の恰好に戻った緋央は、腰に剣を携え、紫むらさき色いろの布に包まれたものを手にとる。




『緋央……黄泉の岩戸は絶対に、開かせるな』




　荷を背負って立ち上がり、両手で木戸を開く。

　外は木々も地面も雪に埋うもれ、白一色に染め上げられていた。

　馬を連れた颯人と常磐、高月と、神官の衣ころもを着た魁の姿があった。

　緋央は表情を引き締めて、外へと足を踏ふみ出した。
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　薄うすい衣一枚をまとった音葉は、素す足あしのまま雪の積もった岩場に立っていた。

　鳥の鳴き声が木霊こだまし、高い断だん崖がいから落ちる滝たきが激しく飛沫しぶきを飛ばす。

（兄さん……緋央……）

　音葉は目を伏せ、ゆっくりと水の中に足を沈しずめていく。肌が冷たさに震えた。




『緋央が行くなら、私も戦うわ』

『何言ってんだよ。そんなの、無理に決まってるだろ！』

『どうしてよ。私の弓の腕うで前まえは兄さんにも劣おとらないわ』

『駄だ目めだ！』

『私が女の子だからって、甘く見て欲しくないわね。覚かく悟ごだってできているんだから』

『音葉が覚悟なんかする必要ない』

『あなたまで私を役立たずだと決め付けるつもり!?』

『違ちがう、おれがもし戻れなかったら、お前が斎王代になるんだ』

『何を言うの。斎王代に選ばれたのはあなたで、私は……』

『偽いつわりの身のまま、神の依より代になれるわけがないんだ。お前以外に、おれは斎王代にふさわしいやつなんて思い付かねえよ。瑞貴だって、叔お母ば上うえだって、そう思っているはずだ』

『緋央……』

『だから、お前は瑞貴やおれが、無事に戻れるように、祈いのっていてくれよ。音葉の祈りならご利り益やくもあるだろうからさ』




　腰まで届くほどの水をかきわけて滝たき壺つぼまで行くと、落下する水の下に立つ。

　細い音葉の体を伝い、水が流れ落ちた。

　祈り、願うことだけが自分にできることならば、この身を代だい償しようとしても祈り続けよう。

　山々や、木々、大地、水、あらゆるものに宿るという八百やお万よろずの神々へ、届くように。

　神の産うぶ子ごらを、守り給え……。
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『緋央……』




　木立の中を進んでいた緋央は、呼ばれた気がして振ふり返る。

　頰ほおに当たった雪を拭ぬぐうと、指先についた雫しずくが垂れる。手を握にぎり締しめ、顔を上げた。

「緋央？」

　魁が馬を引きながら、振り返る。

「何でもない」

　緋央は魁の元に歩み寄り、並んで歩き出した。

　峠とうげを下れば、オロチ族の支配する地だ。

「瑞貴様や討とう伐ばつに向かった兵は、もうすでに大神山に入っているでしょうね」

　常磐が颯人に向かって言うのが聞こえた。

「日が落ちる前には合流したいものだな」

　ようやく二人に追い付いた緋央は、乱れがちになる呼吸を整えながら腹部に手をやった。

「……少し休むぞ」

　颯人は馬の手た綱づなを常磐に預け、革かわの手て袋ぶくろを脱ぬぐ。

「何言ってんだよ。急がないと瑞貴たちが……」

「いいから、少し休め」

　高月が緋央に竹たけ筒づつを投げ渡わたす。

　颯人は木の根元に腰を下ろし、すっかり休む態勢に入っていた。

「今のうちに、食べておいた方がいいかもしれませんね」

　常磐が馬の腹部に括くくり付けていた荷を解ほどき、葛籠つづらを取り出した。

　緋央は竹筒に視線を向ける。

（足手まといになってる、よな）

　普ふ段だんならば、峠とうげ越ごえくらいで息を乱すようなことはない。

「食べておいた方がいいですよ。この先、何があるか分からないし」

　顔を上げると、魁が握り飯を差し出していた。

　常磐が葛籠から取り出した握り飯を、高月や颯人に渡している。

　息を吐はいて腰こしを下ろすと、魁が傍かたわらに座った。

「なあ、魁。この戦いが終わったら……」

「何です？」

「いや、やっぱ……いいや」

　先の願いを口にすると、なぜだか、それは叶かなわない気がしたのだ。

　緋央は握り飯を頰ほお張ばろうとしたが、何者かの視線を感じて剣けんの柄つかをつかんだ。

　手から落ちた握り飯が、雪の上に転がる。

「緋……」

　魁の口許を、片手で押さえた。

　颯人と高月もすでに立ち上がって、剣を抜ぬいている。

　風の唸うなる音に紛まぎれた微かすかな鈴すずの音に、緋央ははっとして身がまえた。

「高月先生……」

　鈴の音は次し第だいにはっきりと聞こえてきて、黒衣が吹雪ふぶきの中に見える。

　耳鳴りがして、緋央は顔をしかめながら片耳を押さえた。

「緋央、先に行け」

「あいつら、変な術使う神司の神官たちだろ。どうするつもりだよ！」

　朔夜とともに草くさ薙なぎの剣つるぎを狙ねらっていた者たち。

　アマテラス大おお御み神かみではなく、闇やみの神を崇あがめる斎宮の敵。

　人の心を操あやつる術によって、音葉を動かし、草薙剣を斎宮から持ち出させた。

　剣だけで相手をするには危険すぎる。

「あの程度の雑ざ魚こい連中なんざ、俺の敵じゃねえよ」

　高月は緋央の方を向いて、いつもの飄ひよう々ひようとした表情で笑ってみせた。

「本当は医者のくせに、何言ってんだよ！」

「俺の本業は神官だっての。ったく、てめえはもう少し自分の師し匠しようを信じろ」

「神官らしいことしてるところ、一度も見たことないのに信じられるかよ！　おれも……」

「こんなところで、足止めくってる暇ひまはないだろうが。これは師匠命令だ。もし、逆らったら、ぶっ飛ばすぞ!!」

　高月は剣をかまえながら、怒ど鳴なるように命じた。

　神官たちは十人以上はいるだろう。鈴を鳴らし、大和の言葉ではない、異国の呪言を唱える。

　馬が怯おびえたように足あし踏ぶみして暴れ始めた。

「緋央！」

　颯人が馬に飛び乗りながら呼ぶ。

　これ以上、この場に留まれば術にはまる。神官でもない自分には、呪じゆ詛そを防ぐ術すべがない。

　高月の言う通り、先を急がなければならないのだ。

「高月先生、死ぬなよ。あんたは、おれの師匠なんだからな！」

　緋央はそう言い残し、身をひるがえす。魁が木の枝から馬の手綱を解いて待っていた。

　鞍くらに手をついて飛び乗り、「乗れ！」と手を伸のばす。

　魁が手をつかむと同時に引っぱり上げ、馬を走らせた。
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　損そんな役回りばかりだ……。

　苦く笑しようを浮うかべた高月は、剣をゆっくりと下げた。

　雪を踏ふむ音が徐じよ々じよに近付いてくる。

「なぜ、我らの行く手を阻はばむ、高月。貴様とて火高国の神官であろうが」

　布の面を付けた黒衣の男が口を開く。面の穴から覗のぞく両眼には、蔑さげすむような色があった。

「生あい憎にくだが、俺は邪じや神しんに魂たましいを売り渡すほど、落ちぶれちゃいないんでね」

「斎王の犬に成り下がりおって。あの女の情夫にでも……」

　言い終える前に、高月の剣が男の喉のどを切り裂さいていた。

「不ふ浄じような口で、あの方を汚けがすな」

　嫌けん悪おを込めて吐き捨てた瞬しゆん間かん、絶命したはずの男の手が、高月の喉をつかむ。

　首を引き千切らんばかりの力に息が止まり、顔が歪ゆがんだ。

　男たちの唱える呪言の声が低く重なり合い、鈴の音が合間に響ひびく。

（傀儡くぐつかっ！）

　屍しかばねと化してもなお動く男は、赤く血走った目を見開き、口からは唸るような声と血を吐き出し続けながら、喉に爪つめを食いこませてくる。

「かけまくも……畏き火産霊ほむすびの大おお神かみよ……罪、穢けがれを焼き祓はらい、清め給へと、恐かしこみ恐み白もうす！」

　喉から声を絞しぼり出し、男の手をつかむ。

　男の腕うでが炎ほのおに包まれると、蹴けり飛ばして後方に飛び退のいた。

　瞬またたく間に男の全身を炎が包む。

「小こ賢ざかしい、裏切り者めが！」

「てめえらに裏切り者呼ばわりされるとは、嬉うれしいね」

　咳せき込んでから、高月は皮肉を込めて唇くちびるの端はしを上げる。

「高月様！」

　呼ばれて振ふり返ると、常磐が馬から飛び下りて駆かけ寄ってくる。

「常磐殿どの」

「及およばずながら、加勢します」

「いいのか？」

「颯人様のご命令ですから。それに、そう時間はとらないでしょう？」

　常磐は高月と背中合わせになって剣をかまえた。

「常磐殿。今度、酒でも奢おごらせてくれ」

「甘酒は嫌いやですからね」

　肩かた越ごしに振り返った常磐が口くち許もとを綻ほころばせた。
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　深い闇に包まれた山の中は、風の吹ふき荒あれる音以外には何も聞こえない。

　緋央と魁を乗せた馬が、怯えたように立ち止まる。

　颯人も、足踏みする自分の馬を落ち着かせようとしていた。

「緋央」

　後ろに乗った魁が、小声で呼ぶ。

「血の臭においだ」

　緋央が馬から下りると、颯人も馬から下り、手にしていた松たい明まつで辺りを照らした。

　焼けた木々の側で、水城国の兵士たちが折り重なって倒たおれている。その兵士たちの体から、黒い霧きりのようなものが立ち上っているのを見て息を吞のんだ。

「な、んだ……これ……」

　恐きよう怖ふが喉を締しめ付け、掠かすれた呟つぶやきのような声しか出なかった。足が無意識に後ろに下がる。

　黒い霧は塊かたまりとなり、山頂へ向かって流れていく。

　颯人も硬こう直ちよくしているということは、自分だけの幻げん覚かくではないのだろう。

「瑞貴！」

　緋央の声だけが木霊こだまし、返事はない。さがそうとしたが、魁の声が止める。

「無駄です」

「瑞貴が、そう簡単にやられるかよ！」

「落ち着け、残りの兵を連れて退たい却きやくしたのかもしれん」

　松明を掲かかげた颯人が、緋央の肩に手をかけた。

「瑞貴をさがして合流しよう」

「駄だ目めだ。それでは、間に合わない」

　魁が山頂を見み据すえながら強い口調で言う。その表情には、余よ裕ゆうがなかった。

「おれたちだけで、朔夜を追うのか？」

「あれが蘇よみがえれば、もう二度と封ふうじられなくなる」

　駆け出した魁を、緋央と颯人が馬を置き去りにしたまま追う。

「この黒い霧は!?」

「人の怨えん嗟さと血の穢れ。それが、マガツヒ神、いえ……ヤマタノオロチの餌えさになる」

「じゃあ、朔夜は……」

　朔夜が工こう房ぼうを襲おそったのは、草くさ薙なぎの剣つるぎを手に入れるためだけではない。

　オロチ族の男たちが宮きゆう殿でんの側にある工房を襲しゆう撃げきしたとなれば、水城国の王や重臣たちも、さすがに兵を挙げざるを得ない。

　水城国の兵たちを、大神山におびき寄せ、草薙剣と血の穢れによってヤマタノオロチを呼び覚ます。そこまで、計算して動いていたのだろう。狡こう猾かつとしか言いようがない。

（その頭をもう少しまともな事に使っていたら、お前は悪くない王になったかもな）

　火高国を、凪国や水城国くらい豊かな国にもできただろう。

　吹雪ふぶきに混ざり聞こえた微かすかな咆ほう哮こうに、三人は足を止めた。

「今の……」

「どうした、怖おじ気づいたのか？」

　颯人がわざとからかうような口調できいた。

「誰だれが！」

「ヤマタノオロチなど、どれほどのものでもあるまい。大ザメを叩たたき斬きった時の気き迫はくを思い出せ、ヒヨコさん」

「おれはっ！」

　顔を赤くした緋央の背中が、トンと叩かれる。

　振り向くと、颯人が目を少し細めた。

（あの時には、草薙剣があったんだよ。ちくしょう）

　先を急ぎながら、顔をしかめる。

　勝負は怯ひるんだ方が負けなのだ。

　その事を、颯人に思い出させられるなんて一生の不覚だ。
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　絶ぜつ叫きようを聞いて顔を見合わせた緋央と颯人は、見えてきた山の頂へと足を急がせた。少し遅おくれて魁が続く。

　雪と血臭を含ふくんだ風が吹き付けてきた。

　恐怖に顔を歪めた水城国の兵士が、あえぐような声をもらしながら逃にげ出そうとしている。だが、その足は地面から這はい出した黒い煙けむりにつかまれ、軽々と投げ飛ばされた。

　目を見開いて絶命した男の体が足あし下もとに転がるのを見て、緋央は反射的に身を引く。

　兵士たちのほとんどが地面に倒れ伏ふし、立っているのはわずか数人だ。

　その中に瑞貴の姿を見つけたが、無事を喜んでいる状じよう況きようではなかった。

　こちらに気付く余裕もなく、瑞貴は「怯むな！」と号令をかけ、矢をつがえて弓を引き絞る。狙ねらいを定めているのは、開けた山頂の中央に鎮ちん座ざする巨きよ大だいな岩の上だ。

「朔夜……」

　岩の上に立って眺ながめる朔夜の顔を、醜しゆう悪あくな痣あざが覆おおう。

　緋央の腕にできた黒い痣と同じものだろうが、その禍まが々まがしさは寒気を覚えるほどだった。

「あははははっ、みんな死ねばいい。お前たちの流した血がこの私の糧かてになるんだ！」

　篝かがり火びと、遥はるか高みから見下ろす月の光が、その姿を浮うき立たせている。

　足下に伸のびた黒い影かげは、すでに人のものではない。地面を這い、蠢うごめくそれは、まるで弄もてあそぶように兵士たちをなぎ払はらい、地面に叩き付け、その体を引き裂さく。

　矢を放つことに集中していた瑞貴は、横から迫せまる影の存在に気付いていなかった。

「避よけろ、瑞貴！」

　緋央は護身用の細身の剣けんを引き抜ぬきながら駆け出す。

　瑞貴が後ろに飛び退のくと、緋央の剣が襲いかかる影を切り裂いた。だが、霧のように拡散して、すぐに元に戻もどってしまう。

「なぜ、来たんだ。怪我は!?」

　よろめいて片かた膝ひざをついた瑞貴が、驚おどろきを込めて緋央を見る。

「大した事ない。それより、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　緋央は剣を片手でかまえながら、瑞貴の手をつかんで引っ張った。

「大丈夫とは、正直、言い難がたい状況だ。ほとんど、全ぜん滅めつだよ」

　荒あらい息を吐はきながら、瑞貴は苦々しい表情をみせる。

「なーんだ、生きていたのか、緋央」

　笑いを収めた朔夜が、ひどく残念そうな表情をみせる。

「緋央、成瀬！」

　颯人が背に負っていた槍やりをとり、黒い影をかわしながら、魁とともに駆かけ寄ってくる。

「気を付けろ。その影には攻こう撃げきは効かない！」

　緋央は周囲を警けい戒かいしながら、剣をかまえた。

「お前も、そいつらも死ねっ！」

　朔夜が喚わめくと、三方から伸びた黒い影が地面を抉えぐりながら突とつ進しんしてくる。

「下がって！」

　魁が叫さけび、緋央の前に飛び出した。足で地面に線を引くと同時に、指で印を結び、「結！」と唱える。

　黒い影が、光の障しよう壁へきにぶち当たって霧となり拡散する。それは、朔夜の足下に集まり、再び八つの巨大な蛇へびの姿となって咆哮を上げた。

「これが、ヤマタノオロチの力、なのか」

「御み劔つるぎ神しん事じの時、呼び覚まされたのは、剣に宿っていたヤマタノオロチの力だけど、あそこにいるのは、オロチの本体……黄よ泉みの岩戸を開いて、引きずり出したんだ」

　魁の横顔を見ると、強こわ張ばったその顔には焦あせりが浮かんでいる。




『黄泉の岩戸は絶対に、開かせるな……』




　高月の言葉が過よぎる。

　緋央はギリッと歯を嚙かみ、剣を手に結界の外に飛び出した。

「緋央、駄目だ。君の剣じゃっ!!」

　左右から大口を開き、牙きばを剝むき出しにした蛇の頭が襲い来る。

　緋央は身をひねると、剣で頭を叩き落とし、地面を蹴けった。

「朔夜ああああーっ！」

　振ふりかざした剣に月の光が跳はね返る。振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、朔夜が嘲あざ笑わらうのが見えた。

　衝しよう撃げきとともに吹ふっ飛んだ緋央は、木の幹に叩き付けられ、込み上げてきた血を吐き出す。

「見ろ、この力を。本当にすばらしいよ、緋央。お前たち人間など、虫けらのようだ」

　岩の上から飛び下りてきた朔夜が、むせている緋央にゆっくりと歩み寄る。

「緋央っ！」

　結界が解けるのを見計らったように、大だい蛇じやが魁に喰くらいつこうとした。

　それをなぎ払ったのは、颯人の槍だ。

「早く行け！」

　颯人の怒ど声せいで、硬こう直ちよくしていた魁が我に返ったように駆け出す。

　大蛇の赤い眼まなこが、魁から颯人へと標的を変えた。

「これだから……蛇は、好かん！」

　颯人は大蛇の眼に槍の先を突つき立てた。咆哮を上げた大蛇が大きくのけぞる。

　引きずられて宙に浮いた颯人が、槍を引き抜いて着地した。

　瑞貴と水城国の兵が大蛇に向かって矢を射い掛かけるが、矢は大蛇の体をすり抜けて地面に突き刺ささるばかりだ。

「成瀬、目を狙え！」

　颯人が振り返って叫ぶ。

　瑞貴は「簡単に言ってくれるなよ！」と、ぼやきながら弓に矢をつがえた。放った矢は、見事に大蛇の目に命中する。

「お前ごときが、我が血肉となれることを光栄に思うがいい」

　朔夜の手に肩かたをつかまれた瞬間、焼けるような痛みに緋央が絶叫した。押さえ付けられた肩の下から、黒い煙のようなものが流れ出す。

　次の瞬間、声を立てて笑う朔夜の腕うでが断たたれて、ボタリと落ちた。流れ落ちた鮮せん血けつが、雪に染しみ込んでいく。

　緋央は肩を押さえながら、目を見開いた。

　痛みを感じた様子もなく、朔夜は静かに視線を動かす。

「あなたに、緋央は殺させない！」

「馬ば鹿か……魁、逃げろ！」

　朔夜が手をかざすと、奪うばわれた草くさ薙なぎの剣つるぎが光を放ちながら現れる。

　緋央がいつも手にしていたような草くさ刈かり鎌がまの形ではなく、剣の形だ。邪じや気きに染まるその刃やいばは濁にごり、黒い煙のようなものが全体をおおっている。

「邪じや魔まをするな。死に損ぞこないがっ！」

　草薙剣の一いち撃げきを受け止めた魁の剣が砕くだかれる。

　緋央は倒たおれる魁の体に手を伸ばしながら、無我夢中で飛び出していた。
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「助けてくれ、我々はただ……朔夜様の命令で……っ！」

　黒い衣ころもをまとった神官の男は、顔をおおう面を脱ぬぎ捨てて、這はいつくばるように逃にげ出す。

　高月は取り押さえた男を縄なわで縛しばり上げた。

　辺りを見回すと、他ほかの者たちは呻うめき声をもらしながら地面に倒れ伏ふしている。

「こちらは片付いたようだな。ったく……余計な手間を」

「高月様、あれを！」

　常磐の指差した山頂の方を見れば、黒々とした霧きりが集まり、渦うずを巻いていた。

　地鳴りとともに足あし下もとが激しく揺ゆらぎ、石が転がり落ちてくる。まともに立っていられず、二人は身を屈かがめた。

　周囲の木々が一いつ斉せいに震ふるえ、枝に積もっていた雪を落とす。

（緋央）

　言いようのない胸むな騒さわぎを覚え、高月は揺れが収まるのも待たずに駆け出した。

　常磐は捕つかまえた覆ふく面めんの男たちを迷うように見てから、唇くちびるを引き結んで高月の後を追う。







　剣を引きずりながら、朔夜がゆっくりと近付いてくる。

　意識をなくし、ぐったりともたれかかる魁の体を抱かかえて引きずりながら、緋央は後あと退ずさりした。剣を持つ手が微かすかに震える。

「それ以上、近付くなっ！」

　切っ先を突き付けて叫ぶと、朔夜は恍こう惚こつとした表情を浮うかべ、舌なめずりした。

「いい様ざまだ。もっと恐きよう怖ふを感じろ。もっと絶望しろ。そして悶もだえ苦しんで、死んでいけ」

　剣けんを振りかざした直後、朔夜の動きが止まる。

「化け物め！」

　颯人が朔夜を貫つらぬいた槍を引き抜ぬき、さらにもう一撃加えようとかまえた。

　朔夜はひどくつまらなそうな顔をして、「化け物？」とききかえす。

「違ちがうな、私は神だ」

　両足に絡からみ付いた黒い影が本物の蛇になるのを見て、颯人は悲鳴を迸ほとばしらせた。槍で振り払はらっても、地面から次々に湧わき出してくる。

「卑いやしい人間どもは私を恐おそれ、ひれ伏すしかないのさ！」

　断ち切られたはずの腕から、黒い煙けむりのようなものが湧き出し、鱗うろこの生えた醜しゆう悪あくな手に変わる。その手が、颯人の喉をつかんだ。

「ヒヨ……さん、逃げろっ！」

　颯人が苦しげに声を絞しぼり出す。

　颯人も『ヒヨコ』が緋央の仮の姿だと、もうすでに分かっている。

　今の自分は女の恰かつ好こうではない。それなのに……。




『ならば、俺もお前を守ることはしない』




「颯人」

　背後の木の幹を支えに、緋央は震える足に力を込めて立ち上がる。

「何が、神だ」

「緋……央」

　腕に抱えた魁が、ようやく意識を取り戻もどした。

「魁、動けるか？」

「ええ……」

　魁はふらつきながらも立ち上がる。

　緋央は握にぎり締しめた剣を見る。こんな細身の剣で、まともに太た刀ち打うちできないことは分かっている。今、自分たちが相手にしているのは朔夜ではない。

　黄泉の底から蘇よみがえった、災さい厄やくと破は滅めつの神……。

　八つ股の大蛇が唸うなり声を上げ、血を吐はき出した。喰らった者たちの血だろう。

「そうがっつくな。こいつには、まだまだ楽しませてもらうんだから！」

　朔夜の振り下ろした草薙剣を、緋央が水平にかまえた剣で受け止めた。重い衝撃に、足が後方へ滑すべる。

「緋央！」

「来るな、魁。お前は颯人を連れて下がれ！」

　緋央が怒鳴ると、魁はまだ立ち上がれずにいる颯人の方に目をやり、迷うようにその瞳ひとみを戻した。

「早く！」

　緋央に促され、魁は剣を手に走り出した。その後を、大蛇が巨体をくねらせながら追ってくる。

　魁が滑り込むように颯人の元に駆かけ寄り、瞬しゆん時じに結界を張ると、大蛇は障しよう壁へきに阻はばまれ怒いかり狂くるったように暴れ回った。

　ジリジリと押される緋央の喉に、刃が当たる。木の幹に背中を押し付けながら踏ふん張るが、もう、逃げ場がない……。

「草薙剣で首を落とされるなんて、守護マモリ人ビトとして本ほん望もうだろう？　心配しなくても、この剣は私が役立ててやるさ。大和を手に入れるためにな！」

「お前には無理だ、朔夜」

「無理？」

　朔夜の顔から笑えみが消え、その身が小刻みに震え出す。

「ああ、無理だ！　誰だれもお前なんかに従わない。草薙剣を手に入れようと、ヤマタノオロチの力を使おうと……おれを殺したって、次の剣の守護人が現れて、お前を倒すに決まっている！」

　赤く染まった朔夜の瞳に狂きよう気きの色が宿るのを見ながら、緋央は言い放った。

「嫌いやになる……嫌になる……嫌になる……」

　唸る朔夜の喉と額に、瑞貴の放った矢が命中する。

　横を向いた瞬しゆん間かん、眼球を貫いた矢を、朔夜は無造作に引き抜いた。血がドロッと流れ落ちる。

　本来なら、生きていられるはずがない。

　まともに立っていることなど、できないはずだ。

　朔夜が草薙剣を一ひと振ふりすると、瑞貴と水城国の兵が吹ふっ飛んで地面に叩たたき付けられた。

「瑞貴……」

　傷を負った緋央の腹部を、朔夜が抉えぐるようにつかんだ。激痛に息が止まる。

「仕方ないだろう？　これも神しん託たくのせいなんだ」

　声を押し殺して耐たえる緋央の耳元に顔を寄せ、朔夜が囁ささやく。その間も緋央の腹部をつかむ手は緩ゆるめない。血の染みが衣に広がった。

「おれは……災厄を……もたらす者に、なんて…………な、らな……い」

　朔夜を睨にらみ、声を絞り出した。

「ああ、知っているとも。なぜって」




　災厄ヲモタラスト神託ヲ受ケタノハ、コノ、私ナノダカラ……。




　緋央の瞳に、クスクスと笑い続ける朔夜の顔が映る。

　緋央の血で汚よごれた朔夜の手が、苦痛と衝しよう撃げきに歪ゆがんだ緋央の頰ほおをなでた。

　まるで、慈いつくしむような優やさしい手付きだった。

「生まれながらにして呪のろわれていたのは、この私さ」

「じゃあ、おれの神託は……」

「神司の神官たちが、私とお前の神託をすり替かえたんだよ。上守の連中も、気付かなければ皆みな殺ごろしに遭あうこともなかったのに。愚おろかなやつら！」

「そんなことのために、お前は……お前たちは、魁の一族を！」

　緋央は渾こん身しんの力で朔夜の剣を押し返す。

「そんなこと？　生まれながらにして望まぬ運命を課せられた者の絶望が、お前に分かるか！」

　朔夜が両眼をカッと見開いて、声を荒あらげる。

　蹴けり飛ばされて雪の上に転がった緋央の腹部が、踏み付けられた。

　耐えきれず声を上げ、うずくまる。




　誰より、分かっている。そんなもの……。




「神託がすべて悪いのさ！　災厄をもたらす？　ならば、その神託通りに生きてやるさ。それが神の望みだろう？　神が大和の滅めつ亡ぼうを望むというのならば、その望みを叶かなえてやる！」

　憎ぞう悪おと絶望に染まる瞳から流れるのは、涙なみだではなく赤い血。

　悲痛とも言える叫さけびは、遥はるか高たか天まが原はらより見下ろす神々へ向けたものだろう。

「おれだって、何度も思ったよ。なんで災厄をもたらすなんて神託受けたんだろうって。母様はこんな自分を産むために死んだのかって」

　腕うでに力を込め、緋央は身を起こした。

「だからって、すべてを巻き込んで滅ほろぼすのか!?　そんなこと、お前は本当に望むのかよ！」

「望むさ。こんな世界、みんな壊こわれてしまえばいい」

「お前にも、大切なものがあったはずだろ！」

「大切なもの？　そんなもの、どこにある。どいつもこいつも、愚かでくだらない。生かす価値もない薄うすぎたない連中だ。みんな、死ねばいい！」

「お前が分かり合おうと思えば、心から分かり合えた人間だっていたはずだ！」

「お前のように、か？　そういうところが、虫むし酸ずが走るんだよっ！」

　朔夜に蹴り飛ばされて、血の跡あとを残しながら緋央の体が雪の中を転がった。

「大切なものとやらが、目の前で無残に食い千切られるのを見るのは、どんな気分だろうな。教えてくれよ、緋央」

「お前の憎にくんでいる相手は、おれだろ」

「ああ、そうさ。だから、すべて奪うばって、めちゃくちゃにしてやりたくなるんだよ。お前が絶望すればするほど、私は満たされるんだからな」

　朔夜が片手をかざすと、八つ股またの大だい蛇じやがズルッと巨体を動かした。

　飢うえたような瞳が捉とらえているのは魁の姿だ。

「魁！」

　大蛇の体当たりを何度か防いだ障壁に、光の亀き裂れつが生じる。

　結界が砕くだけ、雪が舞まい上がった瞬間、魁が腕で身をかばった。

「やめ……ろ…………やめろおおおーっ！」

　絶ぜつ叫きようした緋央の手が、首にかけた瑪め瑙のうの勾まが玉たまをつかむ。

　手のひらが熱い。そう思った時、指の隙すき間まから光が漏もれ出す。

「な……に………………を……」

　朔夜が動どう揺ようしたように後退した。

　恐おそる恐る緋央が手を開くと、勾玉はさらに強きよう烈れつな光を発し、四方八方に拡散した。

　魁に喰くらいつこうとした大蛇たちの動きが鈍にぶり、混乱したように後あと退ずさりし始める。




『緋央、忘れないで。八や尺さか瓊にの勾まが玉たまは、君の胸に……』
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　よろめきながら立ち上がった緋央は、勾玉を握にぎり締しめたまま魁の元に駆け寄った。

　目が眩くらんでよろめきながらも、朔夜は緋央を逃のがすまいと手を伸のばす。

　瑞貴が立て続けに矢を放ち、緋央を援えん護ごした。

「上守!!」

　朔夜が矢を胸に受けながら、怒ど号ごうを上げる。

　魁が額に汗あせを浮うかべながら、雪の上に膝ひざを落とした。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　きくと、魁は頷うなずいてみせる。

「お前は……なんてもの、おれにくれたんだよ！」

　背にかばった魁を軽く睨むと、「でも、役に立った」と魁は微かすかに笑う。

　緋央は肩かたから力が抜ぬけるのを感じた。

「分かっているのか。三種の神器なんだぞ！」

　子供が交かわす約束の証あかしとするには、あまりにも重すぎる代しろ物ものだ。

（それを、こんなおれに、簡単に……）

　赤くなった顔を、手の甲こうで押さえる。

　聞きたいことも、言いたいことも山ほどある。八尺瓊勾玉のことだけではない。魁の本心も、今までのことも……。

（だから、こんなところでくたばるわけには、いかないよな）

　瑞貴と二人ほど残っていた水城国の兵が緋央の元に集まってくる。大蛇との交戦で、相当に消しよう耗もうしているのだろう。兵の一人は負傷し、抱かかえられなければ自ら立てない状態だ。

　颯人も頭かぶりを振ふり、呻うめきながら身を起こす。

「動けるか？　颯人」

　緋央がきくと、颯人は「当たり前だ」と答えて、槍やりを支えにしながら立ち上がる。

「緋央！」

　遠くから呼ぶ声に、緋央は辺りを見まわした。

「高月先生！」

　人ひと影かげが見えて呼び返すと、松たい明まつに照らされた高月と常磐の姿が闇やみの向こうに浮かぶ。

　無事だったと安あん堵どした途と端たんに、目めが頭しらが熱くなった。
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　八つ股の大蛇が大口を開き、火か炎えんを吐はき出した。木々に燃え移り、瞬またたく間に周囲は炎ほのおに包まれる。

「あのシメジ、火が吐けたのか」

　颯人は大蛇と認めない方向で、自らの恐きよう怖ふ心を克こく服ふくしたらしい。だからといって、事態が改善したわけでもなく、ますます悪化の一いつ途とを辿たどっているのだが……。

　炎をまき散らしているシメジならぬ、八つ股の大蛇に向かって、緋央は剣けんをかまえた。

　出血のせいで目が霞かすみ、体が傾かたむきそうになったが、耐たえるように足に力を込める。

　こんな所で、倒たおれるわけにはいかない。

　八つ股の大蛇がそれに気付いて頭をもたげ、赤い瞳ひとみを飢えたようにぎらつかせながら、巨きよ体たいを引きずって移動し始めた。

　瑞貴が走りながら弓に矢をつがえ、反転して一気に引き絞しぼり、放つ。

　弧こを描えがいた矢が大蛇に突つき刺ささった。

「どうせ、最後には餌え食じきとなるんだ。せいぜい、逃にげ惑まどうがいいさ！」

　炎の中で、朔夜が狂くるったような笑い声を上げた。

　山の頂は炎に包まれ、空が赤く染まる。

　颯人が槍を振り投げると、頭を貫つらぬかれた大蛇がのた打ち回り、なおも颯人に喰らいつこうとする。瑞貴や颯人の奮ふん闘とうも虚むなしく、大蛇は少しも弱った様子がない。

　高月の表情も余よ裕ゆうをなくしている。

　緋央は柄つかを握る手に力を込めた。汗と血で滑すべり、剣が抜けそうになる。

「……緋央、八尺瓊勾玉を」

　魁が緋央と背を合わせながら、小声で言った。

「どうするつもりだ？」

　首にかけていた瑪瑙の勾玉を外して渡わたすと、魁は目の前で勾玉の紐ひもを引き千切る。

「何を！」

「八尺瓊勾玉で結界をつくれば、オロチの動きを封ふうじられるかもしれません」

「本当か？　上守」

　剣を正面に向けたまま、高月がきく。

　魁は身を屈かがめ、紐に連なっていた瑪瑙の勾玉を手の中に集めた。

「あれも、神に属するもの。だとすれば、依より代がなければこの世には留とどまれない。依り代から引きはがし、本来棲すまう黄よ泉みの世界へと送り返す以外に、方法はないと思います」

「待て、黄泉の岩戸をもう一度開くつもりか!?」

　顔色を変えた高月を一いち瞥べつしてから、魁は立ち上がった。その瞳に、炎の中に浮かび上がったヤマタノオロチの姿が映る。

「魁、やれるんだな？」

　緋央がきくと、魁は「やるしかないんです」と迷いのない口調で答える。

「時間を稼かせぐ。お前は結界を張れ」

　緋央が剣を握り直して言うと、高月が「馬ば鹿かを言うな！」と睨にらんだ。

「岩戸を開けば、どれほどの災いが地上にもたらされるか分からないんだぞ」

「やらなきゃ、あの化け物が地上に災いをまき散らし続けるんだ。なら、一か八ばちか賭かけた方がいいだろ！」

　緋央が強く言うと、高月がぐっと言葉を詰つまらせる。迷いをみせたものの、最後には根負けしたように深くため息を吐いた。

「無む茶ちやなことを……斎王様に怒おこられるのは、この俺だぞ？」

「斎宮に戻もどれたらおれも一いつ緒しよに怒られるよ、高月先生」

　笑えみを浮かべた緋央の頭を、高月の手が押さえ付けた。

「戻れたらじゃねえ。絶対に、無事に生きて戻る。すべてを片付けてな。いいな、緋央」

　緋央は笑みを消し、真しん剣けんな表情で頷いた。

　ヤマタノオロチの依り代となっているのは、朔夜の体だ。

　呼吸を整えてから、刃やいばを水平にかまえる。

　自らを奮い立たせるように喊かん声せいを上げながら、雪を蹴けり、駆かけ出した。

　喰らいつこうとする大だい蛇じやの頭を断たち斬きり、朔夜に向かって剣けん先さきを突き付ける。

　炎が壁かべとなって阻はばみ、剣に巻き付いて緋央の腕うでに燃え移ろうとする。熱さに思わず声がもれたが、柄から手を放すわけにはいかなかった。

　魁は降り積もった雪に足で線を描きながら、八方に八尺瓊勾玉をおき、結界をつくっていく。

　朔夜はこちらに気を取られていて、魁の動きにまで気付いていない。いや、気付かせてはならない。せめて、魁の結界が完成するまで。

　炎を振り払はらって一歩下がり、荒あらい息を吐きながら、朔夜を見み据すえた。

　剣を見れば刃が半分に欠けている。しょせんは、ただの剣だ……草くさ薙なぎの剣つるぎのようにはいかない。

「惨みじめなものだな、緋央」

　憐あわれむような瞳を向けて、朔夜が近付いてくる。

　まわりは炎にかこまれ、逃げ場は完全に塞ふさがれていた。あと、残っているのはこれだけだ。

　焦あせる手で、背に負っていた荷を解ほどく。

「お前は私のかわりに、神しん託たくどおり大和に災いをもたらした者として、死んでいくんだ。私はお前のかわりに、この大和の覇は者しやとなろう」

　足を止め、朔夜が草薙剣を緋央に向けた。

「どっちも、ごめんだ」

　包みを抱えて後あと退ずさりすると、八つ股の大蛇が炎をまといながら、徐じよ々じよに迫せまってくる。

「何をしている、下がれ！」

　颯人が槍を手に駆け寄りながら怒ど鳴なった。

　下がることなどできない。

（魁！）

　緋央が目を伏ふせた時、魁が「緋央！」と呼ぶのが聞こえた。

　パッと目を開けば、魁の結んだ結界の線を辿るように光が走る。

　魁が柏かしわ手でを二回、打ち鳴らした。

　結界の存在に気付いた朔夜が、顔を歪ゆがめ、「させるか！」と喚わめいた。

　大蛇の姿をとった黒い影かげと、紅ぐ蓮れんの炎が絡からみ合いながら緋央に向かって襲おそいかかる。

　本能的に足が逃げようとするのを、唇くちびるを嚙かんで踏ふみ止とどまった。抱えた包みの中から取り出した青銅の鏡を、高く掲かかげる。

「アマテラス大おお御み神かみよ!!」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、アマテラス大御神の現身である八や咫たの鏡かがみが金色の光を放つ。それが壁となって大蛇と炎とを防いだ。

　拡散する光の眩まぶしさに、颯人が腕で目をかばう。高月や瑞貴、常磐も直視できずに顔をそむけた。その中で、朗々と響ひびくのは祓はらえ詞ことばを唱える魁の声だけだ。

「こんな…………は…………ひ…………うっ！！！」

　憎にくしみを滾たぎらせながら、朔夜が緋央につかみかかろうとする。だが、八咫鏡の放つ光に体が弾はじき飛ばされた。

　辺りに響き渡った絶ぜつ叫きようがヤマタノオロチのものなのか、朔夜のものなのかは分からない。

　光が潰ついえると、膝ひざを折った緋央の手からカランと鏡が落ちた。

　汗あせだくになり、荒い息を吐きながら見れば、雪の上に朔夜の体が転がっていた。その下から血があふれ出している。

「朔夜」

　緋央は震ふるえる膝に手をつきながら、身を起こす。

　はっとした魁が、祓詞を中断して「駄だ目めだ、緋央！」と叫んだ。

　地面の亀き裂れつに引きずり込まれようとしていた大蛇が、緋央の体に絡み付く。

（黄泉の岩戸！）

　締しめ上げられ、肋ろつ骨こつが軋きしむ。

　亀裂に片足がはまり、体が大きく傾かたむいた。

　完全に落ちなかったのは、魁が両手で緋央の腕をつかんだからだ。

「魁……」

　魁の細ほそ腕うででは無理だ。一緒に亀裂に引きずり込まれる。

「放せ、お前までっ！」

「できるわけないでしょう！」

　もう片方の緋央の足も落ちると、ガクッと体が下がった。

　重みで引っ張られた魁が、辛かろうじて足を踏み締めて耐たえる。

「おれのことはいい。岩戸を閉じろ!!」

　声を張り上げると、魁は強く首を横に振ふった。

「ヤマタノオロチを封じることが、おれたちの役目だろ!!」

　今、この機会を逃のがせば、もう二度と封じられないかもしれない。

「一緒に、約束したことを忘れたんですか!?」

　魁が首から下げた黒曜石の勾玉が揺ゆれる。

「こんなところで、あなたを失うわけにはいかないんだ」

（か……い…………）

　緋央は唇を嚙み締め、足元に目をやる。どこまでも深く、暗い闇やみが広がっている。

　ヤマタノオロチは、朔夜の体からは引き離はなされたはずだ。だが、朔夜の執しゆう念ねんが乗り移ったように絡み付いて離そうとしない。黄よ泉みの道連れにするつもりなのだろう。

「おれも、お前を……失うわけには、いかないんだよ」

　ともに、大和に新しい世界を創つくる。

　そんな夢を、本気で見ていた。

　見続けていたかった。

　夢が現実になるその時まで……。

　地面の亀裂の際まで引きずられた魁が、歯を食いしばる。唇の端はしから血が一ひと滴しずく垂れた。

　その背後に立った影に気づいて、緋央ははっとする。

　表情をなくした青白い顔の朔夜が、草薙剣を引きずるようにして緋央と魁を見下ろしていた。

「魁、後ろ！」

　焦った声で叫んだが、魁は緋央をつかんだまま身動きが取れない。

　ヤマタノオロチの力を失った朔夜の顔からは黒い痣あざが消え、片かた腕うでからは血が流れ落ちていた。

「さ……くや……っ！」

　宙ちゆう吊づりのまま、緋央は兄と睨み合う。

「退どけ……」

　不気味なほど感情のこもらない声で言い、朔夜は草薙剣の柄つかを握にぎり直す。

　真っ直すぐに突つき立てられる刃に、緋央は反射的に目を瞑つぶった。

　朔夜が突き立てた刃は、緋央に絡み付いた大蛇の頭部を貫つらぬく。

　締め付けが緩ゆるみ、体が落ちかける。魁の手が滑すべりかけた時、左右から伸のびた手が緋央をつかんだ。

「颯人、瑞貴」

　緋央は魁の左右から手を伸ばしてつかんでいる二人を見上げ、それから草薙剣を手に立つ朔夜に視線を移した。

　目が合うと、朔夜はふんっと気に入らなそうに顎あごをしゃくり、草薙剣を無造作に放り出す。

「神託になど……誰だれが、従うものか」

「朔夜、お前……」

　憎まれ、疎うとまれ、死ねばいいとすら思われていたはずだ。

　それなのに、なぜ……。

「こんなつまらない人の世など、お前にくれてやるさ」

　朔夜はそれ以上、緋央に目をくれることなく両手を広げる。

「マガツヒ神よ。喰くらうならこの身を喰らえ。我を常とこ世よの国の王となせ!!」

　叫ぶ声に応じるように、咆ほう哮こうを上げた大蛇が朔夜に喰らいつく。

「朔夜っ!!」

　黄泉の底へと消えていく朔夜の顔に、微かすかな笑えみが浮うかんだ。

　颯人と瑞貴の手で引き上げられると、間かん一いつ髪ぱつで地面の亀裂が閉じる。

「朔夜…………なんで、なんで……だよ…………っ!!」

　風に運ばれた雪が、何もかも覆おおうように白く染めていく。







　　　七







　板間で、高月は乾かん燥そうさせた薬草をすり潰つぶす。吹ふき込んだ風に明かりが揺れた。

「そんなところに、突っ立ってないで、入ってきたらどうだ？　用があるんだろう」

　手を動かしながら言うと、戸口に佇たたずんでいた魁がためらうように入ってきた。

　魁が少し離れて正座すると、高月が膝の向きを変える。

「外はまだ、吹ふ雪ぶいているようだな」

　少し冷め気味の白さ湯ゆを入れ、魁に差し出した。

「ええ……」

「お前が俺に会いに来るなんて、どうしたんだ？」

　受け取った湯ゆ吞のみを手の中に包んだまま、魁は硬かたい表情で黙だまっている。

　湯吞みを見つめていたが、意を決したのか、高月の方に視線を戻もどした。その手が、口をつけないままの湯吞みを床ゆかにおく。

「今回のこと……私のしたことは、許されるとは思っていません」

　魁は静かに口を開いた。予測していた話だけに、ため息がもれる。

「お前が朔夜に加担していたのは、故ゆえあってのことだろう」

「私は神官としての領分を逸いつ脱だつした。斎王と火高国の王の審しん判ぱんにこの身を委ゆだねるつもりです。どうか高月様よりその旨むねを」

　床に手をつき、少し頭を垂れる。

　高月は「しかしな」と、困ったように頭を搔かいた。

「今のお前は凪国の神官だ。裁く権限が火高国にはない」

　そう答えると、魁が頭を上げる。

「ですが、斎王様は大和のすべての神官、巫み女こを束ねる方。凪国の神官であろうとも、関係ないはずでは？」

「だから、つまりだな。お前は、朔夜のやつから三種の神器を守ろうとしたんだろう！」

　まどろっこしいとばかりに高月が声を大きくして言うと、魁は「それは……」と戸と惑まどうように視線をそらす。

「その事を、斎王様は高く評価しておられる。裁く理由もないのに、裁けるか！」

　腕うでを組んでそう言うと、魁は思案するように黙った。

（ったく、やりにくいったら……）

　緋央が相手なら拳げん骨こつの一つでもくれてお説教をしてやるところだが、魁の場合はそうはいかない。緋央とは違ちがう意味で、放っておけない危あやうさがある。

　最年少で神官となった神童と言われてきたが、中身はやはり緋央と同じ年相応の少年なのだ。まだまだ、誰かの導きが必要な……。

　高月は「しょうがねえな」と、呟つぶやきをもらした。

　誰かを教え導くなど、自分からは一番遠い事なのに、気付いたらそういう役回りばかり巡めぐってくる。これもまた、神が与あたえた定めというものなのか。

「どうしてもって言うなら、一つだけ誓ちかえ」

　自らの行き場をなくしたような瞳ひとみで見つめてくる魁の頭に、高月は手をやった。
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　静かに息を整えて集中し、剣けんをかまえる。

　踏ふみ込み、一気に突き出すと、止まった刃やいばの上に雪がのる。

　緋央は足を戻して、手にした草くさ薙なぎの剣つるぎを見つめた。以前は草くさ刈かり鎌がまの形だったが、ヤマタノオロチとの戦い以来、剣の姿を保ったままだ。

　白銀の研とぎ澄すまされた刃に自分の顔が映る。

　寒気がしてクシャミをもらした瞬しゆん間かん、背後から拳骨を食くらった。

「痛てっ！」

　頭を押さえて振ふり返ると、旅装姿の高月が怖こわい顔をして立っている。

「大人しく療りよう養ようしてろって言ったろ、この馬ば鹿かったれ！」

「半月も寝ねてられるかよ！　もう、治った」

「ほほお、確かめてやるから来い！」

　高月に肩かたをつかまれ、緋央はよろめきながら部屋に向かう。







　板間に上がると、緋央は高月に言われて上の衣ころもを脱ぬぐ。

　包帯を解き、荷から取り出した薬を傷口に塗ぬり直しながら、高月は不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

「真ま面じ目めに薬は塗っていたみたいだな」

「魁のやつが、母親みたいに口うるさいからな」

　顔をしかめる緋央を見て、高月は密ひそかに笑みを浮かべる。

「お前に任せたら、どうせ傷を放置して膿うませるのが関の山だろうからな。俺が斎宮に戻ってる間、あいつに面めん倒どうを見るように頼たのんで正解だった」

「叔お母ば上うえに会ってきたんだろう？」

　高月は事後処理と報告のために、怪け我がで動けない緋央を水城国の宮きゆう殿でんに残し、斎宮に一いつ旦たん戻もどった。魁の処しよ遇ぐうも何かしら決まったに違いない。

（魁は何も言わないし）

　このところ、部屋に引きこもって書物ばかり読み漁あさっている。

　怪我の手当てをするために、夕方に一度必ず姿を見せるが、用がすめばすぐに宛あてがわれた寝しん所じよへと戻ってしまい、ろくに話もしない。

　どう、話を切り出せばいいのかも分からず、自分から会いに行くのもためらわれた。

　苛いら立だちを紛まぎらわせるために、草薙剣を持ち出して振り回していたところだ。

「魁のこと、叔母上は何て？」

「どうするかを決めるのは、あいつ自身だ」

　斎宮としては処しよ罰ばつはしないということだ。密かに胸をなで下ろしたが、魁自身がどうするのか、それはまだ分からない。

　自分の腕うでを見たのは、黄よ泉みの底に引きずり込まれそうになった時に、必死につかんでいた魁の手の感かん触しよくを思い出したからだ。

　戦いから半月、記き憶おくはまだ鮮せん明めいなまま残っている。

　自分のかわりに闇やみの底に落ちていった朔夜の事も……。

　手を握にぎり締しめ、緋央は顔を上げた。

「なあ、高月先生」

　呼びかけると、包帯を巻き直しながら高月が視線を上げた。

「朔夜はなんで、おれを助ける気になったのかな」

　最後の最後に朔夜の見せた顔は目の裏に焼き付いたままだ。

「さあな。だが、お前は朔夜に生かされたんだ。そのことを忘れてやるな」

　高月は緋央の肩に衣をかけながら言う。

　望まない神しん託たくに翻ほん弄ろうされ続けた。

　そこから、兄は解放されたのだと思いたい。

　黄泉にある魂たましいに、いつか安らぎが訪れるように……。
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　雪が止やみ、久々に晴れ間が覗のぞく。

　斎宮に戻る前に、一磨が草薙剣を見てくれるというので、緋央は工こう房ぼうへと足を運んだ。

　焼け落ちてしまった工房を再建するために、職人たちが木材を担かついで忙いそがしそうに往来している。その中で指示を出していた瑞貴が、緋央に気付いて笑え顔がおで歩み寄ってきた。

「もう、傷の方はいいのかい？」

「ああ。忙しそうだな」

　瑞貴の手には、図面が握られている。

「再建するついでに、工房を広げようと思っていてね。以前の工房は手て狭ぜまになっていたところだったから、いい機会だよ。勾まが玉たまを使った縁えん結むすびの髪かみ飾かざりを、水城国の名産品として大々的に売り出していくつもりなんだ。ちなみに、これが試作品さ」

　瑞貴は懐ふところから桃もも色いろの組くみ紐ひもで作った勾玉の髪飾りを取り出した。勾玉に使われているのは紅べに水すい晶しようだろう。

「へえ、いいな」

　思わずそう言うと、瑞貴が「そうだろうとも！」と得意満面に胸を張る。

「気に入ったのなら、君に進しん呈ていしようじゃないか。さっそく、ヒヨコさんに変身したまえ。ちなみに、この髪飾りに似合う、桃色の袴はかまもこしらえてみたんだ」

　瑞貴はまたしてもどこかから桃色の袴を引っぱり出してきて広げてみせる。それを、「さあ！」とばかりに突つき付けられて、緋央はわずかに身を引いた。

「おれは音葉に似合いそうだと思って言っただけだ！」

「音葉は髪かみが短くなってしまっているから、髪飾りなんて使ってくれないんだよ。それに、あの子ときたら色気も素そっ気もない衣ばかり着ようとするのさ。嘆なげかわしいと思わないか!?」

　瑞貴は涙なみだをためながら、緋央にすがりついた。

「嘆かわしいのはお前の頭だ。女の恰かつ好こうなんかおれはしないからな！」

「君は斎王代として水城国に来ているんじゃなかったっけ？」

　意地悪くきかれて、緋央は「うっ……」と視線を外す。

「おれも髪……短いし」

「心配ご無用だよ、付け毛もこの通り準備したからね」

　懐から、緋央専用と思おぼしき付け毛を取り出してみせる。

「何で、持ち歩いてんだよ。そんなもの！」

「この私に抜ぬかりはないのさ。さあ、部屋に行こうじゃないか」

「えっ、ちょ……待て。嫌いやだって言ってるだろ！」

　踏み止まろうとしたが、瑞貴に腕を引っ張られて引きずられた。







　瑞貴が用意した小こ袖そでの衣と桃色の袴に無理やり着き替がえさせられた緋央は、羞しゆう恥ちで頰ほおを赤く染め、小刻みに身を震ふるわせる。

　長い付け毛を櫛くしですいていた瑞貴が、上じよう機き嫌げんに緋央の髪を束ねて勾玉の髪飾りで結ゆわえた。

「はい、できた。やっぱり君は、こっちの恰好の方がよく似合う。男の恰好の君なんて、残念過ぎて見ていられないよ！」

「残念過ぎて、悪かったなっ！」

　振り向いて言い返すと、瑞貴がにこりと笑って鏡を突き付ける。

　鏡に映る飛び切りの美少女が、げんなりした表情を浮うかべた。緋央はため息を吐ついて、鏡を避さける。一磨のところに行くのに、男の恰好では確かに都合が悪い。

「もう、いいだろう？　草くさ薙なぎの剣つるぎ、見てもらう約束してるんだ」

「一磨なら、今は工房にはいないよ」

「どこに行ったんだよ？」

「今は、オロチ族の村の方にね」

　ヤマタノオロチとの戦いの後で、オロチ族の長おさと水城国の王との間で和平の契ちぎりが結ばれたと、高月から聞いていた。だが、それ以上の詳くわしい話は分からない。

　オロチ族も戦いによってかなりの痛手を負っている。朔夜もいなくなり、ヤマタノオロチも再び封ふうじられた以上、水城国と戦いを続ける理由はない。

「今回の一件は、オロチ族の総意というわけではなかったようなんだよ」

　立ち上がった瑞貴が木戸を開くと、太陽の光が広い板間に差し込んだ。

「朔夜に、操あやつられていたってわけか」

「ヤマタノオロチの邪じや念ねんのせいさ」

　いつしか、人の心に入り込んで狂くるわせていく……。

　朔夜もまた、己おのれの意志ではなく、気付かないうちに取り憑つかれていたのかもしれない。

「いつまでもいがみ合っていたところで、我が国にも、オロチ族にも得るものはないからね。いい機会だったのさ」

　木戸にもたれた瑞貴は、腕を組みながら外の景色を眺ながめる。

「一磨は、製鉄技術を学ぶためか？」

「オロチ族は、我が水城国にはない技術を持っているからね。工房を広げようと思ったのもそのためさ。オロチ族の職人を水城国に迎むかえようと思っているんだ。彼らは製鉄だけではなく、玉の加工においても優すぐれた技術を持ってる。我々が彼らから学ぶことは多いよ」

「水城国はこれからもっと、大きくなりそうだな」

　密ひそかな焦あせりを覚えていると、瑞貴がニコリと微笑ほほえんだ。

「うかうかしていると、君や颯人においていかれてしまうからね」

「おれは……」

　緋央は困こん惑わく気味に視線を下げた。颯人や瑞貴に比べて、自分はまだ何一つ、確かな足場を築いていない。自分の身の振ふり方すら、まだ定さだかではないのだ。

　火高国にいる父の元にも、朔夜の事は伝わっているだろう。

（おれも……本当は、こんなところでいつまでも、のんびりしてる場合じゃないんだよな）

　名目上とはいえ、国を追放された身では父の許しもなく戻もどるわけにはいかない。それに、今の自分は斎王代という立場だ。

　考え込んでいる緋央を見て、瑞貴が戸を閉めて歩み寄ってきた。

　向かいに、あぐらをかく。

「私もいつまでも、工房の管理だけをやっているつもりはない」

　瑞貴が真顔で打ち明ける。

「それは……」

「父上にも、他ほかの兄たちにも、この国を任せておくわけにはいかない」

　水城国の王となる。その瑞貴の決意を緋央は黙だまって受け止めた。

「音葉にも、まだ教えていない。だから、今の話は君の胸に」

　瑞貴の指が、緋央の胸をトンと叩たたいた。

「音葉のためか？」

「いや……君たちに感化された、からかな」

　緋央を見て、瑞貴は目元を和なごませた。

「おれ、たち？」

「凪国、水城国、火高国の三国がともに手を携たずさえ、戦いではなく、和平によって大和の国体を維い持じしていく。それこそが、君たちの抱いだく理想だろう？」

「颯人から聞いたのか」

「私だけ除のけ者なんてひどいじゃないか。三国の王となる者が同じ理想を抱かなければ、実現しないんだ。だったら、この私が水城国の王となるしかない。そうだろう？」

「本気、なのか？」

　王となる道を選べば、望む、望まないにかかわらず、泥どろ沼ぬまの権力闘とう争そうを覚かく悟ごしなければならない。瑞貴がそこに身を投じるということは、音葉も巻き込まれずにはいられないだろう。

「どのみち、今のままでは音葉は政治の道具として利用される。そうさせないためにも、私はあの子の盾たてとなる」

「音葉は賛成しないだろうな」

　静かに目を伏ふせて言うと、瑞貴も「ああ」と小さく相あい槌づちを打った。

「成瀬、いるか？」

　颯人の声に、緋央と瑞貴は顔を見合わせて話を中断する。

　瑞貴が「ああ、どうぞ」と促うながすと、木戸が開いて颯人が姿を見せた。

　緋央の恰好を目にした途と端たんに、颯人は動どう揺ようして後ろに下がった。段差を踏ふみ外してよろけそうになる。

「貴様……なぜ、また女おな子ごの恰好などしているんだ!?」

　瑞貴が開いた扇おうぎで口くち許もとを隠かくしながら、緋央に顔を寄せる。

「君、すっかり素す性じようがばれてしまったのかい？」

「まあ……」

　首を竦すくめると、瑞貴が「何だ、つまらないなあ」と唇くちびるを曲げる。

　颯人の後ろから遠えん慮りよがちに顔をのぞかせた魁を見て、緋央が「あっ……」と声をもらした。

「やれやれ、せっかく秘密の話をしていたところなのに」

　瑞貴はわざとらしくため息を吐いてから、さりげなく緋央の肩かたに腕をまわして引き寄せる。

「なっ、貴様っ!!」

　颯人が眉まゆを吊つり上げると、瑞貴は「おや、何か？」と意地悪くきき返した。

「別に秘密の話でも何でもない」

　わずらわしそうに、緋央は瑞貴の腕をはね除けた。

「そうそう、私たちの将来について語り合っていたところさ」

「だから、紛まぎらわしい言い方をするな！」

　緋央が睨にらむと、瑞貴は面おも白しろがるように目を細めた。

「その将来とやらについて、俺もじっくりと聞かせてもらいたいものだな」

　機き嫌げんの悪い顔でやってきた颯人が、膝ひざが当たるほど緋央の近くに腰こしを下ろす。

　木戸を閉じて入ってきた魁が、遠慮するように少し離はなれて正座した。

「お前が瑞貴に話したことについてだよ！　というか、近すぎるだろ」

「俺が成瀬に？」

　瑞貴を一いち瞥べつしてから、颯人は緋央の方に顔を戻す。合が点てんがいったように、「その話か」と呟つぶやいた。

「他にどんな話があるんだよ!?」

「実を言うと、さっきの話を持ちかけてきたのは鷹たか影かげだからね」

　いたずらっぽく笑いながら瑞貴は扇を閉じた。

「そう、なのか？」

「同盟は水城国も加わらなければ意味がないからな」

　颯人の視線が、黙って座っている魁の方へ向けられる。

（もしかして、魁の提案なのか？）

「颯人、お前……その話を、いつ瑞貴にしたんだ？」

　訝いぶかしむようにきくと、颯人ではなく瑞貴が口を開いた。

「水城国を訪おとずれてすぐだよ」

　緋央の頰ほおがカッと朱しゆに染まる。

「ってことは、最初から魁が水城国にいることを知っていたんだな!?」

「怒おこるな。事が事だけに、慎しん重ちようを期さねばならなかったのだ。それに、あの時は……お前のことをヒヨコさんだと思っていたわけで……」

　颯人はばつが悪そうに、モゴモゴと口ごもる。

　少し冷静になって考えれば気付いたはずだ。

　凪国の神官である魁が、誰だれにも知られず、簡単に行方ゆくえをくらますことなどできるはずがない。

　そもそも、下僕だった魁を、優ゆう秀しゆうだという理由だけで神官に取り立てるはずもない。魁が颯人にどれくらい事情を話したのかは分からないが、火高国の、朔夜の密みつ偵ていだったことも、颯人は承知済みだったということだ。その上で、颯人は魁の言葉を信じた。

　颯人が水城国を訪れたのは、凪国に対する疑念を晴らすというのは表向きで、瑞貴に会う事が本当の目的だったのだろう。

　緋央は両手を床ゆかについてうな垂れた。

（おれだけ、蚊か帳やの外だったなんて！）

「あの、緋央？」

「颯人には言うのに、なんでおれには黙ってたんだよ」

　膝を寄せ、気き遣づかうように顔を覗のぞいてくる魁に、緋央は恨うらめしそうな目を向けた。

　魁の本心が分からなくて、どれほどやきもきさせられたことか。

「緋央は……その、すぐに顔に出るし、朔夜様に悟さとられるわけにはいかなかったから」

　魁は言い難にくそうに、声を小さくした。

「仕方がないさ、緋央ちゃん。君ときたら女の子のふりをするのも、すぐにボロが出てバレバレだったからね。気付かないのは、よっぽど鈍どん感かんなどこかの堅かた物ぶつ馬ば鹿かくらいなものさ！」

　扇をひらつかせながら、瑞貴があっけらかんと笑う。

　緋央と颯人が、ピキッと硬こう直ちよくした。

「緋央、ごめんなさい」

　申し訳なさそうに謝られて、緋央はため息を吐ついた。

「ま、いいけどさ。三種の神器も守られたし、ヤマタノオロチも封ふうじられたんだ。お前がいなきゃ、無理だった」

　何だか、だまされたようで面白くはないが、魁は魁で、自分と交かわした約束を果たしてくれようとしていた。それだけで、十分だ……。







　颯人と魁とともに瑞貴の部屋を後にすると、頭上に広がる空は夕暮れの色に染まっていた。

　硬かたくなった雪が、琥こ珀はく色いろに照らされて輝かがやく。

「明朝には、発たつつもりでいる」

　並んで歩きながら、颯人が口を開く。どちらからともなく足を止めた。

「そんなに、急ぐのか」

「あまり長く国を空けるわけにもいかないからな」

　これ以上、水城国に留とどまる理由もないのだろう。緋央は足あし下もとに目をやる。

　長く引き伸のばされた三人の影かげもその場から動かない。

「だが、戻もどる前にお前との決着をつける必要がありそうだ」

　颯人の言葉に、緋央はゆっくりと顔を上げた。

「勝てば、魁を自由にするって約束、忘れてないだろうな？」

　たとえ、どのような理由があれ、魁が密偵として凪国に潜せん入にゆうしていたのは事実だ。

　戻れば罪に問われる。それもかなり重いものになるだろう。

　これが、最後の機会になる。







　焼失を免れた建物の裏手で、緋央は女物の衣ころもを脱ぬいで元の恰かつ好こうに戻る。その様子を、魁が心配そうに見守った。

「緋央、傷は……」

「魁、今さらだけどさ。おれにその命、預けてくれるか？」

　帯を結び、腰に剣けんを差す。

　草くさ薙なぎの剣つるぎは魁の手に預けた。私事の勝負に、神聖な神の剣を持ち出すわけにはいかない。それに、これは対等な勝負だ。

　草薙剣を胸に抱いだいたまま緋央を見つめてから、魁は少し瞼まぶたを下げた。

「ええ」

　緋央は魁の肩に手をやってから、歩き出す。







　工房の側の人ひと気けのない林の中に移動すると、颯人がすでに待っていた。

「言っておくが、手加減はしない」

「いるかよ、そんなの」

　こちらはまだ傷が癒いえていないとはいえ、颯人は槍やりの方が得意なのに、剣で勝負してくれるのだ。

　緋央が剣を鞘さやから引き抜ぬくと、颯人も手にしていた剣をかまえる。

　魁が静かに見守る中、緋央と颯人は剣を向け合って対たい峙じする。

　魁と再会し、颯人と初めて出会い勝負を挑いどんだあの日から、どれだけ回り道をしたのか。

　もう二度と大切なものを失わないために、もう一度、剣をとる。

　呼吸を計り、ほぼ同時に駆かけ出した。

　打ち合わされた剣の音が響ひびく。

　重なり合った刃やいばに、夕日が反射し黄金色の輝きを放った。







　　　終







　蟬せみの声にかこまれた部屋に、生暖かい風と光が入る。簾すだれの影が、板間に映っていた。

　正座していた青年が、簾をくぐり入ってきた人の気配に振ふり返る。

「準備できたのか？　そろそろ時間になるぞ」

「出来てるよ、高月先生」

　三年前に比べ、少し大人びた笑えみをみせ、緋央は剣を手に立ち上がった。

　外に出ようとすると、「ちょっと、待て」と呼び止められる。

　立ち止まると、高月が手を伸ばした。

「襟えりが曲がってる」

　少し緩ゆるかった襟を引っぱって直す。

「火高国の勅ちよく使しとして出るんだから、ちゃんとしろ」

　緋央は少し窮きゆう屈くつそうな顔をして、襟を確かめた。

　三年前は兄の代理として出た御み劔つるぎ神しん事じに、今度は正式な勅使として列席する。決して、おろそかにはできない。

　高月がこの度たびの斎宮行きに同行したのは、緋央の補ほ佐さ役という立場だからだ。

　火高国の次の王となる者として、父について政事の場にも臨のぞむようになった。最初は右も左も分からないような状態だったが、高月の補佐もあって、今は少しずつだが父や大臣たちの話し合いにもついていけるようになった。

　目指すところはまだ遠いが、着実に自分の足で進んでいると思える。

　外に出ると、光が眩しくて額に手をかざす。

　三年ぶりに訪おとずれた斎宮は、夏真っ盛りだった。

（変わらないんだな、ここは）







『本当によいのですか？』

　水城国から斎宮に戻ってきた緋央に、叔お母ばの紅奈はそう尋たずねた。

『草薙剣は今のおれが持つべきものじゃない。斎宮に、あるべきものだ』

　剣も一つ役目を終えた以上は、鎮ちん守じゆの森の奥深くで静かに祀まつられていた方がいい。

　大和が一つになる、その時まで……。

　剣が奪うばわれる心配がなくなった今、剣の守護マモリ人ビトとしての役目も終わった。

『それに、どうしてもやらなくてはならないことができたんだ』

『すでに、心を決めているのですね』

『はい、斎王様』

『そうですか。ならば、私もこれ以上引き留めはしません。大たい儀ぎでありました、緋央』

　簾すだれ越ごしに、紅奈の声が返ってくると、緋央は床ゆかに手をついて深く頭を下げた。

『お前がいなくなると、寂さびしくなる』

『また、戻ってきます。いつか、また剣が必要となる時が来るから』







　祝しゆく宴えんの席を一人抜け出した緋央は、階段を下りて夜風に当たる。

　巫女見習いの少女たちが、お膳ぜんを手に慌あわただしく出入りしていた。

（おれも、あの中にいたんだよな）

　女の恰好をしていたことを思い出し、頰を搔かきながら苦く笑しようをもらす。

　少女たちが庭先に佇たたずんでいる緋央に気付き、互たがいに肘ひじをつつき合いながらクスクス笑った。

　好意的な眼まな差ざしを向けられ、居い心ごこ地ちが悪そうに視線をそらす。

　知っている顔はほとんどいない。この三年で巫女見習いたちの顔ぶれも変わったようだ。

　国に戻もどった者もいれば、巫女になった者もいるのだろう。変わらないのは、皺しわラッキョウの師し範はんくらいだ。相変わらずのキンキン声も、今となっては懐なつかしい。

　篝かがり火びから火の粉が舞まった。

　夜風にのって、太たい鼓こと笛の音が聞こえてくる。

　今ごろ、本ほん殿でんでは草薙剣を前に剣けん舞ぶが奉ほう納のうされていることだろう。

　今夜は夜通し、神に神楽かぐらが奉納される。

（音葉は二度目の剣舞か）

　再び斎王代となった音葉とは、時折、文ふみを交かわしている。昼間の誓せい約やくの儀ぎの時、その顔を見ることができたが、驚おどろくほど女らしく成長していたので戸と惑まどってしまった。

「なーに、一人で黄たそ昏がれているんだ？」

　いきなり背中を叩たたかれて振り向くと、瑞貴と颯人がいた。

　二人に見下ろされて、緋央はうっと身を引く。

　自分もかなり伸のびた方だと思っていたが、二人に比べたらそうでもなかったらしい。

　颯人など、背だけではなく体格まで一回りは大きくなっている。

「相変わらず、可愛かわいいままで安心したよ。君がむっさくなっていたらどうしようかと、この三年間、気が気じゃなかったんだ！」

　瑞貴が緋央をひしっと抱だき締しめた。

「やめろ、暑苦しい！　というか、お前は頭の中身、全然変わってないだろ!?」

「頭の中身は変わらなくても、ますます目ま映ばゆいばかりの男前になっただろう？　私自身、毎朝目が覚めて鏡を見るのが恐おそろしいよ。あまりの美しさに目め眩まいがするからね！」

「その辺にしておけ、瑞貴」

　肩かたをつかまれ、瑞貴から引き離はなされた緋央は、颯人の精せい悍かんな顔を見上げる。

　颯人は緋央と目が合うと、急に咳せき払ばらいをして顔を背そむけてしまった。

「その……久しいな、緋央」

「ああ……元気、そうだな」

　颯人の緊きん張ちようが伝わってきて、緋央の態度も無意識にぎこちなくなる。

「せっかく、こうしてまた会えたんだ。飲み直そうじゃないか。幸いにも今こ宵よいは満月だ」

　瑞貴が緋央と颯人の肩に腕うでを回して言い、片目を瞑つぶってみせた。

「今まで、飲んでただろ。おれはいい」

「まあ、そう言いなさんな。あ、そこのお嬢じようさん。その酒、私の部屋に運んでくれないか？」

　殿でんに銚ちよう子しを運ぼうとしていた巫女見習いの少女を、瑞貴が呼び止める。

「勝手に決めるなよ！」

「……俺はかまわんが」

　颯人は緋央と目が合うと、何気なく視線をそらしながら前まえ髪がみを搔き上げた。

（それも、そうか）

　三年ぶりの再会だ。羽目を外すのも、悪くはないだろう。そんな気になり、緋央は二人と歩調を合わせながら歩き出した。







　賓ひん客きやく用の寝しん所じよに上がると、瑞貴が縁えん側がわに腰こしを下ろして酒を注ぐ。

　夜空に浮うかんだ丸い月が、静かに見下ろしていた。

「次に、こうして会うことができるのは、いつになるかな」

　杯さかずきを緋央と颯人に渡わたしながら、瑞貴が少し感傷的に呟つぶやいた。

「決まっている」

　あぐらをかいた颯人が、杯を口に運ぶ。

「俺たちが王となった時だ」

　緋央と瑞貴が颯人の顔を見る。夜風が庭先の草をなでていく。

　緋央は手にした杯に視線を戻して、目を細めた。

「いずれ、大和を一つにする。それが、この国の真のあり方だ」

　颯人の声には力がこもっていた。

「私たちの誰だれかが、それを成し遂とげられると思うかい？」

　瑞貴は後ろに手をついて、もたれかかるようにしながらきく。

「さあな。だが、少なくとも、俺は諦あきらめるつもりはない。そのために、まずは凪国をよりいっそう強大な国にする。王にならなければ始まらん」

　杯を手に立ち上がった颯人が、月を見上げた。

　同じ目標を掲かかげる以上、いつかは雌し雄ゆうを決するしかない時がくるのだろう。

「大和を戦乱に導くことなく、統一を果たす。それがおれたちの役目だ」

　緋央は見つめていた杯を空にする。

　颯人が振ふり向いて、ふっと笑えみをもらした。

「理想を掲げるのは容た易やすいが、成すのは困難だぞ」

「草くさ薙なぎの剣つるぎは覇は者しやではなく、王者が持つべき剣けんだ」

　神は、大和を治めるに値あたいする真の王者が現れた時に、草薙剣をその手に委ゆだねるのだろう。

　それが、誰になるのか……。

「遠いな」

　颯人が顔を戻して呟く。

「ああ……だけど、届く夢だ」

　緋央は手のひらを月にかざした。

　同じように月を見上げた颯人と瑞貴も、今、同じ思いを胸に抱いだいているのだろう。

　そんな気がした……。
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　朝の清せい涼りような空気と光に包まれた神楽かぐら殿でんに上がる。

　誰もおらず、巫み女こ見習いだろうか、誰かがおき忘れた扇おうぎが一つだけ残されていた。

　身を屈かがめ拾い上げ、開いてみる。

　この神楽殿で、肉刺まめができるくらい何度も神楽の練習をしたことを思い出した。

　何となく、体が覚えているかどうか試ためしたくなって、開いた扇を手に膝ひざを折る。

　目を閉じて意識を集中させ、ゆっくりと立ち上がり、扇を持つ手を広げた。最初の所作を思い出せれば、後は勝手に手足がついてくる。

　扇を水平にし、身をまわす。

　不意に、笛の音が合わさった。

（あっ、この音）

　聞き慣れた音色に気付いた途と端たんに、足がもつれて床に膝ひざをついた。

　目を開くと、神官の衣ころもを着た魁が柱にもたれていた。

　笛から口を離すと、緋央を見てクスリと笑う。

　細身なのは相変わらずだが、背せ丈たけは緋央とほとんど同じだ。以前は緋央の方が少し低かったが、ようやく追い付いた。

「珍めずらしく、早く起きているかと思ったら」

「ちょっと、散歩してただけだ」

「付き合いますよ。神楽、最後まで」

　穏おだやかな目で見つめられ、緋央は恥はずかしさを覚えて扇を閉じた。

「いい。もう、忘れた」

「そんなことなかったのに」

「いいんだよ。もう、舞う必要もないからな」

　扇をその場に戻す。

「戻りますか？　高月先生が、さがしていましたし」

「その前にさ」

　緋央は立ち上がり、改めて魁を見た。

　言うのをためらっていると、魁が「何です？」と小首を傾かしげる。

「お前と、もう一度……約束を交わしたいんだ」

　真顔になって、思い切ったように口に出す。

　夏草の香かおりを含ふくんだ風が神楽殿に吹ふき込み、二人の間をすり抜ぬけた。

「駄だ目め、か？」

　魁がすぐに返事をしないので、心配になってその顔色をうかがう。

　魁は涙なみだをにじませながら、「いいえ」と首を横に振った。

　緋央の前に膝を折った魁が、深く頭こうべを垂れた。

「どんなことがあっても、あなたと歩き続ける。この石に誓ちかって」

「魁、約束だ。おれは新しい大和の国を創つくる」

　膝をついた緋央が肩に手をかけると、魁が頭を上げる。

「だから、ついてこい」

　うなずいた魁と、額を合わせる。

　首に下がる約束の勾まが玉たまが、朝日を受けて静かに輝かがやきながら二人を見守った。




　これから先は、同じ道を歩き続ける。

　この命があり続ける限り……。








完









　あとがき







　三巻をお手にとってくださった皆みな様さま、ありがとうございます。

　毎度おなじみ望月もらんです（ちり紙交こう換かんみたいですが）。そして、またしても、真夏に発売されるというのに、真冬の物語を書いてしまいました。痛つう恨こんの極きわみではありますが、涼すずんでいただければ……幸いであります。

　さて、ガチ王子も今回が最終巻と相成りまして。物語を締しめくくるにあたり、キャラへの一言コメントをのせてみようかと思います。ページ数にも余よ裕ゆうがあることですし。




　まずは、残念なイケメンの颯人ですが……色々な意味で、報むくわれない男でありました。残念なりのかっこよさを、少しは出せているといいのですが。

　そして、そして、水城国の王子、瑞貴さん。実は当初から、「緋央はこいつのこと……多分、好きだろうな」と思いながら書いてました。

　数少ない女の子キャラ、音葉は甘くならない男女の友情みたいなところを出したかったのですが、いかがなものでしょう。

　緋央の師し匠しよう、高月先生は一巻の一番最初の原げん稿こうでは、まったく出てきていなかったキャラです。急きゆう遽きよ投入したわりには、最後までがっつり絡からんでくれました。ちなみに、初期の高月先生は飲んだくれなおっさんだったのですが、気付いたら甘党のおっさんになってました。あ、「おっさんじゃねえ！」と脳内のどこかで高月の声が……。

　颯人の側近の常磐さんは、地味キャラではありますが実を言うと、私のお気に入りです。想定していたわけではないのですが、書いてみると高月と相あい性しようがいい気がしたので、三巻でも二人でいるシーンは出しています。

　兄ちゃんの朔夜はねえ。最後まで書いてみると、なかなか感かん慨がい深いものが……。最終形態はメデゥーサっぽくなる予定だったのですが、女子にどん引きされそうなのでやめました。

　斎王の紅奈は年ねん齢れい不ふ詳しようの謎なぞ多き女性であります。結局、この人が一番のくせ者かと。

　さて、魁ですが、この子には本当に手を焼かされました。一番の問題児と言っていいと思います。一巻の時から紆う余よ曲きよく折せつありまして、どうするんだと頭を抱かかえたものですが、何とか何とか、終わりまで物語を引っ張ってくれたかなと。

　最後に主人公の緋央ですが、比ひ較かく的てき誰だれと会話させてもしっくりくる子だったので、キャラとしては書きやすかったです。ただ、ヒヨコさんバージョンの時と、緋央バージョンの時との書き分けに最初は苦労しましたね。ヒヨコさんバージョンの時も、できるだけ女め々めしく見えないようには注意してました。

　ただ、猪ちよ突とつ猛もう進しんなキャラだけに、色々バレバレでしたね。まあ、そのあたりも愛あい敬きようと思っていただけると嬉うれしいです。




　三巻も関係各所の皆様に、多大なるご迷めい惑わくをおかけしてしまい、申し訳ないことだったと反省に反省を重ねる次し第だいでありますが、皆様のご尽じん力りよくのおかげで、本として出すことができました。

　イラストを描えがいてくださった松本テマリ先生にも本当に感謝です。どのキャラクターも、私の脳内でイメージしていたより遥はるかにかっこよく、素す敵てきでした。

　そして、ここまでお付き合いくださった読者の皆様。ありがとうございました。

　ブログなどを開設してみたので、良かったら遊びにきてくださいませ。




　Dilettante　　http://motizukimoran.blog.fc2.com/




　では、願わくば、またお会いできることを。





望月もらん　　
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王おう子じはいつでもガチ勝しよう負ぶ！




それでも盟めい友ゆう、だろ？








望もち月づきもらん
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